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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜、七時五八分。とある浴室──

「……～っ♪」

　──指先に絡からみついた白い泡がなめらかなカラダを伝い、シャワーの湯に乗ってバスルームのタイルを流れていきます。薄うす桃もも色いろに火ほ照てった胸にそっとあてるスポンジ。そこから再び生まれる、クリームのようにきめ細かいシャボンのくすぐったさに思わず「くすくす」。肩が小刻みに震ふるえます。吐きだされた息はリズムを生んで、鼻歌は浴室の持つ独特の音おん響きよう効果でリバーブ、シャワーの音と混ざりゆき……

「はぁぁ～～っ♥」

　すっかりカラダを洗い終え、ちゃぷんと湯船につま先を沈めていく僕は草くさ壁かべ桜さくらです。さすが十四歳、ごらんの通り肌はまだぴちぴちなのですね。ええと、触っても……いいよ？

　今日は土曜日、休日前夜。

　目を閉じて耳を澄すませば〈かちゃかちゃ〉という夕食の後片づけ音がキッチンより漏もれ聞こえ、居間からはテレビの声が響ひびいてきます。たぶん前者はザクロちゃん、そして後者はドクロちゃん。

「ふぅ──……っ」

　お風ふ呂ろ場ばに満ちる温かな空気で深呼吸をすれば、脳裏にヨミガエってしまう現状認識。これすなわち『今夜、この草壁家にいるのは、あの天使の姉妹と中学二年生である僕だけ』という事実に、ココロはごうごう、

「フゥ──……ッ!!」

　ザワメきます！




　僕の両親、草壁武たけると草壁あけみ（旧姓：菊池）は、実は高校の時の同級生。そんな二人に突然届いた同窓会のお誘さそいは、土曜日出発、一泊二日、箱根旅行のスケジュールでした。

　いつもは居て当然だと思っていたお母さんとお父さん。そんな二人が家を留守にしてしまうとなると、火の始末や玄関の戸締まりなどをして我わが家を守る役目は、自動的に僕へと移ります。お隣となりからやってきた回覧板をチェックして次の家にお届けするなんてもちろんのコト。たとえ旅行が一泊だとしても、僕にとっては一大事の発生です。僕はお父さんとお母さんの偉大さに気付きつつ、さらに考え込みました。

　両親が同窓会に出席するとなると、当然その間この家には僕とドクロちゃん、そしてザクロちゃんの、

「三人だけになっちゃうんだ……──」

　──同窓会って、とっても大事なコトだと思います。なぜならいつだって友情はかけがえのない宝なのですから。草くさ壁かべ桜さくらからの提言です。

　それに僕だってもう年とし頃ごろの中学二年生。お父さんやお母さんが一日くらい居なくたって大だい丈じよう夫ぶ、ひとりでなんでもできるもん。僕は両親に言いました。

「留守番なら任せておいて？　だって僕もう十四歳の男の子だよっ？　ね？　行ってくるといいよ同窓会にさっ。こんなチャンスめったに無いんだから。ねっ？　これはチャンスなんだよ!?　だから、お、お願いですから！」

　両親はいつの間にかすっかり頼たのもしくなっていた一人息子を発見し、彼を家に残して箱根へと旅出っていきました。




「そして、夜……〈ちゃぽん〉」

　そう、だから今夜は僕が一番しっかりしなくちゃイケません。なにしろドクロちゃんは十四歳のくせにカラダの発育ばっかりよすぎて、精神はまだ小学校入り立てですし、ザクロちゃんときたら、外見は大人でもまだまだ九歳。カラダとココロがとってもアンバランス＆危うすぎちゃう二人なのに、今こ宵よい、両親はもうこの家に存在しないのです。いつもならば、お父さんとお母さんに遠えん慮りよして振る舞う二人の天使。しかし今や既にその足かせは解き放たれたと言っても過言じゃなくて、どんなハプニングが起こるかわかったものではありません！

〈ばしゃばしゃ……っ！〉僕は湯船の中で回転します。ああ、くそう！　僕は朝までいったいどこでどうしたらッ!?

『あんずるコトはない。流れに身を任せよ──』

　その時、バスタブの縁と縁に橋をかけるようにブリッジしていた僕に聞こえた突然の声。狭い浴室を見回しますが、だれ？　どこにいるの!?　姿を見せなさ──ああッ!!

『──きっとその先に、まだキミの見たことのない世界が広がっているハズなのだから……』

　悟りを開いたような声と共に湯煙の向こうから出現したのは、座禅を組みつつ宙に浮いているパンチパーマの妖精でした。僕の顔をしたその妖精は、肘ひじから下を水平にし、手の平と平を合わせ、肩は動かさず首だけを左右に振りながらコチラに突き進んでくるのです。その数、ざっと三〇〇。

「キ、キミはだれ？」

『僕はキミだよ。そんなことより、二人の天使が勇気を出して、ちょっぴりダイタンになるこの夜が、あなたの人生を変えるでしょう』

「そんなのいけないよー！」

　僕は叫び、〈ばしゃっばしゃッ!!〉と、再び湯船の中で回転します。こうなったらその勇気に応こたえざるを得なくなったマンガイチの時のタメに、既に三回ほど洗ったこの身体からだ、さらに五～六回くらいは洗って万全を期すべきでしょうか!?

『無論……!!』

　半眼妖精の言葉に僕は湯船をはい上がり、右手にセッケン、左手にタオルを「うおー！」と掲げた時でした。

「桜さくらくぅん……っ」

〈がちゃんっ！〉と、顔を火ほ照てらせた天使の少女、ドクロちゃんが曇くもりガラスの扉を開け放ち、姿を現しました。

「えええッ!?　ちょッ!?　くわぁぁ!!」

　タオルをとっさに広げて行われた、下半身への視線防御は間に合いましたか？

　数字の13が胸元にプリントされたディープピンクのぴったりタンクトップに白いショートパンツ。頭の上には金のわっかを装備した少女はしかし、セキララな僕になんのためらいもなく、迫るように目の前までやってきます。彼女は既に裸足はだしです！

「あッ、あセらないでドクロちゃんっ!?　すぐに僕は身体を洗い終わ──」

「そんなのいいから、ねえ桜くん……っ」

　彼女はくりくりヴォイスで浴室の空気をくすぐり、ぐいっと僕を引っ張ります。

「ちょっとタオル引っ張っちゃだめーッ！　まだっ！　まだダメだったらぁ!!　いまタオルヒッパッたらぁ──ッ!?」

「おねがい、ねぇ、はやく来て……？」

　他ほかのモノならともかく、今、この禁断のタオルだけは奪われるワケにはいきません。だがしかし、天使の少女が持つパワーショベルのような力の前では、この湿った布地を摑つかんでいるだけで精一杯。僕は一本釣りされたサカナのように、バスルーム→→ぴよーん脱衣所→→ぴよーん天井→→ぴよーん廊下と、濡ぬれた身体から水をしたたらせピッチピッチと引っ張られてしまうのです。

「い、痛いよドクロちゃん！　こんなの、こんなのまちがってる……!!」

　そして彼女が手を離し、僕がきちんとタオルを押さえつけられたのは、

「桜くん？　ほら……」

〈すぱぁん〉とふすまを開けて引きずり込まれた、テレビ付けっぱなしの居間でのコト。それから天使の少女はちゃぶ台の上にぺたんと女の子座り。

「これみても……驚おどろいたりしないでね？」

　彼女は、つまんで口にいれたらとっても甘いイチゴのような色に顔を上気させ、リモコンで音量レベルを上げるのです。

「えっ？」

　僕は濡れタオル一丁な自分の姿が映る夜のサッシに、市場に連れてこられた哀あわれな子牛のような悲しさを感じながらも、天使のセリフに振り向き、彼女の指さすテレビ画面に視線を移します。

　そこでは、彼女がいつも欠かさずにチェックしている、『ゆで卵を上手に剝むくテクニック』や『女性店員がレジにいるときにえっちな本やビデオを上手に借りる裏技』など、生活に役立つちょっとしたアイデアを紹介する番組が放送されています。

「ほら、見て？」




『以上、埼玉県にお住まいのツナマヨちゃんから《バラバラになった桜さくらくんを劇的に元通りにする裏技》でした』




「って、ちょっとまてぇぇッ!!　ツ、ツナマヨちゃん!?　もといドクロちゃん!!　ナニしでかしてんのあなた!!　なんてモノを全国に……ッ！」

「あぁ、おわっちゃったぁぁ……。せっかくボクが送ったハガキが読まれたのに、桜くんがぐずぐずして」

　そして彼女がちゃぶ台の上で、僕にくるりと振り向いた瞬しゆん間かん──

「きゃぁあっ!!　なんで桜くんはハダカなの!?」

　悲鳴をあげた天使の少女は、左手で顔を覆おおったまま、右手で鋭い棘とげのびっしり生えた鋼鉄バットを摑つかみ上げ、目の前にあった中学二年生の裸体を薙なぎ払ったのです。〈ぞびゅるりぃっ！〉という耳みみ障ざわりな音と共に、僕の身体からだと意識はまるでホームを通過する急行電車に取り付けられていた大きいおろし金に直ちよく撃げきされたかのように、なめらかにすりおろされました。居間の天てん井じようや壁には、暖かくて柔らかい真っ赤な果肉入りヨーグルトのようなものがべったりと付着し、やがて畳の上にぺたりぺたりと垂れていきます。

「い、いくら今夜はおじさまとおばさまがいないからって、桜くんにそんな格好されたら、ボク……！　……あれ？　桜くん……？　あああっ!!」

　天使の少女は、あわてて『エスカリボルグ』をびしりと構え、さっそく《バラバラになった桜くんを劇的に元通りにする裏技》を活用してみます。ポイントは、腰の位置を今までよりも十五度ばかり右上に傾け、コンパクトにひねるトコロにあったのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとイリュージョーン、とろとろな僕の肉片は白く発光し、それぞれ流星の如ごとく居間を漂い、一点へと集合していきます。それはまもなくアミノ酸とタンパク質から構成された原細胞を形成。そのころ背後から岸壁に打ちつけられる荒波に、〈ざぱーん！〉と吹き上がる水しぶきが登場。それに翻ほん弄ろうされ、とどろく雷鳴の直撃、生命の誕生です。細胞分裂を繰り返し、あらゆる生物のシルエットを経て、まさしく〝劇的〟にニンゲン体に進化した僕は、たたみの上に転がりました。

「ねえ桜さくらくん？」

　僕は腰のタオルを押さえたままビショヌレ、ぷすぷすと煙をあげながら意識を取り戻します。そこへ天使の少女はそうっと上からのぞき込んできて、

「生きてるって、すごいコトだと思わない？」

「うん、僕、こんな姿なのに、キミにあんなコトされてもまだ生きてるなんて、生命って本当に不思議……。ねえドクロちゃん？　ドクロちゃんはもう、充分満足できたよね？　しきったよね!?　僕、そろそろお風ふ呂ろ場ばに戻っ──」

　叫びながら起きあがった僕はそして、居間の入り口でずっと立ちつくしていたらしいもう一人の女性と目が合うのです。

「桜、さん……」

　そこにいたのは白い軍服、すらりと背の高い天使。

「ザ、ザクロちゃん……!?」

　それから彼女は無言で、なにかを確認するように真っ裸な僕とドクロちゃんへ順番に視線を移し、ゆっくりと右の瞳ひとみだけで春風のような笑みを浮かべると、

〈すぅぅぅぅぅ…………、ぱたん〉

　そっとふすまを閉めました。

「待ってザクロちゃん!!　違うんだ！　コレには説明しにくい理由があって……！」

　このままだと僕はもうザクロちゃんに口をきいてもらえなくなってしまいます！　さあ、しっかり腰にタオルを巻き付けろ！　チャンスは今しか……！

「ねえ聞いてっ！」

〈すぱぁんッ！〉

「僕がハダカな理ヌぐほぁッッ!?」 

　突然ぶつかってしまった影。その黒い人物を見上げようとした直後、顔面に衝しよう撃げきを受けます。

「ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、僕は突如仕掛けられた天地逆転〝フランケンシュタイナー〟で、居間のたたみに背中から叩たたきつけられていました。皮ひ膚ふとたたみの摩ま擦さつ熱ねつにもんどりうつ僕は、幸運にも腰に引っかかっていたタオルをあわててひきあげるも、それでは不足と感じ、側そばにあった座ざ布ぶ団とんで隠します。

　そして居間の入り口に立つ、僕を投げ飛ばした影を見上げ、

「ぅうえっ？」

　とまどいの声を上げてしまいました。

　なぜならそこにいたのはザクロちゃんとはまったくの別人、黒い着物を着た女性だったからです。年の頃ころはおそらく二十代前半。けれど身に纏まとう空気、かいま見える余裕と貫かん禄ろくは彼女をそれより年上に見せていて──

「……すまぬ。突然のコトで思わずカラダが動いてしまった」

　──漆しつ黒こく、突如現れた喪服姿の女性の声は、とろりと首筋に絡からみつくような艶つやを帯びた大人のモノ。彼女は白い指先で、まっすぐに伸びる濡ぬれたカラスの羽のような黒髪を掬すくいあげ、耳にかけます。

「して……、そなたが草くさ壁かべ桜さくらなのかえ？」

　指で触ったら切れて血が出てしまいそうな、その切れ長な彼女の瞳ひとみの前に、僕は思わずこくこくと頷うなずくコトしかできません。

　気がつけば、ドクロちゃんとザクロちゃんが倒れたままの僕の左右に寄り添ってくれています。右側、ザクロちゃんは、頰ほおをあからめそっと視線を逸そらしたまま、弁解するように耳元で唇を震ふるわせます。

「わたくし、先ほどはこちらのお客様を居間に通そうと思いまして……、でも、そうしたら、わ、わたくしの『エッケルザクス』を巻いた桜さんとおねえさまが……」

「ち、ちがうよッ!?　これはただの濡れタオルで。エッケルザクスじゃ──って！　まって!?　それより、こ、この人はいったい──」

　その時、喪服姿の女性の背後からちょこんと出現したのは天使のわっかにくるりん曲がった羊のツノ。金の瞳の下に濃いクマを作った少女が顔をのぞかせるのです。

「あれっ？　サバトちゃん!?」

「はぁう……っ！」と、僕の声に怯おびえたように、彼女は顔を引っ込めてしまいます。

　そして、

「え……？」

　僕は気がついてしまうのです。

　サバトちゃんを背後に隠した喪服の女性。

　彼女の側頭部からは、前方へと鋭く伸びる猛牛の如ごとき太いツノが生えていて、それを照らすように、頭の上に金のわっかが浮かんでいるコトに。

「ま、まさか……！」

　立て続けに巻き起こるデキゴトに混乱する脳みそをフォローするかのように、ザクロちゃんは座ざ布ぶ団とんで身体からだを隠し続ける僕に囁ささやいてくれます。

「桜さん、ご説明いたします。こちらの方は──」

「ザクロや、よい。自分で名乗ろう」

　黒髪、喪服の天使が白しろ足た袋びで一歩、たたみを踏みしめた音が居間に響ひびきました。

「あ……」

　無意識のうち二十センチも後ずさる僕に、その天使は薄うすく微笑ほほえみます。

「わらわの名は、バベル。カミに代わりて、神域を侵すニンゲンを排除する任を帯びる機構『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』、その『議長』を務めている」

「……ッ!?」

　そして、とうとう脳が飽和状態、コトバを見つけられなくなってしまった僕などおかまいなしに、彼女はしっとりと雅みやびな声で続けます。

「ちなみにわらわは、このサバトの母でもある。以後よしなにな、草くさ壁かべ桜さくら」







　──これは、『未来の世界』からやって来た天使達たちと、人間の草壁桜が織りなす、艱かん難なんシンクの物語。
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　天てん井じようからぶら下がり、居間に降り注ぐ蛍光灯の白い光。

　その下にある丸いちゃぶ台には温かな緑茶が五人分。テレビＣＭをＢＧＭにして、僕の両りよう隣どなりにはドクロちゃんとザクロちゃん。そして向かいには、突然現れた二人の天使、今日も寝不足ぎみのサバトちゃんと、その母親と名乗る喪服姿の天使、バベルちゃんが座っていました。

「突然おじゃましてごめんなさいですぅ」

　うつむいたまま〈かさり〉と、手を動かすのはサバトちゃん。

「これ、つ、つまらないモノですがぁ、食べられる草なんですぅ。どうぞ、火を通してお召し上りくださいぃ……」

　しなびた雑草がちゃぶ台の上に置かれました。

「こ、これは結構なモノを……お気遣い無く」

　どうしましょう。本当につまらないモノが出てきました。僕は再び場に現れた無言空間に耐えキレず、

「ええと、この草は後でいただくとして……とりあえず、僕は服を着ていいですか？」

　座ざ布ぶ団とんで身体からだを隠したまま、言いました。すると黒髪を数じゆ珠ずの絡からまった指で搔かき上げながら、サバトちゃんのお母さんは瞳ひとみを細めます。

「いや、その必要はない。先ほどはコチラが失礼した。報告書のコトを忘れていたのでな」

　そのセリフの意味がわからず当惑します。

「ほ、報告書……、ですか？」

「うむ。わらわは常にザクロにより、そなたの生活を報告されている。ほれ、たしかにココに書いてある──」

　喪服の胸元から書類束──おそらくそれが報告書なのでしょう──を取り出し、彼女は読み上げ始めます。

「『草くさ壁かべ桜さくら 。家のなかでは、いつも煮たワンタン一丁でウロウロ』」

「えええッ!?」

「『なお、下着代わりにセロテープをたしなむコトもしばしば』」
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「このようにおぬしの趣しゆ味み嗜し好こうはすべて把握済み。ゆえに、わらわのコトは気にせずともよい。覚悟は、してきた」

「覚悟ってなんですかッ!?　今僕が裸なのは認めます！　けれどこれは別に趣味でやってるんじゃなくて、ただお風ふ呂ろに入ってただけなんです！　っていうかザクロちゃん!?　なんであなたこんな虚偽の草くさ壁かべ桜さくら像を『未来の世界』に!?　僕は信じていたのに……ッ!!」

「さ、桜さん。わたくし、あのような報告をした覚えは無いのですが……」

「え!?　じゃあどこの誰だれがこんな報告書を……」

「はーいっ！」

　僕とザクロちゃん、合計三つの瞳ひとみは、タンクトップから伸びた腕をまっすぐ誇らしげに上げた天使の少女に注がれました。

「ドクロ……ちゃん？」

「ボクね、桜くんの『小さい女の子を見つけると匂においをかぎに近づいていく』っていう特徴をいっしょうけんめいフォローしてみたのっ！」

「僕はそんな危ない行動をとったコトがない上に、これぜんぜんフォローになってない!!　キミはいつも僕のナニを見ていたの!?　幻影!?」

「じゃあやっぱり『煮たワンタン』より『釣り糸』の方が……」

「キエ────!!」

「桜さんいけません！　おねえさまに振り上げたクリスタルの灰皿をこちらへ渡してください！」

　慌てたザクロちゃんに押さえられ、僕は正気を取り戻します。それから彼女に心より感謝を述べ、正面の親子に座ざ布ぶ団とんの襟えりを正しました。

「大変見苦しい場面をお見せしてしまってもうしわけありません。ええと、それで……本日はどのようなご用件で……」

　尋ねる僕に、バベルちゃんは〈ことん〉と、緑茶を置きます。

「今日うかがったのは他ほかでもない。娘のサバトが世話になった、その礼を言いに来たのじゃ」

「と、言いますと？」

　思わず、続きを催促するように身を乗り出してしまいます。バベルちゃんは続けます。

「サバトは本日をもって『未来の世界』へと帰還するコトとなった。ゆえにサバトにも最後の挨あい拶さつをさせようと思うてな」

「え……っ」

　驚おどろいたのは僕だけではありません。一斉にサバトちゃんへと視線が集中し、彼女はあわあわっと瞳を泳がせます。

「本当、なの？」

　僕の問いかけに、サバトちゃんはなおもおどおどと視線を彷徨さまよわせ、ついにはうつむいてしまうのです。

「あ、あぅぅ……」

「草壁桜。そなたには、娘がなにかと世話になったらしいな」

「い、いえ、そんな、僕は……」

　……言ってから、ダンボールの家に住んでいたサバトちゃんとの想おもい出が、脳内スクリーンへ一枚一枚スチール写真のように蘇よみがえります。──それは、彼女がまだ公園ではなく、橋の下に住んでいた時のコト。サバトちゃんが空腹にあえいでいると知った僕は、おりを見ては少しずつ、正体を隠して彼女に差し入れをしていたのです。しかし、それがついに彼女に見つかってしまい、弁解しようとした僕は彼女の魔ま法ほうアイテム『ドゥリンダルテ』でアフロにされたのです。その後、彼女は泣いてどこかにいってしまったのですが、思い出してみれば、サバトちゃんと仲良しになったのは、きっとその時からで……

「サバト、なにをしておる。早う挨あい拶さつをせぬか」

　バベルちゃんは、娘のサバトちゃんを促します。

「さ、桜さくらくん……」

　うつむいたまま、彼女はくぐもった声で僕の名前を口にします。

「いままで、ほんとうに──」

　それは虚うつろろろに響ひびき、僕の耳に届き、

「──ほんとうに、いつもいろいろと……」

　はっと我に返った僕は、思わず彼女に問いかけるのです。

「ねえ、本当に、いっちゃうの？」

　けれど、絞り出すように声を出す彼女は、

「サバトに……」

　僕の問いに答えようとしません。彼女は両肩を震ふるわせ、なおも続けます。

「サバトに……っ」

　喉のどが〈くっ〉と音を立て、途切れるセリフ。

「サバトには、さ、桜くんが……っ」

　彼女の瞳ひとみの中に、淡い光がゆらめきます。

「……サバト、ちゃん？」

　僕の声に、少女の唇よりこぼれる吐息。

「お、お母さま……っ」

　天使の少女はまっすぐ、母親に振り返るのです。

「なんじゃ？」

　娘である天使は涙をぬぐい、消え入るような声で言うのです。

「やっぱり……、やっぱりサバトは、『未来の世界』に帰りたくないんですぅ……」

　猛牛の角を持つ天使の鋭い瞳が、すうっと細められます。

「今さらなにを言うておる。もうそなたには『ルルティエだより』も届いていないのであろう？」

　サバトちゃんは金色の瞳ひとみに再び涙を溜ため、それを溢あふれさせまいと叫びます。

「た、たしかにサバトはきちんと任務を果たせなかったかもですけど、これから、もっと、もっとがんばるんですぅ！　だから、だから……こっちの世界に──！」

「ならぬ」

　喪服天使のその一言が降りた瞬しゆん間かん、サバトちゃんの全身に緊きん張ちようがほとばしりました。

「勘違いするでない。わらわは母親として言うておるのではなく、ルルティエの議長として命令しておるのじゃぞ？　そなたは議長の命に背いてまで、そのような世よ迷まい言ごとを言うのかえ？」

　バベルちゃんの、ただでさえ切れ長である紫の瞳が、さらに苛烈な光を宿し始めます。

「よ、よまいごとなんかじゃないんですぅ」

　けれど、サバトちゃんはずっと、ずっと嚙かみ殺していた気持ちを奮ふるい立たせ、そして溢れさせるように、言葉を紡つむぐのです。

「こ、これはとっても大事なコトなんですぅっ！」

　そして、彼女は僕をちらりと見て、

「お願いですバベル議長……！　サバトを『こっちの世界』にいさせてくださいですぅ！」

　まっすぐに見上げた母親に打ち明けたのです。しかし、

「ならんと言うておる」

〈じゃらら〉と鳴ったのは、喪服天使の右手に絡からまっていた数じゆ珠ず。

「わらわは聞き分けのないモノに、容赦はせぬぞ」

「お母さまっ……」

　バベルちゃんは、握った手の平をサバトちゃんへと開きます。そこに現れた物体は、宝石箱のような黒い立方体。娘である少女はそれを見た途端、びくりと身を縮こませるのです。

「あれは『封獄聖堂ルルネルグ』！　桜さくらさん、下がってください！」

　ザクロちゃんは僕をかばうように座ざ布ぶ団とんを引っ張りました。

「うおああ!!　イキナリなにするんですかザクロちゃんッ!!　い、いったいなんなんですか!?」

「あれはバベル議長が持つ魔ま法ほうのアイテムで、中に捕らわれた者は脱出することが不可能と言われる封印兵器、近づくと大変危険です！」

　ザクロちゃんの言葉に、見れば居間の出口をふさぐように立ち、『ルルネルグ』を娘に向けるバベルちゃん。

「ひぃ、あ、あわわっ！」

「サバトを捕らえよ……『封獄聖堂ルルネルグ』」

　ルルティエ議長の号令で飛び立つ魔法の小箱、封印の檻おり……！

「こ、来ないでですぅぅっ!!」

　しかし、サバトちゃんは既に頭上に浮く『ルルネルグ』に完全にロックオンされていました。その宙に浮く宝石箱は、まるで牛をさらうアダムスキー型未確認飛行物体の如ごとく、スポットライトのような光線を直下にいる天使の少女に〈みーんむ〉と、照射開始します。

「いやぁぁっ！」

　ふわりと浮いてしまう天使の少女は、僕に向かって手を伸ばします。

「たすけてですぅ桜さくらくん！」

「サバトちゃん！」

　僕は小箱に引き込まれようとしていた彼女の手をとっさに摑つかみます。その瞬しゆん間かん、

「ほあぁぁッ!?」

　僕の身体からだを襲おそったのは下りエレベーターより強烈な浮遊間。脚はたたみから浮いてしまい、四肢に込めた力はことごとく空転してしまいます。そして微かすかな上昇感覚、つまり、サバトちゃんだけでなく、僕まで宙に浮き始めて……!!

「桜さん!!」

　とっさに僕の二の腕を摑み、昇っていく二人を食い止めたのはザクロちゃん！

　けれど、

「だめだ！　まだ止まらない!!」

　今度は軍服の天使まで、一いつ緒しよに浮き上がってしまい、光に取り込まれ始めてしまうのです。

「おねえさま！」

　彼女は左手で僕を離さぬまま、もう片方の手で姉であるドクロちゃんへと救いを求めます。

「うんっ！」

　天使の少女は飛びつくように、妹の手をきゅっと取ると、

「じゃあバベルちゃんもー！」

　隣となりにいた喪服天使の、数じゆ珠ずがからまった右手を握ったのです。

「はッ!?　ドクロや、なにを……！」

　そして浮遊の連鎖はドクロちゃんはおろかバベルちゃんまで逃しませんでした。ルルティエ議長の白しろ足た袋びまで、たたみから浮き始めます。

「あ、あ──れぇぇ──……っ!!」

　加速する上昇吸引。光に包まれた僕たち五人は、ついにひとり残らず空飛ぶ聖堂の中に〈ちゅるるん！〉と、吸い込まれ──




　──そしてここから、逃げ場のない密室劇が開始されるのです。
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「いつつ……」

　ハダカの上半身を起こし、周囲に目をこらせば、そこは僕の部屋より狭く、ドクロちゃんの押し入れよりも薄うす暗ぐらい空間、

　──石造りの牢ろう獄ごく──

　それがこの空間に対する第一印象でした。古く淀よどんだ埃ほこりのにおい。漂う雰ふん囲い気きは群馬のおじいちゃんちにある倉とよく似ていますが、ここにはある種の『親密さ』が決定的にかけていました。しだいに闇やみに慣れる目、周りがだいぶクリアに見え始めます。そして僕は、石を組んで作られた四方の壁に、〝扉〟らしきものが一つも無いことに気がつきます。上を見れば、遥はるか高く、その果ては暗闇の中に溶けて見るコトができません。ここはまるで四角い井戸の底のような場所なのです。

「桜さくらくん、けがとかしてないっ？」

　ふわりと少女の匂においが鼻をかすめ、視線を戻せば目の前にはショートパンツの天使、ドクロちゃんがしゃがみ込んでいます。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ、だけど……」

　冷たい石の床に熱を奪われてしまった素肌を暖めようと、僕は両肩をさすりながら改めて辺りを見回します。下半身に乗せている座ざ布ぶ団とんを下に敷けばまだなんとかなるのでしょうが、それはできない相談です。

「皆さん、ご無事ですか？」

　僕の傍かたわらに歩み寄ったザクロちゃんの声にも、不安の響ひびきが混ざっています。

「サバトはここですよぅ……」

　壁かべ際ぎわ、震ふるえる声で返事をしたのは体育座りのサバトちゃん。

「どうやら、全員『ルルネルグ』に封印されてしまったようじゃな」

　この薄闇の中でもさらに濃い黒。部屋の隅に浮かび上がるように姿を見せたのはルルティエ議長、喪服姿のサバトちゃんのお母さんです。

「せめて、なにかを着てからにして欲しかったです……」

　本当にどうしたらいいのでしょう。こんな狭い密室に女子が四人で男子が一人、なおかつ後者は全裸という状況。まことによろしくありません。ああ、もしこの服ファクターが逆だったなら。

「上着でよろしかったら、わたくしのジャケットをお貸ししましょうか？　桜さん」

　頭を抱え込んだ僕に、軍服の天使はそっと声をかけてくれます。僕は不意打ちのその優しさに涙目です。

「い、いいのザクロちゃん？　ありがとう、とっても助かるよっ！」

「じゃあボクも貸すー」

「サバトもですぅー」

　三人の天使は上着を脱ぎ始めました。

「え、ええと、いや、その気持ちは嬉うれしいけど、け、けど……!!」

『……？』

　天使達たちは一様に解わかっていない表情。同じ角度に首を傾けています。あればあるほどよいと思っているのでしょうか。

「ほ、ほら、上着はさ、一つあればそれで充分でしょっ？　それになんというか、ドクロちゃんはタンクトップを脱いだら下着になっちゃうよね？　コレは優しさに見せかけたなにかの罠わななのかな？　というか、ええとごめん、わがまま言うようで悪いんだけど、上着はもう大丈夫として、一番問題なのは下に穿はくもので……」

　僕は自分を守ってくれている座ざ布ぶ団とんを見つめます。

「そっかぁ。だったらボクのくつした、かたっぽいいよ？　はいっ」

「じゃあサバトも貸すですぅー」

「それでは、わたくしも……」

　三人の天使はくつしたを片方ずつ、脱ぎ始めました。

「だから三つもいらない！　僕の足は三本もないでしょ!?　そもそもくつしたでは下過ぎるッ!!　僕はメトロポリタンミュージアムの銅像か!?　なんで足の先だけ保護？　余計に変だよ！　なんか他ほかにないんですか!?」

　結局、僕は各人の持ち物を調査、検討した結果、ザクロちゃんがもっていた水泳パンツだけをはきました。

「ザクロちゃん、なんで僕の海パンを……」

「わたくしにも、なにがなんだかわかりません……」

　僕は、ザクロちゃんが壁に向かって体育座りでうなだれているトコロを、初めて見ました。

「……では改めまして、サバトちゃんのお母さん」

　とりあえず身み支じ度たくも整った僕は、ずっと腕を組んで僕たちのやりとりを見つめていた喪服姿の天使の前に立ちました。

「わらわのコトはバベルでよい」

「は、はい。じゃあ、バベル……さん。念のため確かめたいんですが、ここはやっぱり……」

「魔ま法ほうアイテム『封獄聖堂ルルネルグ』の内部じゃ」

　彼女は喪服からのぞく白い襟えりを整えます。

「『ルルネルグ』は本来、罪人を閉じこめる魔ま法ほうのアイテム。その効果は天使にも及ぶ。先ほどはサバトのみを閉じこめようとしたのじゃが……、皆、巻き込まれてしもうたようじゃな」

「やっぱりそうですか……。ええと、なら、いつまでもここにいたってしかたないですし、早く外に出ましょう？」

　この狭い牢ろう獄ごくのような石室、その上空を切れ長の瞳ひとみで仰ぎ見る長身の天使に向かって、僕は急せかすように提案します。彼女は視線を元の高さに戻し、目を細めます。

「……『ルルネルグ』は外からなら開くことができる。じゃが、中からとなると、その方法がわからぬ。わらわも内部に入ったのは初めてなのじゃ」

「と、いうコトは……僕たち、ここから出られないんですか!?」

「そういうコトになるな」

「そ、そんな……ッ!!」

「ただ、ルルティエ四千年の歴史の中わずかに数件、このルルネルグに封印されてなお、中より自力で脱出した天使の伝説が存在している。きっと外に出られる方法はあるはずなのじゃ」

「伝説の、天使……」

　ココロが密室の恐怖に捕らわれます。しかし、僕は微かすかに抱いた脱出への希望を反はん芻すうして、自分に言い聞かせるように彼女を見上げます。

「じゃあ、ここから出られないっていうわけじゃないんですね？　だったらきっと平気ですよ！　伝説の天使がどんな天使かはわからないですけど、なにしろここには天使が四人もいるんです。力を合わせればきっと──〈めしゃーんッ！〉」

　突如、脳天から侵入した強い衝しよう撃げきがつま先まで走り抜け、目から星が手しゆ裏り剣けんのように飛び散りました。

「がぁッ!?」と、僕は膝ひざをついて頭を抱えます。そのすぐ側そばで〈くわんくわんくわんっ！〉と、やかましい金属音が発生。

「な、なんなの……っ？」

　それから僕はつーんとする鼻、水分でふやけた視界の中に見つけるのです。回転をやめ、中央部を僕の頭の形に凹へこませた、

「か、金ダライッ!?　うわっ、僕生まれて初めて生で見たよ金ダライ！　これが頭にぶつかったの!?　でも、どっからこんな──」

「ねえ桜さくらくん、こっち来てっ？」

　滲にじんだ涙をぬぐいながら、おそるおそる遥はるか上空にあると思われる天てん井じようを見上げていた僕を、ドクロちゃんは手招きしています。

「え、どうしたの？」

「変なモノみつけたんですぅ！」

　サバトちゃんも「はやくはやく」と急かします。

「変なモノ？　金ダライじゃなくって？」

　頭にできたコブをさすりながら、僕は壁かべ際ぎわに歩み寄ります。バベルちゃんは床に落ちている大きな金ダライに細い眉まゆを寄せつつ、後ろからついてきます。

「こちらなのですが」

　そしてザクロちゃんが、指さした壁に取り付けられていたモノ。僕は思わずクイイルように見入ってしまいます。

「これって、レバー、だよね……？」

　壁の隙すき間まより並んで突き出た細い金属の棒。ちょうど僕の胸の高さにあるレバーの先端には、ピンポン玉大の赤い玉がくっついていて、

「いち、にい、さん、しぃ、ごぉ、ろくぅ……全部で六つあるんですぅ」

「見れば解わかるコトをセリフにしてくれて、ありがとうサバトちゃん」

「褒ほめられたですぅっ！」

　それからちょっとした違和感。

「ん？　これって……」

　並んだレバーの一番左が、下にさげられているのです。

「あっ、それはさっきボクが動かしたんだよっ？　そしたらあれが落っこちてきたのー」

　ドクロちゃんの指さす先に、床に転がる金ダライ。

「やっぱりさっきのはキミの仕業だったんだね……」

　僕はまだうずく頭のてっぺんを手で撫なでながら、残るレバー五つに視線を落とし、

「あの、バベルさん。このレバーって、なんなのか解りますか？」

　この魔ま法ほうアイテムの持ち主、喪服の天使に振り返り、尋ねました。

「わからぬ」

〈ちゃらっ〉と彼女の右手に絡からまる数じゆ珠ずが音を立てます。

「……触らない方がいいみたいですね、これ……。とりあえずこの部屋に他ほかになにか無いか、手分けして調べてみましょう」

　僕達たちは改めて、この天てん井じようばかり遥はるかに高い石の密室を調べ始めます。室内は一辺が僕の足で五歩程度の狭い正方形。壁や床には、濃い灰色をした四角い石が隙間無く敷き詰められています。──そして結局、それだけでした。やはりここは天井が無いだけで、まったく無個性な密室だったのです。先ほど見つけたレバーをのぞいては。

「他にあやしいトコロは無し、か……。だったらもう、このかえってあやしすぎるレバーを下げてみるしかないのかな？　ひょっとしたら、この中の一本が脱出につながったり──」

「はぁぁっ！　きっとそうですよ桜さくらくん！」

　トコトコと走ってきたサバトちゃんが、手を叩たたいて僕を見上げます。

「これで、ここから出られるかもしれないんですよぅっ！」

「うん！　ボクもそう思って、レバー動かしてみたのーっ！」

　ドクロちゃんも子犬のように寄ってきて、微笑ほほえみながら言いますが、きっとそれはうそです。

「桜さくらさん、ちょっと」

　きゃぴきゃぴとはしゃぐ天使二人にまとわりつかれた僕を呼んだのは、さっきからレバーの周囲を調べていたザクロちゃん。膝ひざをついた彼女と視線を合わせるようにしゃがみます。

「見てください、ここです。レバーの下に、なにか模様が彫りこんであります」

「本当だ、なんだろうこれ……」

　ザクロちゃんの示す指の先。つられるように左右からドクロちゃんとサバトちゃんものぞき込んできます。石壁に刻まれていたのは、一見、子供の落書きにも見えてしまう象形文字に似た簡素な記号でした。確かにそれは六つ、レバーの下にきちんと並んでいます。

「ねえ、この一番左。僕にタライを落としたレバーだけど、この模様が、……ほら、上から振ってくるお皿みたいに見えない？　これ、ひょっとしたらレバーを動かすとナニが起こるかを示したモノなんじゃないかな……！」

「桜くん、すごいですぅっ！」

　隣となりにいたサバトちゃんが、眠たげな金色の瞳ひとみを輝かせます。

「だったらだよ？　模様をヒントに、なにが起こるのか予想して出口に通じるレバーを見つければ……っ」

「はぁぁうっ！　カ、カンペキですぅ!!」

　思わず彼女と手を取り合って立ち上がってしまいました。この薄うす暗ぐらく狭い密室に今、確かに希望が広がります。

「じゃあさ！　この隣の模様はなんだと思うっ？　ボクにはこれ『エレベーター』に見えるのっ！　きっとこれで出られるよー！」

「うそ!?　どれどれ??」

　ドクロちゃんは一番左の『タライ落とし』の隣、右から五番目のレバーの下に僕を手招き。さっそくそこに彫られた模様に目をこらします。

「えっと……僕にはこれ、どうみても『天てん井じようが降りてきて、潰つぶされてしまう』模様に見えちゃうんだけど……」

「下げていいっ？　ねっ？　いいでしょ？　ぜったいコレなんだからぁっ」

　黒みがかった銀髪をさらっと揺らして、ドクロちゃんは僕にカラダを寄せてきます。

「待って!?　も、もうちょっとコレからの僕たちのコトを慎重に考えて結論を出そうよ！」

「もう、ゆうじゅうふだんで、いつもいくじなしの桜くん。あの日の夜と、ちっともかわらないんだから……」

「あの日の夜ってどの日の夜ッ!?」

「草くさ壁かべ桜」

「な、なんでしょうっ？」

　背中に鳥肌を立たせるくらいに艶つやを含んだ声で僕の名を呼んだのは喪服の天使バベルちゃん。

「それはもしや、この夜ではないのかえ……？」

　胸元から書類を取り出し視線を落とす彼女は、ぽんとその報告書を叩たたきます。
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「『図１は、ザクロちゃんが押し入れの下の段に寝泊まりするかと思っていたのに、一階に行ってしまった時の桜さくらくんの顔』」

「桜、さん……？」

　ザクロちゃんの手から、ぽとりと『エッケルザクス』が石の床の上に落ちます。

「ちがうよザクロちゃん！　僕はそんなコト思ってない！　ぜんぜんデタラメだよっ！　なんだよこのスゴイ表情は！　でっちあげだ！」

「『そして、夜中に怖くなってドクロちゃんの布団ふとんに入り込んで来るザクロちゃんを発見し、〝もしかして明日は！〟と、ドキドキしているのが図２──』」
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「もうやめてくださいバベルさん!!　もうドクロちゃん!?　デタラメな図を僕の報告書に掲載したら……！」

「『──であるザンス』」

「ザンスなのかァァッ!!　おのれあの変態天使めええ!!　だいいちコレ、僕が優柔不断で意い気く地じなしっていうのと関係ないし！」

「『桜くんは、ボクがいっしょうけんめいに頼たのんでいるのに、その、上うわ向むきに立っているレバーをちっとも触らせてくれません……』」

「って、ドクロちゃんも今ナニを書き込んでるの!?　なんだか余計な誤解を生む報告はやめてよ!!　わかったよ触りなよ！　そして思うゾンブン動かせばいいでしょ!?　ほら！　ほらッ！」

「えへへっ！　これできっと外にでられるんだからっ！」

　天使の少女はレバーに飛びつくと、そのまま下に押し下げました。

〈がこん！〉

　途端、〈ほゥ──っ〉と、微動だにしなかったこの密室の空気が、風となって天てん井じようへと動きます。

「え……？」

　見上げれば暗くら闇やみしかなかった上空に、いまや明確な『天井』が降りてきているのが確認できるのです。

〈ごごごごごごごごごごご─────────────────────────→ッ！〉

「ほら見ろやっぱり天井降りてきた──ッ!!　言ったとおりだ！　ねえ見て!?　やっぱり僕の言ったとおりじゃんッ!!」

「うん、……そう、だね……」

「ドクロちゃんも見あげてごらんよ！　あれ絶対エレベーターなんかじゃないから！　このままじゃ僕たち潰つぶされちゃうよ!?　どうすんのホントに！　もうこの子はッ!!」

「ご、ごめんね……、ごめんなさい桜さくらくん。ボク、ボクが……まちがい、だっ、た…………」

　声に違和感。視線を下ろせば、

「ドクロちゃん？　ちょっと？　こ、こっちむいて？　ねえどうしたの？」

　僕に背を向け、肩を震ふるるわせて下を向いてる天使の少女。

「え……？　な、泣いてるの!?」

「うぅん、ないてない……」

　彼女はそっぽを向いたまま、息をひくひくさせ、瞳ひとみをごしごししながら首を振るのです。なぜか今、とても残り三人の天使の視線が痛いです。

「ご、ごめん、ごめんドクロちゃん!!　ねえ、そんな泣かなくたっていいじゃん！　僕が言い過ぎたよ！　よく考えたらキミみたいなヒトはこの世界に必要だと思う。なぜならあなたのようなチャレンジャーがこの時代をつくったのですから。だから、ね？　泣かないで、笑ってスマイル？」

　ドクロちゃんは瞳からこぼれる涙をぬぐった指で天をさし、言いました。

「じゃあ、あの天井ひとりで支えて？」

「絶対無理！」

「でも桜くん、これどうしたらいいんですぅっ？　このままだとぺしゃんこなんですぅ！」

「う、うわぁぁッ!!」

　見上げれば〈どごごごごご！〉、天井はもう目の前にあるのです！

「そ、そうだ！　レバー！　レバーを元通りにすれば……！　ドクロちゃん！」

「あ、うんっ！」

　天使の少女は急いで〈がこん！〉とレバーを動かします。

　すると今度は〈ずご……っ〉と、壁が鳴動し、レバーがあった壁とは反対の壁、高さ三メートルくらいの位置に黒い穴が出現したと思った刹せつ那な、〈ごぼっごぼごぼぼぼ──〉と、大量の水が噴き出してきました。

〈どばっ、どばぁぁぁああああ───ッ!!〉

「なぁぁッ!?　ド、ドクロちゃん!?　それ、隣となりのレバー下げてない!?　違う罠わな作動してるよ!!うわっ冷たっ！」

「ひぃぃ！　濡ぬれちゃうですぅ！」

　水流は激しく、この狭い石室はあっという間に水没していきます。上からは石の天てん井じよう 、下からはすでに腰までの冷水、飛び散る水しぶきに、みんなの服があっというまに濡れていきます。

「桜さくらくんの水泳パンツって、まさか……っ！」

　ドクロちゃんの指摘に、

「ああぁっ!!」「なるほど」「桜さん……」

　一斉に僕へと非難めいた視線が集中します。

「なに？　なんなのまるでこの水が僕のせいだとでも言いたげな視線は！　ちがうよ！　べつにこのために海パンはいたワケじゃないよ！　も──ッ!!」

　僕は意を決し、水面をバタフライでかきわけ、下がってしまっていたレバーにとりつき、一気に二本、押し上げました。

〈がこがこんッ！〉

「どう!?　これでどうっ!?」

　ざばっと、水面に顔を上げた僕。寸前まで迫っていた天井は元の暗くら闇やみの中へ消えていき、冷水は〈じゅぼぼぼ……〉と、引いていきます。

　ぴちょん、と水滴が床に波紋を作ります。

「危なかったねー」

　ぴとぴとと、髪の毛から雫しずくを垂らしてドクロちゃんが「あはっ」と息を漏もらします。

「まったくね……」

　僕は疲労で重たくなってしまった身体からだを石壁に預けながら応答しました。

「じゃあ、次はその隣の『ねばねばした大きいイソギンチャク』みたいな模様のレバーを──」

「だめぇドクロちゃんッ!!　なんかそれはぜったいにダメだと思う！」

「えー？　桜くんにはなにが出てくるかわかるのーっ？」

「わかる！　なんかコレだけは解わかるような気がする！　それはやめといたほうがいいと思う！だって『イソギンチャク』ですよ!?　僕今ハダカだし、きっと耐えられないと思うッ！　そ、それより、こっちの丸い模様のレバーにしようっ？」

「なに言ってるの桜くん！　それは『おっきな鉄球が転がってくる』罠にきまってるよっ!!」

「ちがうよ！　これはきっと『太陽』、つまり屋外を示してるんだとおもう！　これは脱出への象徴なんだよ!!」

「そんなことないもん！　こっちの『ねばねばした大きいイソギンチャク』の方が絶対外にでられるしょーちょーなんだもん!!」

「絶対ちがう！　どんな象徴だよそれ！　『ねばねばした大きいイソギンチャク』はどう考えても脱出系の発想に結びつかないでしょ!?　それに僕はみんなのコトを考えて、そのねばねばしたのはダメだって言って──」

「えいっ！」

〈がこんんッ！〉

「どぁぁッ！　ド、ドクロちゃんなに勝手にレバーを……!!」

〈にゅるにゅるにゅる───！〉

「あぁッ！　み、見てあそこ！　ずれた石の隙すき間まから、ほら！　やっぱり出てきちゃったじゃん！　ねばねばしたピンク色の大きな触手があんなにいっぱいいッ!!　僕の言った通りだよ！ねぇどうしよう!?　こ、このままだと、みんなに、あのぬるぬるした触手が絡からみついて、そ、想像しただけで大変なコトにッ!!　ああ！　動き出した！　うねうねくねって、どんどん増えて……来る！　来ちゃう！　こっちに近づいて来たぁぁぁぁっっ！　……って、──あ、あれ？なんでこの触手、僕にしか向かってこないの？　え!?　違うでしょ!?　僕は男の子で、触手と言えば女の子……ッな、うッ！　うにゃぁアアッ!?　ちょ……くぅぅッ！　だ、だめぇぇっ!!なんでこんな、全身に絡みついて、手足を取られて宙に……!!　だめイヤ！　見ないで！　みんなこっち見ないで！　見ないでください！　いやぁぁッ!!　僕が、なにしたっていうの!?　ねえ助けてッ！　そんなのやだっ！　やだやだやだぁぁあッ！　や、やぁ、やめ、やめな……あおおうっぅぐっんぐぅぅァっ……!!」

〈がこんっ！〉〈しゅるしゅるしゅる──……〉

「はぁ……はぁ……はぁ……っ！」

　四人の天使は呆ぼう然ぜんと僕を見つめていました。

「桜さくらくん、ごめんなさい……」

「さわらないで──ッ！　もう、もうっ！　もうッ!!」

　僕はぬるぬるになったまま部屋の隅っこでガチガチ震ふるえ、獣けもののような瞳ひとみでドクロちゃんを見上げました。

「さ、桜さん？　ほら、今度は桜さんが選んだレバーを……」

「そ、そうじゃ草くさ壁かべ桜。おぬしが動かすとよいぞ……？」

　天使達たちは、まるではれ物に触るかのように僕に接してきました。

「そ、そうですぅ！　きっとそれで、外にでられるんですよぅっ！」

　見上げれば、サバトちゃんの金色の瞳からしだいに伝わるぎこちないけど温かな勇気。

「うん……」

　そうです、いつまでも、過去を引きずってめそめそなんかしていられません。このままではいけないのです。僕はみんなの心遣いに感謝しながら立ち上がり、

「わかった……。ごめん、ありがとうみんな……！　じゃあ、これ、下ろすね？　もうこれでこんな……こんな場所から解放される。きっと、きっと外に出られるよ！」

「がんばってですぅ！」

　僕はサバトちゃんに親指を立て、丸い模様のレバーを下ろしました。

〈がこんっ！〉………ずんっ。

　腹に響ひびく、重い音が石せき牢ろうを揺らしました。

「え……？」

〈ひゅおうっ〉と、新たな空気が流れ込み、振り向けば先ほど水が出てきた壁一面に、新たに巨大なまん丸の穴が出現しているのです。

「ま、まさか──!!」

〈ごんっ　ごごずどどどどど……ッ!!〉

「大きな鉄球がッ!?」

　その時でした。四人の天使は無言で、その轟ごう音おんを響かせる巨大な穴の前に立ちふさがったのです。まるで背後の僕を守るかのように。

「み、みんな……!!」

「桜さくらくんは後ろにいて！」

『エスカリボルグ』を両手に構えたドクロちゃんの、いままでに聞いたコト無いくらい勇ましい声。その響きに、僕の身体からだは打ち震ふるえてしまいます。

　我に返れば地を砕き、全すべてをたたき壊こわして爆進するかのような大だい音おん響きようはもはやすぐそこ。

「そんな……！」

　今や僕の目の前では、ザクロちゃん、サバトちゃん、バベルちゃん、最前列に一番小柄なドクロちゃん、四人の天使が僕を囲むようにフォーメーションを組み、暗くら闇やみから迫る鉄球に身構えているのです。しかし、いくら彼女たちでも、猛スピードの鉄球なんて防げるはずありません！

「み、みんなッ!!」

　その時、僕は確かに見たのです。ドクロちゃんが、さっき僕がやったみたいに、親指を立てて微笑ほほえみを浮かべたトコロを。そして叫んだ声が轟音にかき消され、密室が震えた次の瞬しゆん間かん！




　ぴょるっ！




「ッ!?」

　穴から飛び出し、視界に出現したのは、およそ直径一センチの銀色に光る鉄球。

「え……？」

　その固い鉄球は並んだ天使の真ん中をすり抜け、〈ころころころころ……。こつん〉と、身をかがめてびくびくしていた僕のつま先にぶつかりました。四人の天使がゆっくりとコチラを振り返ります。自然と、彼女たちと目が合います。

『………………』

　今度は、僕がみんなになにかを言う番です。

「……ごめん。外に出られなかったばかりか、転がって来た鉄球が巨大でもなかった今、ここに僕の居場所はないみたいだ」

「へ、平気ですぅ！　みんな、本当はなにも気にしてないんですぅ！　だから部屋の隅っこから帰って来てくださいですぅ！」

「ほ、本当に……？　本当に気にしてない？」

「もちろんですぅ!!」

　サバトちゃんは残り三人の天使を振り返りました。

『………………』

　サバトちゃんは、僕に「え、えへへ……」と、卑屈な笑みをうかべました。

「いいよもう！　みんなでココに住もうよ！　僕たちだけの王国を作ろうよ！　僕はそこの文部大臣とかでいいから！　もう放っておいてよ!!」

　僕は心のトビラを再び固く閉ざし、森の動物達たちとギター片手にららら、歌を歌い始めました。

『その時ザンスー！　ミィが居間で日課の秘密の舞いを踊ろうとしたのはー！　そーれ、ぷるんっぷるんっぷるんっぷるんっ♪』

「もおッ！　静かにしてくださいザンスさん!!　そもそもアナタがあんなコトを報告書に書かなけ、れ、ば……ッ!?」

　だれしもが周囲を見回しています。けれど、この石の密室の中に、あの真ピンクのモヒカンを見つけるコトはできませんでした。

「って、ザンスさんッ!?　ど、どこにいるんですか??」

『その声は桜さくらくん!?　桜くんこそどこにいるんザンスか!?　のぞき見なんてひどいザンス──！どこから、いったいどこから……、と、おや……なんでこんなトコロにバベル議長の魔ま法ほうアイテム〝黒セブ七ン・レ星イブン〟の一つ、〝封獄聖堂ルルネルグ〟が落っこちてるんザンスか？』

「そこにいるんですねザンスさんッ！　聞いてください！　僕たち、この〝ルルネルグ〟の中に閉じこめられちゃったんです！　でも外からなら、僕たちを出せるそうなんです！　ザンスさん、魔法アイテムの専門家でしょ？　お願いです！　ここからみんなを助け出してくださいーッ!!」

　天てん井じように向かって力の限り叫びます。

『そ、そうだったんザンスかッ!?　それならそうと早く言うザンスよ！　そんなのお安い御用ザンス！』

　意外な場所から、とんでもなく意表をついた助けが入りました！　僕は思わず、サバトちゃんと抱き合いそうになってしまいます。

　そして、

「ついにミィもお役に立つときが来たザンス！　オッスみんな！　無事だったザンスか？」

　突然〈ぱかーん〉と、背後からの音。

　振り向いたそこにいたのは、細くて黒いサングラス。顔を近づけたら突き刺さりそうな鷲わしっ鼻に二十一個のピアスを貫通させ、真ピンクのモヒカンを揺らすザンスという名の天使でした。その背後では、扉のように開いた壁が、ゆっくりと閉まっていき、

『………ッ!?』

〈ぱたんっ〉と、元通り。そして扉の枠線は〈くわーっ！〉と光った後にふっと消え、ナニ事もなかったように元の石壁になってしまうのです。

「もー！　ユゥ達たちどうしたんザンスか!?　もしや久々のミィのモヒカンっぷりに……、って、おや？　な、なんザンスか？　桜さくらくん。みんなもミィに一歩一歩近──」

「ねえザンスさん？　あなたが中に入ってきちゃったら、誰だれが、外から、僕たちを、助け出してくれるんですか？」

「ユ、ユゥ達……？　ま、待ってくださいザンス！　これは、これはミィぎゃああああッ!!」

　五人の拳こぶしで壁に叩たたきつけられたザンスは、がくりと意識を失いました。

「はぁ、はぁ、はぁ……くそう、馬ば鹿かなのだろうか、このザンスさんは……。せっかく助かると思ったのに、ゴール寸前で振り出しに戻ってきちゃったみたいな疲労感が……」

「いえ桜さん。希望を捨ててはいけません」

　再び濡ぬれた床にへたり込もうとした僕の肩に手を置いたのは、ザクロちゃん。

「……え？」

「よろしいですか？　ザンスさんの声が聞こえたというコトは、どこかに外界に通じる部分があるというコトです。つまり、この部屋は密室ではないのです」

「ほ……本当ですか!?」

「はい。このような密閉空間で桜さんが呼吸を続けられているのは一体なぜか？　それも同じ答えです。おそらく、どこかに外界へ通じる空気穴のような『接点』があるからだと考えられます」

「で、でも、いくら探してもそんな場所なんてありませんでしたよ!?」

　疲れ切った僕の悲観的な心は、思わずザクロちゃんがもたらしてくれた光に反発してしまいます。

「ご安心下さい。探すべきものが特定されているのなら、わたくしの『天使エンジエル・アイ』が使えます」

「……えっ？　『天使エンジエル・アイ』って、天使語で『いっしょうけんめい探すコト』じゃないんですか!?」

　おもむろに部屋の中心に進み出たザクロちゃん。彼女はゆっくりとその右の瞳ひとみを閉じ、呼吸を整え、

「探査目標は『外界との接点』。……いきます。『天使エンジエル・アイ』！」

　そして再び開かれた大きな瞳。虹こう彩さいを虹にじ色いろにきらめかせ、彼女は上空を見上げるのです。

「見てください。あそこです」

　指さす一点。高さは、およそ校舎二階にあるベランダ。そこには夜空に輝く朧おぼろな明みよう星じようのように微かすかな光点がありました。

「あれが、外界とこの『ルルネルグ』を繫つなぐ穴だと思われます」

　ザクロちゃんがゆっくり息を吐くと、瞳はいつもの深い緑色に戻ります。

「これが本当の『天使エンジエル・アイ』だったんだ……」

「でもあそこから脱出なんて、そんなの無理ですぅ！　ヒトが通るには、穴がちっちゃすぎですよぉ……！」

　サバトちゃんの声に、軍服の天使は、左半面を覆おおう革ベルトに手を当て、下唇を嚙かみます。

「しかし、あの隙すき間まを通ることができればここから抜け出すコトができるのです。あの小さな穴から、どうにかして一人でも通り抜けられれば……」そして、指先で左目を覆うベルトを〈コツコツ〉とたたき、「そう、ヒトよりもっと小さな、例えば、おねえさまが『エスカリボルグ』で桜さくらさんをいつものように細かくし、柔らかくなったそれを穴に押し込むようなコトができれば……──はっ!?」

「……ザクロ……ちゃん？」

「い、今、わたくしは、な、なにを。なにを口走ったのですか!?　ち、ちがうのです桜さんっ！　遠くからそんな目でわたくしを見ないでください！　ああ、わたくしは取り返しがつかないコトを……！」

　彼女は長い銀の髪をさらさらと肩から落とし、両手両りよう膝ひざを床につき、打ち震ふるえました。

「いや、ザクロちゃん。どうやら取り返しがつかなくなるのはこれからみたいです。見てください、バベルちゃんが僕を背後から羽交い締めにしました。なおかつ、ドクロちゃんはバットを構えていますよ？」

　これは、本当は現実じゃないんだと思います。でもこの天使達たちなら、みんなは夢だと言って笑ってしまうコトだって、きっと現実にしてしまうハズです。だから、

「たすけてー!!　そんな方法で助かるくらいなら助かりたくない！　ああだめだ！　密室のせいでこのヒト達おかしくなってる！　ねえ質問質問ッ！　粉々になって穴を通過したとしても、そのあとどうやって僕は元に戻るの!?」

　しかし少女は問答無用、禍まが々まがしい乱らん杭ぐい歯ばのような棘とげを持つ鋼鉄のバット『エスカリボルグ』を僕に振りかざします！

「やめてくださいですぅ！　ドクロちゃん！　お母さま!!」

　その瞬しゆん間かん、僕の前に立ちふさがる柔らかな衝しよう撃げき、割って入る人影は、

「サバトちゃん!?」

〈ぼびゅっ！〉

　懇こん願がんも虚むなしく、下から上へと振り抜かれた超重量の鉄塊──




　きいぃぃぃぃんんん……ッ！




　しかしそれは、肉体が肉塊に変へん貌ぼうした音色にしてはあまりにも澄すんでいました。自分に命があるコトを、僕はその清浄ともいえる響ひびきにより知り、同時に自分が助かった理由も悟ります。

「そ、そんな……」

　寸前でひつじのツノを持った天使の少女が、僕をかばってくれたのです。

　しかし、二人をかすめたエスカリボルグは、僕を熱く粉砕できなかったその代だい償しようとして、

「はぅう……、桜さくらくん、ぶじで……っ」

　彼女の天使のわっかを、一直線に上空へと吹き飛ばし、外界へ通じる穴から外へ〈すぴょっ〉と排出してしまったのです！

〈くゅりゅりゅりゅるぅぅん……っ！〉

「はぁぁうぅぅっ!!」

　その悲惨極まる音おん響きようは、倒れ伏すサバトちゃんの肩を抱く僕の手の平にも伝わってきます。彼女の体内で、とっても危険な異変が生じているのです。

「サバトちゃん!?　サバトちゃんしっかりして!!　ここ？　ここら辺が痛むの!?」

「ひゃぅうぅっ！　だ、だめぇっ！　そ、そんなトコロ、おさないでですぅぅっ！　手を……手をはなしてくださいぃぃっ……!!」

　それは、決して鍛きたえることができない、彼女たちの弱点──

「ありがとうサバトちゃん！　僕を、僕を助けるために……！」

　──頭上に輝く金のわっかを失った天使は、おなかがゆるゆるになってしまうという、生きていくにはあまりにも大きすぎる代償。

　わっかを失ったサバトちゃんの傍かたわらに、正気を取り戻したドクロちゃんとバベルちゃんが膝ひざをつきます。

「ごめんなさい、サバトちゃんっ！」

「わらわは、なんというコトを……！」

「はうぅぅ！　だからだめなんですぅっ！　なんでドクロちゃんもお母さまもサバトのお腹なかをさわるんですかぁ!?　さ、さわっちゃだめなんですぅ!!　ひ、ひゃうぅぅっ！」

　僕は彼女の悲鳴から目を逸そらし、かわりに天使のわっかが飛び出していってしまった光点を見上げます。一刻も早く外にでなければ、この哀あわれな天使の少女と僕たちに未来はありません。なにしろここは狭い石せき牢ろうです。

　しかし、現在のこの密室──

　気絶して地面に転がるザンス。天使のわっかを失い、床に崩れるサバトちゃん。それを介抱するザクロちゃんと母親であるバベルちゃん。そして手を握り、彼女の気を紛まぎらわせるため耳元で新たな自分のテーマソング『ドクロちゃんは夜に咲く』を歌い続ける天使の少女ドクロちゃん。──そして海パン姿の、僕。

　ここに来てどん詰まりの気配です。食料だって、サバトちゃんが持ってきてくれた枯れ草しかないのです。

　けれど、彼女に命を救ってもらった僕が、ここで全すべてを放棄するワケにはいきません。あきらめ──それは彼女に対する一番の裏切りです。今度は僕がこの窮きゆう地ちを、そして危機に瀕ひんした天使の少女を助ける番なのです。ここから自力で脱出したという『伝説の天使』も、きっとあきらめない心と崇高な志の持ち主だったハズです。

　万策尽き、もはや射る矢がないとしても──

「まてよ……!?」

　僕は振り返り、壁から生えるレバーを見つめます。六本中、既に五本は作動させていますが、あと一本、まだ、可能性は残されているのです！

「桜さくらくんっ！」

　ドクロちゃんの、そしてみんなの視線が、むき出しの背中に集中しているのがわかります。彼女たちも、僕が今からなにをしようとしているのか解わかったのでしょう。意を決し、立ち上がります。

　左から順番に下ろされていったレバー。残るは一番右端。

「……ボク、信じてるよ」

　最後の赤い玉に手をかけた時でした。甲に重なる小さくて暖かい手。

「ドクロちゃん……」

　もうレバーの模様など関係はありません。やるか、やらないか。それしか道はありません。ならば前に進むのみ。それに、今確かに〝天使の微笑ほほえみ〟という加護を授かったのです。絶対に大だい丈じよう夫ぶ。だから、僕は彼女に頷うなずき、

「いくよ？」

　一いつ緒しよにレバーを、下げたのです。




　がこんっ！




　その瞬しゆん間かん、

「うわぁ!!」

「きゃっ！」

　罠わな。

　最後のレバーを作動させた少年と少女の足下が唐突にまっぷたつ、支えを失った二人の滞空静止時間は〇・〇二秒。次の瞬間には果ての見えない奈な落らくへと落下していたのです。

「桜さくらさん！　おねえさまっ!!」

　ザクロちゃんの声は上から。下は底のない落とし穴。

　すなわち、

「づはぁッ！」

　落下地点よりすぐ下のこの壁面に、

「あ、危なかった……!!」

　でっぱった岩に手が掛からなかったら、本当に危ないトコロでした!!　僕は右手で岩をつかみ、どうにか左手でドクロちゃんの手首を握っているのです。

「ドクロちゃん!?　へいき??　絶対に手を離しちゃだめだよっ？」

「うんっ！」

　天使の少女は言われたとおり、僕の手をきゅっと握ります。

「ぐぁ痛痛タタぁアッ!?　ちょ、ちょっとドクロちゃん!?　僕の手を握りつぶすほど摑つかんだら助からない!!」

「さ、桜さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「思わぬ伏兵がいるけど大丈夫！　おねがい、上からどうにか──」

〈ごごご……っ！〉

「えっ!?」

　絶望が汗となって身体からだから滲にじみます。僕が見上げる四角い窓が、どんどん小さく、狭くなっているのです。

「そんな……!!」

〈ごごんんん──っ〉

　そして、真闇が訪れました。

「桜くん……？」

　目を開けているのか、つぶっているのか解わからなくなってしまうくらい、光の無い世界。そこでは、声の響ひびきがもつ魔ま力りよくが増幅されるのでしょうか。彼女の不安な気持ちが手に取るようにわかります。

「へ、平気だよ！　きっとザクロちゃんが助けてく──」

「ふたりっきりに、なっちゃったね」

「は、はい……？」

　握った天使の少女の手に、別の力が加わります。

「ねえ、そっちに行っていい？」

「そ、そっちて、な、ちょっと!?　そんな、登って来たら……ッ！」
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　濡ぬれそぼり、そして体温で暖かくなったドクロちゃんのタンクトップやショートパンツが僕の肌に密着。服の上にくっきりと浮き出ていた大きなふくらみは、今は僕の鳩みぞ尾おちあたりで形を変えているのがわかります。暗くら闇やみだから確認することはできませんが、もとより手足はむき出しな今日の彼女の柔らかい四肢が僕をホールドしているのは確かなコトです。

「ドクロちゃんだめっ！　ねえ、ほら、くすぐったいよっ!?」

　大変です。僕は水泳パンツ一枚なのに。

「さっきは泣いちゃって、ごめんね……」

「いいから！　気にしてないからぁッ！　っていうかドクロちゃん？　今がどういう時かわかってる!?」

「うん。このまま時が、止まってしまえばいいのに……」

「だめだよ！　なに地獄だよそこは!!　ドクロちゃん!?　え、まってなにしてるの!?　　そ、それ以上力を入れて密着したらっ！」

　身をよじった、その反動、

〈ばかんっ！〉

「なッ!?」

　岩を摑つかんでいた手に伝わる鈍い破は壊かい。手元が、崩れ……ッ!!

「うおわッ!?」

　その時、同時に起こった複数の出来事。




　がこんッ！〈ばしゅるるる───ッ!!〉




　再び落とし穴が作動、開いた穴より伸びるオレンジ色の濡ぬれタオルが、落下を開始しようとしていた僕とドクロちゃんにぐるぐる巻き付き、一気に上へと引っぱり上げたのです。

「ぐおぉ……っ！」

「きゃぅっ！」

　急激な重力変化。再び石の床で自分の体重を支えたと同時、僕はそのままへたり込んでしまいます。

「ありがとうザクロちゃん。間一髪だった……」

「はい、間に合ってよかったです。おねえさまも」

「うんっ」

　ドクロちゃんの笑みを確認し、僕は抜けていた腰を気合いで入れ直します。そして倒れたままのサバトちゃんのトコロまではいつくばって移動、上からのぞき込むのです。

「あ、桜さくらくん…………」

　バベルちゃんに膝ひざ枕まくらしてもらいながら、額にびっしりと汗を浮かべ、力無くつぶやく天使の少女。まだ、臨界点には達していないようです。

　そして、

「うぅぅん……ここは……どこ、ザンスか……？　ユニクロ？」

　部屋の隅っこ、床の上で目を覚ましたザンス。しかし、彼には誰だれも振り向かなくて。僕はサバトちゃんを少しでも勇気づけようと、そっと彼女の手を取ります。

「じゃあ、こうしようサバトちゃん。もう一回、僕が落とし穴を開けるから……」

「ぜったいいやあぁですぅぅっ!!〈ぐきゅりゅりゅりゅ──〉ひぃぅぅぅっ！　うぅぅぅ、でもぉ、それは、さ、最悪の場合……ッ!?」

「気をしっかりもってください、サバトさん！」

「ほらボクの手を握って？　ずっといっしょにいてあげるから、がんばろう？」

「皆がサバトのため、ここまでしてくれようとは……」

　バベルちゃんは目頭をぬぐいます。

「あ、ねえ桜さくらくんボク思いついた！　まずタライに乗って水に浮かんで、それから落とし穴を──」

「あの、お取り込み中のトコロを申し訳ないんザンスが……」

「やめなさいドクロちゃん！　離れて！　レバーから離れて!!」

「だれか、ミィの話を……」

「もうザンスさんはいいですから、すみっこで静かに──」

「だってミィ、ここの鍵かぎ、持ってるザンスよ？」

『えっ？』

　視線の全すべてが、ザンスに集中します。

「……す、すいませんザンスさん。今、なんて、言ったんですか？」

「ミィは、この『ルルネルグ』を内側から開けるための鍵を持ってると言ったザンス」

　空気が個体化したような、間。

「なんで──」

　時は、動き出す。

「──なんで、それをはやく言わないんですかッ!?」

　僕はぎゅっぎゅとザンスの首を絞めました。けっこう強く。

「だってユゥ達たちがミィの話も聞かずに気を失わすんザンスもんッ!!」

「だからと言って……!!」

「待て、ザンス。それはもしや、ルルティエから失われたハズの『ルルネルグ』の鍵ではないかえ？」

　ルルティエ議長、猛牛の角を持つ黒髪の天使が立ち上がります。

「〈ぎぎくぅ!?〉」

　たじろぎ後ずさり、壁に退路を断たれるピンクモヒカンの天使。

「じゃあ、もしかしてここから自力で脱出したという『伝説の天使』って……ザンスさんのコト、だったんですか!?」

「なるほど、よくわかった……」

「な、なんのコトザンスかバベル議長!!　ミィは、違うんザ……──」

　それから僕たちは、いろいろな方法でザンスに触り、気を失ったトコロで懐ふところから一本の鍵を発見しました。その古めかしい鍵を石壁に差し込めば、出現するのは光に包まれた扉。

　僕たちは、ついにこの『封獄聖堂ルルネルグ』からの脱出を果たしたのでした。






[image: ]

「桜さくらくん、今日は本当にありがとうでしたぁ」

　アバランチ公園はもうすぐそこ。

　歩道を並んで歩きながら、清すが々すがしい夜空を見上げていた天使の少女は、恥ずかしそうに僕に視線を向けてきます。時刻は十時ちょうどくらい。

「うぅん。それよりサバトちゃんこそ、おなか平気？」

　あれから、無事に居間へと戻って来た僕たちは、すぐさま柱に突き刺さっていた天使のわっかをサバトちゃんの頭上に戻し、コトナキを得たのです。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶだとおもいますぅ」

　そして今、ようやくきちんと服を身に着けるコトができた僕は、まだ体調が優れないという彼女を、夜も遅いことだし、こうしてお家へと送っている最中です。ちなみにドクロちゃんとザクロちゃんは、いまごろ一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っているハズです。

「お母さまも、こちらの世界に残ることを許してくれたですしぃ」

　その言い方があまりにも真に迫っていたので、僕は笑ってしまいます。

「ああ、もぅ、桜くんなに笑ってるですかぁっ！」




【回想シーン、スタート】

「……まってください、バベルさん！」

　それは、僕たちがルルネルグを脱出し、居間に戻って来てからのコト。

　わっかをきちんと頭の上に戻したサバトちゃんを『未来の世界』に連れて帰ろうとしたルルティエ議長の前に、僕は意を決して進み出たのです。

「なんじゃ？　草くさ壁かべ桜」

「本当に、サバトちゃんは『未来の世界』に帰らなくちゃいけないんですか……？」

　バベルちゃんは無言。それは、もはや彼女の行動に言葉は必要ないという意思表示です。僕は誰だれにも解わからないように、深呼吸。

「サバトちゃんは確かにドジだし、要領も悪いし、いいところなんかぜんぜん無いけど、でも、いなくなっちゃったら、寂しいです」

「桜、くん……」

　擦すり切れた聖ゲルニカ学園の制服を着た天使の、か細い声。

「それに、『こっちの世界』にはドクロちゃんもザクロちゃんもいるし、彼女は不ふ憫びんな境遇ですけど、居続ければきっと修行にもなると思うんです。お願いします、サバトちゃんを連れていかないでください……！」

「そなたは、本当にそう思うておるのか？」

「はい」

　僕の返事に、ルルティエの議長、バベルちゃんの紫の瞳ひとみは、遠くを見るように細められます。

　そして、ふっと一息つき、

「……わらわも、今回はいろいろと不ふ手て際ぎわが続いた。そのせいでそなた達たちにも迷惑をかけてしまった。ルルティエの議長として申し訳なく思っている」

　そして、その数じゆ珠ずのからまった手が、隣となりにいるクリーム色の髪の毛の上に乗るのです。

「よかろう、サバト。今回だけじゃぞ。しっかりやらねば、今度はすぐにでも未来の世界に連れ帰る。……よいな？」

「は、はいですぅっ！　ありがとうです、お母さま！」

「まあ『ルルティエ』屈指の名門〝ジャスティリア家〟の令れい嬢じよう、ドクロとザクロの二人が側そばにいるのなら、心配もないのかもしれぬ」

「えっ、まってください？　ドクロちゃんとザクロちゃんが、名門の令嬢って!?」

「草くさ壁かべ桜さくら 、そなたもわらわの娘をよろしく頼たのむ。では、さらば」

「ああぁッ！　ちょっと──！」

【回想シーン　終わり】




「あ、ここまででいいですぅっ！」

　天使の少女は、公園入り口に設置してある外灯の下で立ち止まります。

「そっか。うん、じゃあまた今度ね、サバトちゃんっ」

　僕は静かな公園の中をちょっとのぞき込みます。サバトちゃんの家はこの公園のすみっこにあるのです。

「あ、あのぉ……」

　彼女はしかし、その場で後ろに手を組み、小さな声で言うのです。

「ん？　なに？」

「もし、時間があったら、サバトのおうちで、お茶でも、いかがですかぁっ？」

「え……」

「あ、あのっ！　桜くんが忙しかったらいいんですぅ！　サ、サバトの家、狭いですし、それに暗いですし……！」

　慌ててクリーム色の髪の毛まで揺らして、彼女はぶんぶんと両手を振ります。

「う、うん。今日はもう遅いしね。また、今度は昼間とかに……」

「そ、そ、そうですよねっ！　はぅう、ごめんなさいですぅ！　おやすみですぅ桜くんっ！」

　顔を赤くした天使の少女はだっと駆け出し、公園の中に消えていきました。

「おやすみ、サバトちゃん」

　僕は彼女の背中が見えなくなってから、アバランチ公園を後に、家路へとつきました。




　　　　★




　サバトちゃんはそれでも、嬉うれしい気持ちでした。

　桜さくらくんにお家のすぐそこまで、こんな夜遅くに送ってきてもらったのです。思い出すだけで、なんだかいい気持ちになってしまいます。それに、お母さんにもきちんと『こっちの世界』にいるお許しももらいましたし、今日はぐっすり眠れそうです。

「あれぇ……？」

　しかし、

「な、無いんですぅ!!　サバトのおうちが、ど、どこにも……!?」

　茂みにたどり着いた彼女がいくら周囲を捜しても、ダンボール製のマイホームが見あたりません。

「そ、そういえば『未来の世界』に帰るからって、邪じや魔まになっちゃイケナイと思ってサバト、お家を資源ゴミに出しちゃったんでしたぁっ！　というコトは、いちから……、いちから全部やり直しなんですぅぅぅぅぅッ!?　はぁぁぅ！　それよりもサバトは今夜、どうすれば、どこで眠ればいいんですかぁっ──!?」




　　　　★




　ザンスはそれでも、嬉しい気持ちでした。

「な、なんザンスかこの触手はぁぁ──ッ!?　やっぱりこのレバーは間違いだったんザンスか!?　ぬるぬる絡からみついて、は、離れないザンスゥッ!!　ひよわぁぁ──ッ！　これ、超気持ち………ツオ───ッ!?　そ、それ以上はだめザンスぅぅ！　ヘルプ！　誰だれか！　誰かミィを助けてザンスッ！　これ以上は、これ以上ならミィはもぉぉぉ───……ッ!!」
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　すずめが飛んでる青い空。

　新鮮な空気を貫通してくる朝の光が目に痛くって、僕は顔をしかめて大あくびしてしまいます。

「──んぅふぁぁ……ぁうぅ」

「もぉ、桜さくらくんたら、だらしがないー」

　そこへ、〈ひょいっ〉とコチラをのぞき込んで来るのは、歩道と車道の間にある縁石の上を、バランスよく歩いていた制服ブレザー姿な天使の少女、ドクロちゃん。

「しかたないでしょ？　こっちはあんな早い時間に叩たたき起こされたんだから」

　涙で歪ゆがんだ視界をぬぐい、僕は彼女に抗議します。

　家を出たのは七時半。それから既に十五分くらい経たっているでしょうか。僕と天使の少女はただいま、聖ゲルニカ学園へと登校中の身の上です。

「だってボク、テレビで観みたんだもん」

　少女はリボンで結んだ暗銀色の髪を揺らします。そして太陽にも負けないくらいまぶしいウインクひとつ、〈えへん〉と僕に向かって人差し指を立てました。

「『ヒトは八時間いじょう寝ちゃうと脳細胞が〝しめじ〟になっちゃう』って」

「それは〝死滅〟のまちがいだとは思うけど、だからって朝の三時は早すぎるでしょ？」

「だってボク、寝たの夜の七時なんだよ？」

「僕が寝たのは夜の十二時で、三時間しかねてない計算だよ！」

　ワントゥースリーとカウントアップ、僕は三本指を天使に突き付けますが、

「じゃあボクがキノコ少女になっちゃってもいいってゆうの？　ひどいよ桜くん！」

「キノコ少女ってなに!?　なるわけないでしょそんなものに。ドクロちゃんの脳細胞は休みの日には十五時間ぐらい寝ちゃってるんだし、そもそも天使に脳細胞自体があるかどうかも──」

「ちょ、ちょっと桜くんそんなに大声で脳のう細さい胞ぼう脳のう細さい胞ぼうっていわないで？　ボク、はずかしいよぅ」

「なんで照れくさそうに頰ほおを染めてるの!?　褒ほめてないのよ!?」

　慌てて〈ぴょんっ〉と縁石を飛び降りた天使の少女は、素早く僕の口をふさいでしまうのです。そして耳元でそっと、

「でもボク、また桜くんとしたいかも……。朝日を見ながらの『日本横断　名産カステラ・シルエット当てゲーム』」

「ひたすら眠気を誘さそうゲームだったよね……、影が全部四角で、見分けつかなくって……」

　それから彼女は頷うなずいて『今日はここまで。くすっ』風な笑みを浮かべ、再び縁石の上に飛び乗り「はやく学校いこっ？」と、手招きしてきます。

　しかたなく、僕はアメーバのようにねとねとした眠気にしがみつかれたまま、天使の少女を追いかけて、道中、今日これからのスケジュールを頭の中で思い浮かべます。

「ええっと──」

　カバンの中には本日、【水曜日】の時間割に沿った教科書とノートが揃そろっています。一時間目の国語は森もり鷗おう外がいの『舞姫』で、次の理科は移動教室。三時間目には保健体育があって、数学が四時間目。そして五時間目、社会のテスト返しが終われば、残る六時間目の音楽は『モルダウ』の合唱練習。……よし、これだったら多少の寝不足ぐらい大だい丈じよう夫ぶ。ダテに七年以上も毎日、義務教育を受けてません。平常授業の一つや二つ、軽く乗り切ってみせるのです。

　顔を上げれば、いつの間にやら交番手前の横断歩道。この大通りを渡ってしまえば、聖ゲルニカ学園まではあと少しです。信号が青になるまで、残りゲージはあと二マス。

「ね、桜さくらくん、ちょっと……」

　それは天使の少女が発した、警戒促す小さな声でした。

「ど、どうしたの？　ドクロちゃん」

　つられるように思わず声のトーンを落とし、僕は隣となりにいる少女と視線を合わせます。

「しぃー、そのまま聞いて。あのね、さっきからボクたち二人の後を尾つけてくるヒトがいるの」

「えっ？」

「振り向いたらだめっ！」

「ごひょ[image: ]ッ!?」

　天使の少女は、僕の首筋に白くてちっちゃな指先を〈めょりっ！〉と突き立て、とっさに変な秘孔で僕の動きを封じました。

「ぐぅぅぁぁぁ……首から上の感覚が消えたよー」

「なんだかあのヒト、桜くんをずっと見てるみたい……」

「ええッ？　ぼ、僕を!?」

「だから、しぃぃーっ！　騒さわいだら怪しまれるよ。とりあえずこのまま、いつも通りに」

「このままで!?」と、感覚の無い口を動かす僕ですが、しかたなく、青になって〈ぴよぴよ〉鳴き始めたゼブラゾーンを渡り、いつもの登校ルートを天使の少女とてくてく進みます。

　そして〈ごくっ〉と唾つばを飲み込みます。「いつかは」と心配していたコトが、どうやら現実になってしまったようです。自分でも常つね日ひ頃ごろ、薄うす々うすは感じてはいたのですが、僕ったらナニをやっても上手くいってしまう中学二年生男子ですし、ルックスだってなかなかのモノです。熱狂的なファン、つまり、僕目当てのストーカーがこうして登校ルートを狙ねらってきても仕方がないと考えていました。しかし、いざ実際にこうして背後を取られてみると、さすがに緊きん張ちようしてしまいます。

「ねえ、ドクロちゃん。後を尾つけて来てるヒトって、どんなヒトだかわかる……？」

　僕はとっさに、隣となりを歩く天使の少女に尋ねます。これは重要事項です。だって、もしストーカーのヒトが、僕のコトを考え出すと夜も眠れなくなって神社に走り出しちゃうくらいなお年とし頃ごろの可愛かわいらしい女の子だったりしたら？　充分あり得ます。そのような場合、僕にだって考えがあるのです。いくら女の子だって、ヒトの後を黙だまって尾けるなんていけないコト、誰だれかが彼女を注意してあげなければいけないならば、その役目は是非この僕にまかせてもらえませんか。だって彼女、本当は悪い子じゃ無いんです。やり方がわからなかっただけなんだよね？

「さっきカーブミラーで、ちょっとだけ後ろを確かめたんだけど……」

　小声で、少しだけ早口な彼女のセリフ。僕は「うん」と頷うなずき、聞き漏もらすまいと耳をそばだてます。

「ちらっとね、金色のわっかが、見えたの」

「ええッ!?　じゃあ、後ろにいるのは天使なの!?」

「うん。今も電柱の陰で、こっちの様子をじっとうかがってるみたい」

　どういうコトなのでしょう。またもや僕は天使に狙われているのでしょうか。ドキドキしていた気分は一転、僕は急激な不安に包まれます。

「ほ、本当に天使だったの？」

　まさか、新たな天使の登場でしょうか。今度はいったいどんな天使が!?　このままでは僕の身に大変な問題が起こるのは必至です！

「ねえ、わっか以外には他ほかにナニか見えなかった!?」

　想おもいが彼女にも伝わったのでしょう。少女は〈むにっ〉と小さく眉まゆ根ねにしわを寄せます。

「ボクも、ちらっと見えただけだから、あんまりよくわからないんだけど……」

「うん……〈ごくり〉」

「一いつ瞬しゆん 、ぴんく色のモヒカンが──」

「ザンスだよソレは──ッ!!」

　ショックで顔の感覚が〈びゅるん！〉と元に戻りました。それから僕は急反転、来た道を駆け戻り、電信柱の陰にいたザンスのみぞおちを、工事現場にあった三角ポールの先端で〈きゅぼす！〉と刺突しました。

「ゴフぇェえアアッ!!　い、いきなりなにするザンスか桜さくらくんッ!!」

　黒くて細いサングラス＆ワシっ鼻。上半身に桃を保護する発泡スチロール帯のようなレザーベストを身につけた変質者は、エルフ耳が垂れ下がるぐらい付けていた大量のピアスを〈ちゃりんちゃりん〉鳴らしながら、アスファルトの大地を転がりました。そして僕は、変態天使の悪事を未然に防ぐため、心を鬼にしてすごみました。

「キサマこそ僕たちの後を尾つけてなにするつもりだった！　白状しないとサングラスを取り上げて、意外に澄すんだ二つの赤い瞳ひとみをまっすぐ見つめちゃいますよ!?」

「そ、それだけは……ッ！」

「しかもなんですか、その首から下げてるキャノン砲みたいな一眼レフカメラは！　なるほど、僕たちと一いつ緒しよに学校へ侵入して、体育の時間にシャッターチャンスを狙ねらうつもりだったんですね？　お前は本当にいけない子だよ！」

「ミィまだナニも言ってない上に、桜さくらくんに非ひ道どい言われようザンスよ！　ミィはただ、ご近所のアイドル、苺いちご之の宮みやみるくちゃん（五歳）が愛犬と朝のお散歩する姿をパムゥォっおっオオオオッ!!」

　僕がザンスをゴミ捨て場のポリバケツに分別収納（モヒカンは水曜日。変態は金曜日に）しようとした、その時でした。




「ひぃやぁぁぁ──……っ!!」




「えっ？」

「お、女の子の悲鳴ザンスよ!?」

　絹を引き裂くような少女の叫びが、遠くから聞こえてきたのです。そして思わず振り返り見れば、天使の少女がさっきまでいた場所には誰だれもおらず──

「も、もしかして、ドクロちゃん!?」

「公園のほうからザンスよ!?　急ぐザンス！」

　僕とザンスは道の突き当たり、Ｔ字路を左へ、登校ルートを外れて走り、街のオアシス『アバランチ公園』に急行しました。

「なっ……!?」

「こ、これはいったい、どうしたコトザンスか？」

　すべり台やブランコなどの遊具が集まる公園の一角。そこへ影を落としているのは枝葉を伸ばす埼玉県の県木、大きなケヤキの木です。

「はぁぁぅぅぅぅぅ～～っ！」

　そして、その木の枝から、片足を縄でくくられ、逆さま宙ぶらりんで、必死に制服のスカートを押さえているのは、

「サバトちゃんッ!?」

「さ、桜くんですぅっ!?」

　金色の瞳を泣きべそでうるうるさせた天使の女の子でした。僕らは同時にドクロちゃんも発見します。彼女はそんなサバトちゃんを真下から、心配そうにじっと見上げています。

　大変です。この、「女の子が逆さまで宙づり」というシチュエーションは危険だと思います。なぜなら、僕の隣となりには高級一眼レフカメラを持った変態であるザンスが──

〈パシャーッ！　パシャーッ！　パシャーッ！〉

「遅かった……！」

　刹せつ那な、ピンク色のモヒカンをしならせ、膝ひざをついてカメラを構えた萎しなびれパンク男が連続シャッターを始動させました。

「はぁぁう！　と、撮らないでですぅ！」

「ちょっとやめてくださいザンスさん！　こんな格好のサバトちゃんを写真に撮るなんて、あなたそれでも天使なんですか？　この有害指定天使め！」

「い、言いがかりはよすザンス！　ミィはサバトちゃんを撮ってなんかないザンスよ!?」

『はいッ？』

　僕と宙づりサバトちゃんの声がハモります。

「ほら、向こうの道路沿いを見るザンス。ミィはあそこに止まっている幼稚園バスに乗り込んでいる園児たちを、この望遠レンズを駆使してフィルムに収め──」

「おりゃー!!」

　僕はモヒカンを殴なぐりつけるようにカメラをひったくり、そのバズーカ砲みたいな機材をシーソーのかたっぽに乗っけて、反対側に思いっきり飛び乗りました。

〈どびゅーん〉

「ああッ！　ミ、ミィのキャメラが飛んでいっちゃうザンス──……ッ!!」

　空に射出された宝物を追いかけて、ザンスは走って隣りん家かに突入。新たな女性の悲鳴、やがてパトカー。

「サバトちゃん、今、助けるからね！」

　それから僕はジャングルジムの根本に結わえられていたロープを外し、ゆらゆら揺れていた天使をゆっくりと地面に降ろしてあげます。

「よかったねサバトちゃん！」

　目の前におりてきたサバトちゃんへとしゃがみ込み、ドクロちゃんは微笑ほほえみます。というか、なんでキミ、目の前にいて僕を手伝おうともしないんだ。

「あ、ありがとうですぅぅ……」

　一方、あこがれの地面へと横たわり、カラダを起こしたサバトちゃんは、安あん堵どのためか、宙づりの恐怖を思い出したのか、「ひっくひっく」と泣き出します。僕はそんな彼女の背中を撫なでてあげながら、問いかけます。

「でも、いったいどうしたのサバトちゃん。こんなトコロで宙づりになんかなって。まさか、近所のいたずらっ子が──」

「ち、違うんですぅ桜さくらくん。これは、サバトの自じ業ごう自じ得とくなんですぅ……っ！」

「はいっ？」

「サバト、きのう『サバイバル読本』っていうのを拾ったんですぅ。そこに、こうすればお肉が手に入るって書いてあって……」

　彼女が広げて見せてくれる本には、確かに古典的とも言える、ロープを使った獣けものトラップが描かれていました。そして僕は、サバトちゃんの野性味さえ帯び始めた金の瞳ひとみを見て〈はっ〉と気が付くのです。

「それはつまり、サバトちゃんはこの罠わなで、食料を捕ろうと？」

　こくりと頷うなずく、すり切れた制服姿の寝不足天使。しかし彼女はこんな街中で、どんなケモノを捕らえようとしていたのでしょうか。まさか、ノライヌやノラネコを……

「で、でもさ、こんな罠を公園に仕掛けたら、危なくない？」

「この世は弱肉強食なんですぅっ！」

　嗚あ呼あ、これでも日本は不況を脱したなんていえるのでしょうか。飢えと渇きが、彼女をこんな風に変えてしまったのです。

「けど、サバトちゃんが引っかかってたよね、今」

「そうなんですぅ！　サバトがよそ見をしていたらですね、エサのクッキーをドクロちゃんが拾って、小鳥たちにあげていたんですぅ！　なのに、罠がぜんぜん作動しなかったんですぅ。だから、失敗かと思ってサバトも乗ってみたら、ちゃんと動いて──」

「それで、自分の罠に……」

「なんで、なんでこの罠、ドクロちゃんには反応しないで、サバトには反応するんですかぁ!?」

　彼女は瞳の下にある見事なクマをごしごしこすりながら、近くにあったウンテイで遊んでいる天使の少女を指さします。

「そういえばドクロちゃん、濡ぬれた半紙の上を、破かないで歩く特訓とかしてたから……」

「はぁぅっ！　サバトもルルティエで、同じ訓練は受けたはずなんですぅっ！」

　憤ふん懣まんやるかたなしと、サバトちゃんが僕を見上げたその時です。

〈くるるるるるる──んっっ〉

　つられるように高鳴った、泣きべそ天使のかわいらしいお腹なか。彼女の顔はみるみる赤くなり、金色の瞳はあっというまに涙に水没です。

「サバトっ、二日前から水しか飲んで無くてっ、なけなしのクッキーのかけらも小鳥たちに……もう、もうこうなったら、これを食べるしか……っ」

　サバトちゃんは、ロープを握る手に力を込めました。

「そ、それを食べるには、味付けにすごい工夫を、しないと──」




「桜さくらさん、おねえさま、こちらにいらっしゃったのですか」




　言いよどんだ僕のセリフに重なって聞こえた声。公園の入り口を振り返れば、そこに立っていたのは白い軍服の天使。

「ザクロちゃん？　どうしてこんなトコロに……」

　彼女はコチラへと歩み寄りつつ、紙袋からなにやら取り出します。

「はい、忘れ物です。今日はお弁当の日ですよ？」

「あっ、すっかり忘れてた！」

　僕はザクロちゃんの元へと急ぎ足。そうでした。今日は二ヶ月に一度のお弁当の日だったのです。僕たちはせっかく用意してもらっていたお昼ご飯を、うっかりキッチンのテーブルの上に置きっぱなしにしちゃったのでしょう。

「おかずはなぁに!?」

　丸い鳥かごみたいな回かい旋せん塔とうで、ひとりぐるぐる遊んでいたドクロちゃんも、気が利きく妹天使に駆け寄ってきました。

「今日はお二人が大好きなメニューですよ？」

　ザクロちゃんはブルーのナプキンに包まれたお弁当箱を僕に、ピンクの方をドクロちゃんに渡してくれます。天使の少女は渡された包みをくんくん。

「あっ、これもしかして、ザクロちゃん特製、〝大きくなったら、お嫁さんにしてください〟カツレツ!?」

「はい、あたりです、おねえさま」

「わぁい、やったぁ！」

「それではわたくし、桜さくらさんのお父様にもこのお弁当を届けなくてはいけないので、お先に失礼します。学校までお気を付けて」

「ありがとうザクロちゃん！」

　彼女は〈かつん〉と長靴を鳴らして軽やかに敬礼。革ベルトで覆おおわれていない右の瞳ひとみにふわりと温かな笑みを浮かべ、姿を消してしまいます。

「ま、まさか、カツレツって、あの、お肉を揚げたお料理のコトですかぁ!?」

　とまどい混じりのナミダ声に背後を見れば、僕の持っているお弁当に視線釘付けなサバトちゃん。

「あ……」

　気が付けば、今やザクロちゃんの届けてくれたお弁当からは、甘くジューシーなカツの匂においとソースの香ばしい香りが絡からまり合い、周囲にも漂いはじめているのです。

〈くくるるぅぅぅ……！〉

[image: ]

　貧困天使のお腹なかが悲鳴を上げます。僕はもう、なんだかいたたまれなくなりました。

「ねえサバトちゃん。よかったらこれ……」

　僕はまだ温かいお弁当箱をサバトちゃんへと差し出しました。彼女はふらふらと歩み寄り、両手で〈はっし〉とブルーの包みをつかみ、

「はっ！　そ、そんな！　だめですよぅ！　それは桜さくらくんのお昼ご飯ですぅ！　サバトがいただくワケには……」

　顔を背けますが、しかし、サバトちゃんの手がお弁当箱から離れないのは、カラダが噓うそをつけない証拠。僕は彼女に、諭さとすように言葉を紡つむぎます。

「でも、僕はお昼を一回くらい食べなくても平気だけど、サバトちゃん、いま食べなかったら死活問題……だよね」

「で、でも、サバトはいつも桜くんにっ」

「気にしないで？　困ってるときはお互いさま。べつに僕も無理してるわけじゃないから」

　僕がお弁当から手を離せば、彼女はゆっくりと、それを胸に抱きしめます。

「だ、だったら、桜くんが困ってる時はいつでも言ってくださいですぅ！　サバトは、いつでも、桜くんのために駆けつけるんですぅ！　あっ！　よ、よければ、今からでも、水がよくでる水道や、サバトの秘密農園にも案内できるですようぅ!?」

「ありがとうサバトちゃん。でもそれはまた次の機会に。もうそろそろ僕たち出発しないと遅刻しちゃうから。さ、行こうドクロちゃん！」

「うん！」

　カバンの中にお弁当をしまった天使の少女と共に、僕は急ぎ足で公園を出て、学校へと急ぎました。




　　　　★




　サバトちゃんは、自分を救ってくれた二人を公園の出口まで追いかけて、見送りました。

「はぁう……、また、サバトは

桜さくらくんに助けてもらっちゃったですぅ。このお弁当、サバトは大事に食べ……ぁぁあ、な、なんですぅっ!?　なんでサバト、ノライヌとノラネコの大群に囲まれているんですかぁ!?　いつの間にですぅッ！　ひゃ、ひゃうぅッ！　怖いから吠ほえないでですよぅッ！　ああッ！　お弁当をノラネコの群れに奪われたですぅ！　返して、返してくださいぃ！　そのお弁当は、サバトが桜くんにもらった大事な、ぁぁあああ──ッ!!　持って行っちゃダメですぅぅぅ……っ！」
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　──聖ゲルニカ学園、二年Ａ組。教室の一角。




　頭の上に天使のわっかを浮かべた少女が、シャープペンをグー握りで振り上げたまま、机に広げて置かれた中学二年生男子の右手を凝ぎよう視ししていました。

「桜くん、い、いくよ？」

「なに？　その、いつになく真剣な表情は。イヤだよドクロちゃん、そんな顔しないで！　僕なんだか不安でいっぱいだよ！」

　時は三時間目の保健体育の時間。担当の先生であるみんな大好き優子先生はちょうど出張中で、教室は『自習時間』という生徒しかいない無政府状態。なので授業が始まって二十分が過ぎた今、二年Ａ組の教室を包むザワメキは、隣となりのクラスに聞こえないギリギリライン、まるで秘密の市場みたいな活気に溢あふれています。

　そして今、机の周りには四人の生徒。それぞれが長方形の机の一辺に陣取っていました。僕の視線はその中、左向かいにいるドクロちゃんの表情と机上にある自分の手をせわしなく行ったり来たりです。

「おい桜さくら 。指と指の間、もっと広げた方がよくないか？」

　正面に座る宮みや本もとは、机の上にある僕の指先を見つめてアドバイスしてきますが、

「こ、これ以上開かないんだよ！」

　こちらとしてもコレが精一杯。指の腱けんがつっちゃうくらいにぷるぷる全開なのです。そして僕はふと、右向かいに座っている南みなみさんの、モノ言いたげな視線に気が付きます。

「な、なに？　南さん」

「ずるしないで」

　見れば、震ふるえる僕の腕に、机上にあるマス目が描かれたコピー用紙に乗せられた駒こま代がわりの消しゴムが、紙かみ相撲ずもうの力士みたいにカタカタと揺れています。

「い、いや！　なに言ってるの？　べつにこの機に乗じてコマを進めようとしてるわけじゃないよ!?」

　そう、僕が直面している事態の全すべては、この『ゲルニカ☆スゴロク』が発端になっていました。作者は不明、いつの頃ころからか教室後方のロッカーの上にあったこの手作りボードゲームは、©カードチャンスというマスに止まったら、付属の山札からカード（白地の英単語暗記カードを利用）を一枚めくり、そこに書かれてある指示を実行しなくてはいけないという、スリル満点のスゴロクです。そして、




【校内を歩いていたら異次元に迷い込んでしまった《左ひだり隣どなりのヒトに『ゆびゆびステップ』、五十回される》】




　これが今し方、コマをすすめ、©カードチヤンスに降り立った僕が引いたカードでした。結果、左隣に座っていたドクロちゃんによって、ある種の不良グループを抜ける際につけるケジメみたいな儀ぎ式しきの渦中にいるのです（ちなみに『ゆびゆびステップ』とは、広げた指の間をペンなどで〈とんとんとんとんとん！〉と突いていく、例のあれです）。

「ね、ねえドクロちゃん、カラダから余分な力は抜こう？　リラーックス、リラックス。いや、それは力を抜きすぎ！　適度な緊きん張ちようは必要！」

　先端が鋭利にきらめくシャープペンをぷるぷると握りしめながら、天使の少女は僕を安心させるように、唇を動かします。

「へ、へいきだよ。ボク、桜くんにはキズ一つつけないって約束する。今までだって、そしてこれからも」

「本当だよ？　お願いだからねッ!?」

　ここでマンガイチ天使の少女が目測を誤って勢いよくシャープペンで僕の指が突かれようモノなら、まるで歯ごたえが〈ぱりっ〉とおいしいソーセージのように弾はじけてしまうコトは、火を見るよりも確かです。

「あ、ドクロちゃん？　キミ、目をぎゅってつぶってない？　つぶってるよね!?　ちょっとストップ！　ダメだよ！　きちんと目標物を見てくれなきゃ困るよ！」

「だいじょうぶ！　心の目は開きっぱなし！　行くよ？」

　天使の少女は「すぅっ」と息を吸って止め、天空からシャープペンを、

「それって大だい丈じよう夫ぶじゃなくないよッ!?　あぁッ！　ちょ！　ダメェぇぇえッ!!」

　振り下ろしました。

「えい！」

〈こりッ！〉

「オぐァぁあッ!!」

　僕の手の甲に。

　そしてそのまま、

〈ととととととととととととととととととととととととととととととと！〉

　と、核エンジンを搭載したミシンのようにシャープペンシルを高速律動させ始めたのです。

「うごぁああッ!?　ま、まってドクロちゃん!!　なんで最初の一点を突きまくってるの!?　やり方違います！　や、やめて！　ヤァメェェ───ッ!!」

　その叫び声に、天使の少女は瞳ひとみを開き、

「きゃっ！　桜さくらくんの、桜くんの手が！」

　シャープペンシルの着弾点から、辛つらそうに視線を逸そらしました。

「なにこれ痛い!!　うわぁ、ねえ僕の手の甲が、手の甲が……!!」

　僕の右みぎ隣どなりに座っていた南みなみさんは、差し出された手を見て小さく頷うなずきます。

「うん、凹へこんでる」

　そして天使の少女は、おずおずと僕をうかがい、尋ねます。

「ねえ桜くん、あと十八回、残ってるけど……」

「あと十八回も突かれたら確実に右手は貫通しちゃうょ!?　だめそんなの!!　なんでそれがわからないの！　まったくもう！　カラダばっかりオトナなんだから!!」

「褒ほめられたー」

　天使の少女は「微笑ほほえみＰポイントゲットー」と身をよじらせながらサイコロをコロコロ。出た目は[image: ]、そのままコマを進ませれば、

『カードチャンス！』

　©カードチヤンスのマスに止まったら、全員で『カードチャンス！』と元気に言いなさい、というルールの下、ドクロちゃんは山札からカードをめくります。




【魔ま竜りゆうを倒すには、西の街に住む老人の魂たましいが必要なのじゃ《誰だれかのモノマネができたら、六マス進む》】




「じゃあ、ボク、声優さんのモノマネするねっ！」

　次の瞬しゆん間かん、天使の宣言を察知した周りのクラスメイト達たちが、水を打ったように静まりかえります。その中、立ち上がって瞳ひとみを閉じていた少女は、〈かっ〉とまぶたを開いて、




『千ち葉ば紗さえ子こですっ』




『に、似てる──！』

　教室はどよめきました。

「ちょっと待ってよ！　それは似てるっていうの!?　僕にはよくわからない！」

　ドクロちゃんは「てへっ」とはにかみ、六マス進みました。

「よし！　次は俺おれだな!?　サイコロを貸せ！」

「おのれ宮みや本もと、キサマもこの『ゲルニカ☆スゴロク』の恐ろしさ、たっぷりと味わうがいいよ!!」

　僕は宮本が転がしたサイコロに、たとえるなら返り血のようにどす黒い呪のろいをかけます。出た目は[image: ]。デスの四です!!　止まったマス目は、まさに、

『カード、チャンスッ!!』

　宮本は緊きん張ちようの面持ちで山札からカードをめくります。




【前世は世界を救う戦士だった気がする《誰か一人をスタート地点に戻すことができる》】




　強大な力の前に怯おびえる天使の瞳と、思考を読ませない南みなみさんの視線が、彼に注がれました。

「宮本！　恐れちゃだめだ！　勇気を出せ！　ここは冷静に、トップを独走している南さんか、二位のドクロちゃんを──」

「ごめん、桜さくら」

　宮本は僕の消しゴムをスタート地点に戻しました。

「やめろよぉぉおッ!!　僕ビリなのになんでスタート地点に!?　それが前世は世界を救う戦士だった気がする男のするコトか!?　キサマ自分のコマをスタートに戻せばいいだろう!?」

「次、わたしの番ね」

　僕と宮本が取っ組み合いを開始した横で、南さんは静かにサイコロを振ります。ころころと出た目は[image: ]。くねくねとした道なりに消しゴムを進めれば止まったマスはゴール直前、最後の©カードチヤンス。すかさず、

『カードチャンス!!』

　彼女はゆっくりとカードをめくり、読み上げます。旅は道連れと申します。僕以外のヒトも苦しんでください！




「【お腹なかがすいて力がでないよ《左ひだり隣どなりのヒトに歯磨き粉を食べさせる》】」




　南みなみさんはそう読み上げてから、左隣のこちらを見ました。僕はイスごと後ずさりました。

「な、なんで僕ばかりが!?　というか、この指令はいったい……!?」

　なにが『カードチャンス』なのでしょうか。なにもチャンスじゃありません。しかし、宮みや本もとは腕を組んでうなりました。

「『腹が減っては戦いくさはできぬ』という言葉もあるからな」

「歯磨き粉食べて戦もなにもないよ!!　そもそもこれは食料じゃねえだろ!?」

「そうは言っても『腹が減っては戦はできぬ』という言葉も──」

「それはさっき宮本が言ったよドクロちゃん！　僕は洗面所に置いてあるモノを食べる習慣なんか持ち合わせてない！」

　僕は本気で嫌がりましたが、南さんはどこからかピンク色のチューブを取り出し、

「ほら、イチゴ味だから」

「理由になってないよ南さん！　なにを納なつ得とくさせようとしてるの!?　そもそもなんで今、歯磨き粉なんて持ってるのさ！」

「これくらい女の子のたしなみ」

　彼女はいつものポーカーフェイスのまま答えます。

「それとも、わたしの歯磨き粉じゃ、いや？」

「そういうコトではなく、だれのモノでもいやなんだよッ!?」

〈がらがら……！〉

　突如、教室の前のドアが開きます。

「なにをしているんだ？」

　入ってきたのは二年生の学年主任、『額に稲妻型の血管を持つ男』権ごん藤どう先生、そのヒトでした。途端、瞬しゆん時じにして二年Ａ組の最大奥おう義ぎ『静かにしリバースていた過去・エンド』が発動。まるで「自習時間が始まった時からずっといままで、きちんと自習していました」と自慢するかのように、皆、自分の席について静かに教科書を見つめているのです。

「なにをしているんだ？」

　僕以外。

「えええッ!?」

　なんで僕だけ奥義の効果範囲に含まれていないのですか。

　そして、戸惑いキョドる僕に向かい、権ごん藤どう先生が眼光を鋭くしたその時です。

「いえ、桜さくらくんは違うんです」

　発言したのは、保健の教科書から顔を上げた南みなみさん。え……？　僕は今、南さんによって救われようとしてる!?

「なにが違うんだ？」

「桜くんは、わたしの歯磨き粉を食べさせろって迫ってきて、それで……」

「えええッ!?　ちょ、ちょっと南さん、逆だよね!?　どうしてそういう──」

「草くさ壁かべ桜」

「は、はい……っ！」

　権藤先生から名前を呼ばれた僕は、不動の術を掛けられたかの如ごとく。

「この時間が終わったら、職員室に来なさい」







[image: ]

　権藤先生はいい先生です。戦々恐々と職員室にやってきた僕に、「これを食べなさい」って、黒砂糖をくれたのです。ありがとう、権藤先生。ニンゲン同士、やっぱり正面から向き合ってみないとわからないコトもあるのです。

　恐こわい恐いとばかり思っていた学年主任の権藤先生。でも、あの先生には意外に優しい一面があったのです。そんなコトばかり考えて過ごしてしまった四時間目の数学。気づいたら既に昼食の時間になっていました。僕はみんながお弁当を食べている中、ひとり、もらった黒砂糖をこっそりぺろぺろ舐なめました。

　そういえば、お弁当をあげたサバトちゃんは今いま頃ごろどうしているでしょう。きっとお腹なかもいっぱいになって、久々にぐっすり眠っていると思います。我ながらよいコトをしてしまいました。うぅん、僕なら甘くて黒い固形物を食べたから、大だい丈じよう夫ぶ。ぜんぜん平気だよ。お腹空すいてなんか、ないっす。

　そして昼休みも終わった現在。

　五時間目が始まり、二年Ａ組は社会のテスト返しに挑もうとしていました。

　午後一発目の授業といったら、ただでさえ睡すい魔まが教室を跋ばつ扈こする時間です。そこへ来て、僕は極度の睡眠不足であり、さらに社会の担当である諸もろ岡おか先生は、生徒を夢の世界へと誘さそう催眠ボイスの使い手です。

「それでは名前を呼ばれたら、一人ずつ取りにきてください」

　初老の男性教諭、諸岡先生が持ってる三十七枚のわら半紙は、社会のテストの答案用紙。いつもの僕だったなら、テストを返してもらったらソッコウで机に突っ伏し、ひたすら答え合わせの時間を気配を消してやり過ごしていたと思います。ですが今日は違います。今、僕の意識はクリアに冴さえまくり、教室の雰ふん囲い気きにギラギラと興こう奮ふんさえ覚えているのです。

「……ふ、ふふっ！」

　なぜなら、僕はこのテストが行われると知ったその時から、ドクロちゃんに見つからないようにこっそりと、しかしヌカリの無いよう気を配り、あらゆる場所で単語帳片手に勉強に励んでいたのです。

　暗記系科目の筆頭、社会だからできたコトです。千里の道も一歩から。学力向上に一念発起した僕のサクセスストーリーは、ここからスタートするのです。

「それでは、石いし田だくん」

「ハイっ」

　いよいよです。胸はドクドク脈を打ち、こらえようとしても顔の筋肉は『笑』のカタチに引きつってしまいます。僕は慌てて平静を保ち、チラッとドクロちゃんを盗み見ました。

　隣となりの席の天使の少女はコチラを気にする様子もなく、一心不乱に厚い社会の教科書にぺらぺら漫画を描いています。大だい丈じよう夫ぶ、バレてる気配はありません。もし彼女にこっそり勉強していたコトがバレたら、僕は大変なコトになります。ドクロちゃんはもう僕の勉強を邪じや魔まする理由はないのに、なぜか未いまだにちょっかいを出し続けてくるのです。とは言っても、いまさら彼女が僕にナニをしようと後の祭り。取ってしまったテストの点数を覆くつがえすコトはできません。僕の勝利は目前なのです。

「こら、草くさ壁かべくん。早く取りにきなさい」

「あ、す、すいませんっ！」

　ドキリと喉のどが引きつります。いつの間に呼ばれたのでしょう。先生は答案用紙を持って僕を手招きしています。立ち上がり、歩き始める身体からだを覆おおうのは緊きん張ちようから来る浮遊感。先生から答案用紙を受け取ります。そしてスバヤク、自分の点数を見ずに席に戻り、テストを裏返したまま、机の上にわら半紙を伏せました。解答欄らんは全部埋めたし、見直した時の自己採点は少なくとも90点以上。緊張の一いつ瞬しゆん！

『ようやく、日ひ頃ごろの成果を確かめる時がやってきたというわけだね、草壁くん』

　僕の肩にそっと手を乗せてくれたのは、僕妖精五人集の内が一人、茶色いチェックの鳥打ち帽にパイプがトレードマークの英国探偵『名探偵おうムル』です。

『キミがどれほどこのテストに向けて努力していたか、私はよく知っているよ。もっと自信を持つんだ』

　ああ、おうムル！　おうムルはいつも僕を見てくれていたんだね？　僕は一人じゃなかった！　うん、わかったおうムル。僕、自分を信じる。一いつ緒しよに見よう！　この社会のテストの点数を！

　僕は彼と共に微笑ほほえみ合い、〈ぱらり〉とテストを表に返しました。



くさかべさくら　３点



　おうムルが〈ぼんっ！〉爆はぜました。

「……え？」

　表に返したわら半紙、赤ボールペンのその数字。

「な、なに？」

　世界がメキメキ音を立て僕を両側から挟み込み、認識が砕けました。点数が、あきらかに変です。３点てなんですか。ありえなくないですか。なにがなんだかよくわからなくなってきて、変な汗がじゅわりじゅわりと噴き出てまいりました。

　僕は改めて自分の答案用紙に目を走らせます。一問３点の問題に○まるが一個、計３点。一いつ瞬しゆんで採点終了です。なんたるコトでしょう。これは採点ミスじゃありません。

　まさか僕はすでに、本当にドクロちゃんに〝バカ〟にされてしまったのでしょうか。いくら勉強しても無駄なくらい、ダメな中学二年生になっちゃったのでしょうか。

「（ねえ、桜さくらくん）」

　控えめに抑えられた女の子の声。ハッと我にかえります。

「なっ、なに？」

　ドクロちゃんとは反対側の隣となりの席、田た辺なべさんが僕の肘ひじをシャープペンの先でつついているのです。

「（先生に指さされてるよ？）」

「これは皆さんへのサービス問題ですね。草くさ壁かべくん、早く答えてください」

「え、え……っ!?」

「（今、もう答え合わせ中）」

　小声で教えてくれる田辺さんのセリフを聞きながら、僕は条件反射的に立ち上がってしまいます。周囲を見れば、いつのまにかテスト返しは終了して、どうやら今は、彼女の言うとおり、答え合わせの時間になっているみたいです。

「（ご、ごめん、今、どこ!?）」

　先生の話をまったく聞いていなかった僕は、小声で田た辺なべさんに聞き返します。

「（問いの６）」

　彼女は「しかたないなー」という表情をしつつも、小さな声で教えてくれました。

「え、ええとぉ……！」

　あわてて立ち上がり、答案を摑つかんで、自分の問い６に書いてある答えを読み上げます。




「問い６の答えは、12です」




　静寂は二秒、

　次の瞬しゆん間かんには、『ざわ……っ』と、先生を含めた七十二の瞳ひとみはそれぞれがそれぞれの表情で一斉に、僕を見つめているのです。
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「あ、あれっ？」

「草くさ壁かべくん。先生はそういうふうに、教えましたか？」

　先生が、じっと僕を見たまま、平へい坦たんな声を出しました。

「こ、答え、違ったんですか!?」

　僕は慌てて、答案用紙の問い６に書いた解答を読んでしまいましたが、よく見れば『[image: ]』がつけられています！　しまった！　12はマチガイだったのです。

「す、すいません、ええと……！」

　僕は急いで、正しい解答を得るために、慌てて机の上の問題用紙を拾い上げ、（　　）かつこ埋め問題である、問い６の設問を読みました。



問い６　現在、日本の法律では、女性が結婚できる年齢は（　　）歳からとなっている。



　そして僕は、クラスのみんなが辛つらいような、悲しいような瞳ひとみでコチラを見つめている理由に気が付いてしまいました。

「はッ！　ち、違う！　これは違う！　なにかの間違いだよ！　女の子が結婚できる年齢は十六歳だよ!?　僕知ってるもん！」

「でも、十二歳っていうのも、桜さくらくんのなかでは、正解なんでしょう？（南みなみさん）」

「そんなこと無いよ！」

「でも将来、桜くんは世界中の女の子を十二歳の少女にしてしまう薬を開発するのよ？（南さん）」

「しないよ！　断言しないでよ南さん！　それに待ってよ！　おかしいよ！　僕はここに12なんて答えを書いた覚えは……！」

「草くさ壁かべくん？」

「はい、なんですか先生！」

「あとで、職員室に来てください」

「またですか!?　だから、待ってくださいッ!!　これは、おかしいです！」

「わかります」

「ちがいますッ!!　違うんです！　おかしいのは僕の頭じゃなくて！　僕こんな答え書いた覚え無いんです！　なにかの陰謀にちがいありません！」

　立ったまま慌ててクラスメイトに弁解します。なんでこんなコトになっているのでしょうか。

「桜くん、ちょっとおちつこう？」

「でも聞いてよドクロちゃん、みんな酷ひどいんだ！　僕はこんなの身に覚えがないのに──」

　僕は立ったまま天使の少女へと助けを求め、

「え……っ？」

　愕がく然ぜんとしてしまいました。視界をよぎった彼女の答案用紙、その点数を見てしまったから。

「ドクロちゃんが……94点!?」

「ああっ、ボクのみちゃだめー！」

　彼女はあわててテストをかばうように上半身を倒して、答案を隠します。

「ちょっと、おかしいよドクロちゃん！　なんでキミの点数が94点で僕の点数が……あ、あれ？　……そういえば、僕の解答用紙、よく見るとひらがな、ばっかりで──」

　ひらがな、ばっかり……!?

「──ああああああああッ!!　ねえ、ドクロちゃん！　僕の解答用紙みて！」

　僕は彼女の机に自分のテストを叩たたきつけるように広げます。

「わあ！　桜さくらくん３点だって！」

「そこじゃないよ！　ここ！　この名前欄らんのトコロよくみて？　一回、消しゴムで消して、『くさかべさくら』って書き直してあるでしょ！　ひらがなで！　そしてさらによく見ると、その下に、うっすらと『みつかいどくろ』っていう名前を書いた跡があるのが解わかりますか!?　この答案用紙、本当はドクロちゃんのなんだよ!!」

「ええ？　そんなことないよー」

　答案用紙をのぞき込んだ天使の少女はちょこんとコクビを傾かしげ、グーにした手を口に添えました。

「漠然とかわいくとぼけたって無む駄だだよ!?　なんでこういうことするの!!　これ犯罪だよ!?　フツウここまでする!?　ねえドクロちゃん、僕の目をよく見て！」

「じゃあ桜くんも、ボクの目をよく見て？」

「わーなんだか眠くなってきたー……。はっ!?　な、なにするのドクロちゃん！　すごい技を使わないで！」

　いきり立つ僕に、彼女は〈くすっ〉とはにかみ、

「桜くんておもしろい」

「おもしろくない！　こんなひらがなばっかりの解答するのはドクロちゃんしかいないでしょ!?　だいたい僕がよりによって十二歳なんて書くわけないじゃん！」

「それが、言い訳？」

「ちがうよ!!　もうわかった。僕が言ってもわからないんだったら、このコトを諸もろ岡おか先生に言っちゃうからね!?」

「ま、まって桜くん！　ねえ、ボクの話を聞いてっ？」

「ほらみろやっぱりだ！　諸岡先生！　僕の答案用紙をよく見てくだ……ちょ、ちょっとドクロちゃん離してよ！　服をそんなに強くひっぱったら、ひっぱ……あぁああッ!!」

〈びりっ！　びりびりぃぃぃッ!!〉

「きゃッ！」

「ちょ、ちょっとなにするの───ッ!?」

　僕は思わず、身体からだを抱きしめてその場に座り込んでしまいます。なぜなら僕のシャツは天使の少女によって、泥棒猫に旦だん那なさんを取られてしまった奥さんが寝室で散らかす羽毛まくらのように教室中に飛び散り、僕の上半身はモロハダをさらしてしまったからです。

　そして天使の少女は、突然目の前に現れた僕の白い素肌に頰ほおを染め、思わず両手で顔を〈ぱっ〉と隠してしまったものですから、右手で握っていた鋼鉄バット『エスカリボルグ』は、ぺたんと床に座っていた僕の頭上に落下しました。超重量のトゲトゲバットは、そのまま眉み間けんに突き刺さり、重力にひかれて〈ぺぐしゃぁ〉と、教室の床に直立しました。

「さ、桜さくらくんっ!?」

　みるみる僕の身体からだが引き裂き潰つぶされて床に広がっていく情景を、指と指の間から見ていた天使の少女。

「まってて、いますぐ……!!」

　彼女は慌ててトゲトゲにからまった僕ごとバットを振り上げ、それを魔ま法ほうの輝きと共に空中へと展開しました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとどうでしょう。虹にじの光に包まれマジカルターイム。宙に舞う僕の破片はぺらぺらとした一枚の大きな紙のようになり、まるで折り紙の鶴つるを作るみたいに複雑にぱたぱたと折りたたまれて、やがて一人の中学二年生男子が完成し、カタカタと動き始めれば〈ぽむっ〉と、元通りになるのです。

「ごめんね、ごめんね桜くん!!」

「…………ッ」

「おねがい、こっちを向いて？」

　なぜ僕がなおも床の上にうずくまり、天使の少女から顔を背けて自分の身体をだきしめているかというと、破けた服は魔法で元に戻ってはいないからです。

「ひどいよ、ひどすぎるよドクロちゃん。僕を撲ぼく殺さつするだけならまだしも、キミはテストをすり替えるなんてコトをしたんだよ!?」

　絞り出すような僕のセリフに、彼女はゆっくりと息を吐き出します。

「桜くん……ボクね、桜くんがテストの勉強一生懸けん命めいやってたの、知ってた……」

「えっ？」

　僕はむき出しの肩越し、天使の少女に視線を向けます。

「ボク、寂しかったんだよ？　おトイレに二時間も入ってたり、三時間もお風ふ呂ろから出てこなかったり」

「……おまえ、トイレやお風呂でなにしてたんだ？（宮みや本もと）」

「テスト勉強だよ！　そうしないとドクロちゃんにじゃまされるからッ！」

「最初ボクは、それでもいいと思ったの。もう、桜くんの邪じや魔ましなくても、いいんだから……。──でも、あまりの寂しさに我慢できなくなっちゃって、つい、テスト用紙をすり替えちゃったの。そうすれば、こっちを振り向いてくれるかなって……」

「ドクロちゃん、キミは自分がナニを言っているのかわかっているのかい……？」
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　──放課後、『アルカディア商店街』。

　足下に続くレンガ敷きのストリート、見上げれば白いアーケード。夕方の買い物にはまだちょっとだけ早いこの時間。両りよう脇わきに並ぶお店が目当てのお客さんはまばらで、今は通りが広く感じられます。

　そんな駅前に面する商店街を、制服を失い、しかたなく学年指定の青ジャージに身を包んだ僕は、制服ブレザー姿な女の子二人とおしゃべりしながらゆっくりと歩いていました。

「それでね、主人公の少年が偶然出会った女の子、実はその国のお姫様だったの」

　一番左側を歩く静しず希きちゃんは声を弾はずませ、それでも一字一句を大切にしながら、僕とドクロちゃんに言葉を紡つむぎます。

「じゃあ主人公は最初、その子を普通の女の子だと思ってたんだ……。でも、なんでお姫様が街まち中なかなんかにいたの？」

　僕は静希ちゃんの話に引き込まれるように問いかけました。今、この場で話題になっているのは、『最近観みた映画』についてです。

「だって、お城の生活はすごく堅苦しくて、自由なんかどこにもなくて、だから彼女は十五回目の誕生日の日、お城から抜け出すんだって、ずっと前から決めていたの」

「そっか。十五歳っていったら、一番いろいろやってみたい時期だしね……」

　頷うなずきながら、静希ちゃんの仕草や澄すんだ瞳ひとみをいつもより深く意識してしまいます。こうして自分の大好きな映画や本の感想を語る幼なじみの女の子は、まるで、まだ僕と一いつ緒しよによく遊んでいた小さい頃ころに戻ったみたいに表情豊かになるのです。僕はいつもの凜りんとした彼女も好きですが、『こんな静希ちゃんを知っているのは僕だけなんだから！』って思える今の静希ちゃんも大好きなのです（だから、実はこの話題を振ったのは僕だったりします）。

　特に、今みたいな恋愛モノの映画のストーリーを彼女から聞いている時などは、頭の中で自動的に主人公の男の子は僕、女の子は静希ちゃんに置き換えられて、より一層ドキドキしちゃうのです。

「ねえねえ桜さくらくん、ボクの映画の話の続きも聞きぃーてよー」

　そこへ、僕の右腕を摑つかみ、肩から引っこ抜けちゃうくらいぶるんぶるんしてくるのは頭の上に金のわっかを輝かせた少女です。

「い、いや、でもドクロちゃんの映画は僕も一緒に観に行ったでしょ？　聞かなくたってもう知っ──わかった聞く聞く！　お願いだから聞かせてくださいッ！」

　天使にジャージの袖そでを勢いよく引っ張られつつ心のソコからお願いしました。街中で服を破かれたら、周囲のヒトに追い剝はぎにあってしまったと誤解されてしまいます。僕は『この天使さえいなかったら静しず希きちゃんと思う存分、恋愛について語り合えるのに……ッ!!』と、心に溢あふるる焦しよう燥そうにも似た感情をがんばって抑制し、しかたなく天使の少女に耳を傾けました。

「それでね、主人公の少年に偶然激突してきた成人男性は、実は宇宙県警に勤務する宇宙公務員『探偵ヒーロー☆メイタンテー』だったの」

「じゃ、じゃあ主人公は最初、あれを普通の事故だと思ってたんだ……。でも、前から思ってたんだけど、なんで『メイタンテー』は宇宙公務員なのに『探偵ヒーロー』なの？」

「だって、宇宙の環境はすごく厳しくて、空気なんかどこにもなくて、だから二十九歳の誕生日の日、彼は地球の埼玉県に異動するんだって、ずっと決めていたの」

「二十九歳って言ったら、そろそろ人生決まってくる時期だしね……」

　頷うなずきながら、僕はドクロちゃんの満足げな仕草や潤うるんだ瞳ひとみから視線を外しました。こうして自分の大好きな映画や本の感想を語る天使の少女は、だんだんその気になってきてパンチやキックを繰り出し始めるのです。目を合わせていたら危険です。特に、今みたいなヒーローモノの場合、彼女の頭の中で自動的に怪人は僕、ヒーローはドクロちゃんに置き換えられ、彼女は地球を守っている気分になってしまい、より一層デンジャラスになってきます。

「そ、それで、少年とお姫様はその後どうなったのっ？」

　なので、僕はなるべく穏おん便びんに話題を静希ちゃんが観みた映画へとシフトさせていきます。おてんば姫がこの先どうなっちゃうのか気になりますし、なにより静希ちゃんが男女関係について、どんなコトを感じているのかを深く知りたいのです。

　静希ちゃんは「うん」と頷いて、湖のボートをそっと出航させるように語り始めます。

「お城暮らしのお姫様には、自分を王族扱いしなかった少年が輝いて見えてね。それから彼女は、正体をあかさないまま、男の子にせがんで一いつ緒しよに街まち中じゆうを探検するの」

　彼女はそこで、「そのシーンのお姫様がね、もうすっごくすてきで、可愛かわいいくて……」と、場面を思い出しているのか、まっすぐ遠くを見つめて息を漏もらします。

「そして、最初はぎくしゃくしてた二人の友情はどんどん強くなっていくの。お城からお姫様を捜しに来た衛兵とか、彼女の命を狙ねらう暗殺者からも追われたりもして」

　しかし、僕は強くなっていく主人公とお姫様のキズナに、なんだかどんどん切ないものを感じてしまいます。なぜなら二人の身分は違い過ぎるのです。待っているのは逃れられない──

「桜さくらくん桜くん！　今度はボクのばん！」

『おのれッ!!　雰ふん囲い気きを読めないのか、このアホ天使めェッ!!』と、僕は怒気の炎を瞳の中で燃焼させますが、静希ちゃんが隣となりにいる現在、ドクロちゃんの話だけ聞かないというわけにもいきません。

「う、うん。それで、少年とメイタンテーはその後どうなったの？」

　こんな僕を誰だれか表彰した方がいいのではないでしょうか。天使の少女は「うん」と頷うなずいて、自分のしっぽを追いかけて回転し続ける子犬のように語り始めます。

「『探偵ヒーロー』のメイタンテーには、殺人を犯したヒトが輝いて見えるから犯人は一目りょうぜん！　それから彼は、正体を明かさないまま男の子にせがんで一心同体になって埼玉で探偵を始めるの」

　彼女はそこで、「そのシーンのメイタンテーがね、もうすっごく勇敢で、猛たけ々だけしくて……」と、場面を思い出しているのか、まっすぐ遠くを見つめて息を漏もらします。

「そして、最初はぎくしゃくしてた二人の友情はどんどん強くなっていくの。宇宙県警からメイタンテーを捜しに来た部下と、彼の命を狙ねらう暗殺者からも追われたりして」

　しかし、僕は白熱していくドクロちゃんの言葉に、切ないモノを感じてしまいます。なぜなら、もうこの話を聞くのは五度目くらいなのです。待っているのは逃れられない流血で──

　──なので、天使の少女に適当に相づちをうち、僕は静しず希きちゃんへと向き直ります。

「でもね、お姫様を捜している大臣の目的は、実は彼女をお城に連れ戻すことじゃなかったの」

　静希ちゃんは、冷たいナイフをそっと手のひらで包むように声を低くしました。

「ど、どういうこと？」

「大臣の本当の目的は、彼女を事故に見せかけて亡なきものにして、その責任をライバルの大臣にかぶせて権力を牛ぎゆう耳じること。そうすれば自分の息子を、彼女の妹と結婚させるコトができて、いずれ国は大臣のものになるから」

「すごいコトを考えるね……」

　僕はぎゅっと、両手を握りしめます。

「でもねっ！　メイタンテーの目的は、実は殺人犯を逮捕することじゃなかったの!!」

　ドクロちゃんは、灼やけたナイフを〈ぞんっ！〉と差し込むような手刀を僕の脇わき腹ばらに加えました。

「どッ！　どういう、こと……!?　なんで僕、ダメージ負ってるの……!?」

「『探偵ヒーロー☆メイタンテー』の本当の目的は、どうやって犯人がヒトを殺したのか、その謎なぞを解いて推理エネルギーを集めるコト。そうすればメイタンテーは『被害者復活光線』を放つことができて、殺されたヒトは生き返り、殺人事件そのものがなくなるから」

「すごいコトを考えるよね……」

　僕はぎゅっと、両手を握りしめます。思わずうずくまりそうになったから。もう、このアホ天使をいないコトとして扱うより他ほかありません。雑念を振り払うように、僕は平静を保ちながら微笑ほほえんで顔をあげ、静希ちゃんをうかがいます。彼女は小さく、唇を動かします。

「そんな騒そう動どうのおかげでね、少年は一いつ緒しよにいる彼女が、ただ者じゃないって気づいちゃうの」

　静希ちゃんは、来きたるべきラストに想おもいをはせるように、声のトーンを落とします。

「やっぱり……」

「そして、主人公にウソをつき続けられなくなったお姫様は、ついに自分の正体を明かして……。これ以上少年に迷惑かけられないからって、お城に帰るコトにしたの」

「離ればなれに、なっちゃったんだ……」

　二人はそのとき、どんな気持ちだったのでしょう。もう二度と会えないコトも覚悟したかもしれません。それがもし、本当に僕と静しず希きちゃんだったら……。僕は、耐えられるでしょうか。

「でもね、ここでもう一回どんでん返しがあるの。それは、桜さくらくんが自分で観みてみて？」

　彼女の言葉に、不意に希望の明かりが胸の中に灯ともります。

「うん、絶対そうする！」

　僕は必ずや今度ビデオで、静希ちゃんがオススメするこの映画を観ようと誓いました。

「ねえ桜くんッ！　ボクの方もすごいいいところ！　そんな騒そう動どうのおかげでね、少年は一心同体の『メイタンテー』が、ただ者じゃないって気づいちゃうの!!」

「もういいよ！　オチは僕も知ってるってば!!」

「そして、主人公にウソをつき続けられなくなったメイタンテーは、ついに自分の正体を明かして……これ以上少年に迷惑かけられないって、宇宙に帰るコトにしたの」

「で、離ればなれになっちゃうと見せかけて、そこで、もう一回どんでん返しがあるんでしょ!?　だからさっきから僕も一いつ緒しよに観たっていってるじゃんなん度も!!　メイタンテーは戻って来るんだよ埼玉に！　新たな殺人犯を追ってね!!　でもってまたもや主人公に激突するんだよ！」

　うっかり出してしまった僕の大きな声が、アーケードに反はん響きようします。そして僕は「『探偵ヒーロー☆メイタンテー』おもしろいよねー！」とキラキラしている天使の隣となりで、〈はっ〉と気が付きます。アルカディア商店街を既に半ばまで進んでいた僕たち三人は、とあるケーキ屋さんの手前までやって来ていたのです。

「（桜くん、そろそろ）」

　そっと僕の耳元でささやいたのは静希ちゃんです。僕は彼女と『うん、まかせて』とアイコンタクト。小さく頷うなずきます。そして、

「そうだ、大切なことを思い出した！」

　僕は〈ぱちん！〉と両手を合わせて天使の少女に振り向きました。

「？　どうしたの桜くん」

　天使の少女は、急に立ち止まってしまった僕に、突っつくみたいな視線を投げかけてきます。

「ねえ、ドクロちゃん」

　僕は「なあにっ？」とコクビを傾かしげる天使の少女へと、滑舌よく発声します。

「クラスにさ遠えん藤どうっているでしょ？　あいつの家、この商店街でスーパーやってるんだけど、そこで新発売の『抹茶クリームマヨネーズ』の試食が天使限定で行われるんだって！　うっかりドクロちゃんに伝えるのを忘れてたよ！」

「えええええ!!　ほんとー!?」

「うん！　早くいかないとなくなっちゃうよ!?　僕たちはここで待ってるから、行ってきなよ」

「うん、わかった。ありがとう桜さくらくんっ！」

　天使の少女はスカートをひるがえし、猫科動物のゴトき身のこなしで、すぐさま走って見えなくなってしまいました。

　さすがマヨネーズの力、ドクロちゃんには効果てきめんなのです。僕と静しず希きちゃんは頷うなずきあい、背後の建物へと素早く入店しました。




　　　　★




「桜くんは最近、どんな映画を観みたの？」

　静希ちゃんはアイスティーのストローを指でつまんだまま、視線を僕へと移します。

「僕はテレビでやってるのくらいしか観て無くて……ええと、最近では『宇宙人vs地底人』とかかな……」

　彼女のあい向かいの席に座っていた僕は、オレンジジュースをテーブルに置きます。

「あ、それ私、知らないかも。どんなお話なの？」

「始まって五分で大方の予想どおり、石器しか持たない地底人は宇宙人に負けちゃうんだけど──」

　今、僕たちがいるのは、先ほど立ち止まった場所の目の前にあった商店街のケーキ屋さん【手作りスイーツのお店　マリーアントワネット】。いい匂においのする店内には静かなクラシックがかけられていて、ガラスの大きなショーウインドウにはケーキが並んでいます。そして、無む駄だに豪華なバロック調の装飾が施ほどこされた店内の右側半分の空間には、木製のテーブルとイスがいくつも並んでいて、その場で購入したケーキを食べることができるようになっています。僕と静希ちゃんはそんな小さい教室くらいの飲食スペース、ストリートに面した窓まど際ぎわのテーブルに席をとっていました。

「──けど実は、地底人には相手がなにを考えているのかがわかる能力があってね──」

　そこで二人は、たわいのない、けれど僕にとっては夢みたいに楽しいおしゃべりを続けていました。僕がするお話に静希ちゃんが笑ってくれる。それだけでなんでこんなにスペシャルな気持ちになれるのでしょう。ああ、彼女とずっとこうしていたい──。そう、心の中で叫びつつ、『宇宙人vs地底人』のストーリーを語り終えた時でした。

　笑い疲れたようにふと、窓越しに商店街に視線を向けた静希ちゃんが、

「あ、戻って来たみたい」

　と、僕にささやいたのです。

「えっ？」

　思わず身を乗り出して窓の外を探し見る僕の眼前を、風の固まりのようなものが左から右へ横切り、次の瞬しゆん間かん、

「もう！　桜さくらくんっ!?」

　天使の少女のくりくりヴォイスが、マリーアントワネットに響ひびき渡りました。店員さんの「いらっしゃいませー」という声をバックに、涙目の彼女はずんずんと僕のいるテーブルへと近づいてきます。

「は、はや……ッ！」

　思わず緊きん張ちようで身体からだを固くしました。彼女は僕の匂においをたどって扉をくぐり、店内にて目標物の姿を発見したのです。

「桜くん！　『抹茶クリームマヨネーズ』なんか──」

　僕と静しず希きちゃんのテーブルの寸前にまで迫った、いきりたつ天使の少女のセリフはしかし、

「はい、これドクロちゃんのコップな」

　背後から〈とんとんっ〉と肩を叩たたかれ、かけられた言葉に途切れます。

「えっ……？」

　あっけにとられる天使の少女。彼女が振り向き見上げたそこには、クラスメイトである宮みや本もとが立っていて、透明なグラスを差し出しているのです。

「オレンジジュースとアイスティー。あとこっちはシャンメリーね。ドクロちゃんどれがいい？」

　そこへ、宮本と並ぶようにして彼女へと声をかけるのは田た辺なべさん。抱えるようにして持ったジュースを天使の少女へと勧すすめています。

「あ、えぇと……」

「メーメーメー」

　とっさに言葉がでない天使の脇わきを、背中に「ウキウキー」と身体を揺らすニホンザルの松まつ永なが君を乗せたエゾ鹿しか、木きの下したくんが〈ぽっくぽっく〉と通過します。

　そしてドクロちゃんは気が付きます。自分がいまいる店内には、三十六人のお客さんがいて、

全員が立ち上がり、こっちを見ているコトに。彼女は一人一人を確かめるように周囲を見回し、声をもらします。

「みんなが、いる……」

　そう。ここにはドクロちゃんのクラスメイトである二年Ａ組のみんなが揃そろっていたのです。

「桜くん、これって？」

　とっさに天使の少女は、後ろに立った僕を振り返り、驚おどろきと困惑のマナザシで見つめてきました。

「驚かせちゃってごめんね？　実はこれ、ドクロちゃんのための会なんだよ？　ほら」

　僕は、わき上がってくるいたずらっぽい笑みをどうにか嚙かみころして、立ちつくす天使の少女の隣となりで、奥の壁を指さします。

　そこには、『転校生 三み塚つか井いドクロちゃん☆すっかり二年Ａ組の一員になりましたの会』と、スローガン風に書かれた方眼紙製の横断幕が張付けてありました。

「……っ??」

　彼女は〈ぽかん〉と小さくお口を開けたまま、再び視線を僕に向けました。

「しまった、ドクロちゃんには難しすぎた！」

「つまりね」

　そこへ僕とは反対側、天使の少女の隣に静しず希きちゃんが歩み寄ります。

「ドクロちゃんは、この聖ゲルニカ学園に今年から編入してきたでしょ？　だからクラスや学校に慣れるには、やっぱり時間がかかるって、みんな思ってたの」

「けど、今日の自習の時間、ドクロちゃん、あんな一発芸を惜しげもなくみんなの前で披ひ露ろうしてくれただろ？」

　ヒトの輪から一歩出てきた佐さ々さ木きが、静希ちゃんの言葉を引き継ぐように天使の少女へと笑いかけます。

「それを見てさ、もうドクロちゃんはすっかりクラスに馴な染じんでたんだって、今いま頃ごろ気づいちゃってさ！（穂ほ坂さかさん）」

「わんわん！（柴しば犬いぬの吉よし田だ）」

「せっかくだから、改めてクラスが一つになったコトをお祝いしようって誰だれかが言い始めて（一いち条じようさん）」

　みんなの言葉が重なるにつれ、天使の少女の脳みそに〝コトの次第〟が吸収されていき、彼女の表情がみるみる輝き始めます。

「わぁぁぁ……」

　そしてドクロちゃんは大きく息を吸って、ゆっくりと吐いて『クラスのみんなの誰を見ていいのかわからない！』といった風に、自分を取り囲む友達をきょろきょろと見回すのです。

「理解した？　理解できた？」

　そこへすかさず、佐々木は尋ね、

「うん……ッ！」

　天使の少女が大きく頷うなずくと同時、

「じゃーあっ！」

〈ぱぱぱぱーん！〉と、店内にクラッカーの多重奏。クラスメイト達たちの手元から、色とりどりの細い紙テープが舞いました。

「みんな、ありがとー！」

　天使の少女は思わず、目の前の一条さんに抱きついてしまいます。

「ささっ、ケーキ出来たてなんだから、早くたべようドクロちゃん（一いち条じようさん）」

「今日はみんなのために、テーブルスペース貸し切りにしたんだから」と、微笑ほほえむ阿あ部べさん。

　僕たちが張ったスローガンの上に『ケーキを食べればいいじゃない』と、キャッチコピーが張ってあるこの【手作りスイーツのお店　マリーアントワネット】は、実はクラスメイトの阿部さんのご両親が経営するお店だったりします。

　壁から視線を降ろせば、天使の少女はクラスのみんなに導かれるように、大きな四角いテーブルのお誕生日席に座っています。

　僕はその様子を視界に納めつつ、さっきまで座っていた窓まど際ぎわの席に腰を落ち着けました。

　そもそも僕がいま行われている『ドクロちゃんの会』の話を聞いたのは、放課後直前のコトでした。そうなのです。このイベントは僕の発案ではなくて、クラスのみんなが言い出したモノなのです。

『ドクロちゃんがバッチリ、クラスの一員になった最後のとどめとして、お祝いしようぜ！』

　そして誰だれかのそんな号令の元、急ピッチで催もよおしの準備が進められました。

　その中で僕と静希ちゃんは、わざとゆっくり商店街を歩き、ドクロちゃんをこのお店に導く役目だったのです。……でも、

「このクラスって、なんかおかしいよね」

　小さなテーブルをはさんで向かい側、イスに座った静しず希きちゃんへと、僕はそっと漏もらしました。

「そう？　うーん、確かにちょっと変わってるかもしれないけど──」

　静希ちゃんはアイスティーのストローから唇を離し、

「──でも桜さくらくん、すっごく楽しそう」

　僕に〈くすっ〉と微笑むのです。

「え？　そ、そう？」

「桜くーんっ！」

　突然の声に「うわっ！」と振り向けば、いつの間にでしょう。イスに腰掛けている僕の隣となりに、天使の少女が立っています。

「見て見て？　みんなに、こんなのもらっちゃった！」

　天使の少女は、見覚えのある貴族風男性の人形──マヨネイ伯はく爵しやく人形──を赤ん坊のように抱きかかえていました。

「ボク、こんなに嬉うれしいの初めてかも」

「うん、よかったねドクロちゃん」

　スーパーニコニコな天使の少女に、僕もなんだか、胸がじぃんとしてしまいます。こんな幸せそうなドクロちゃんを見るのは久しぶりです。二年Ａ組のクラスメイト達たちは、確かにちょっと変わってるかもしれないけど、根はとてもよい子達なのかもしれません。

「それにひきかえ、桜さくらくんは……」

「え、僕？」

「さっき、ボクにうそついたよね……」

　続く天使の少女のセリフ。そこに僕は、なぜか不ふ吉きつな空気を感じます。

「そ、そうだっけ。僕、ウソなんかついたっ……け？」

「今そこで遠えん藤どうくんに聞いたよ？　『抹茶クリームマヨネーズなんかこの世に存在しない』って……」

「あ」

「ボク、こんなに悲しいの、初めてかも」

　気が付きます。うつむきぷるぷるしている天使の少女は、なぜか右手に『エスカリボルグ』を握りしめているのです。彼女から放たれる生体オーラに、僕の視界は揺らぎました。

「ち、ちがうんだドクロちゃん！　僕はこの会の準備のための時間稼ぎで、し、しかたなく……ッ!!」

　僕の周り、店内では今もなおクラスメイト達たちが楽しそうに談笑しています。──それは僕、草くさ壁かべ桜の平均的日常風景。その光景をバックに、天使の少女は『エスカリボルグ』を天へと振りかざし──

「お、落ち着こうドクロちゃん！　たしかに『抹茶クリームマヨネーズ』というモノは存在しなかったかもしれない。けど希望は捨てちゃいけないよ!?　あきらめたらそこで負けなのさ！　わかった！　作る！　僕作るよ抹茶クリームマヨネー……ッ!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪
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　全すべての授業が終わった後にやってくる『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』って、僕はわりと好きなのです。

「起立キリツ──」

　放課後直前。大好きな教科も苦手な先生も、みんなみんなやり過ごし、再びカラダが元気と勇気とヒトを思いやるココロを取り戻し始めるこの時間、二年Ａ組のクラスメイト達たちは黒板を背にした日直の南みなみさんの号令で立ち上がります。

「──礼、着席。これより『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』を始めます」

　イスに腰掛け、ついつい机の上のカバン越し、僕は左斜め前の席に座る静しず希きちゃんに視線を走らせてしまいます。最近の僕の嬉うれしい悩み。先日の席替えで運よくこの配置になって以来、視線はどうしても静希ちゃんの後ろ姿に流れてしまいがちでソワソワ、授業にもなかなか集中できません。だって、大好きなんだもん。

「それでは最初に【各係の連絡】。一時間目の国語からおねがいします」

　南さんのよく通る声。聖ゲルニカ学園、二年Ａ組の『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』には、教科ごとの係が、担当の先生から聞いてきた明日の授業予定や宿題などをみんなに報告する【各係の連絡】というコーナーが含まれていて、これが「忘れ物をしなくなる！」と、みんなに好評を博しているのです。

　教室の後ろから担任の山やま崎ざき先生が見守る中、クラスの視線は席を立つ一人の女子生徒に自然と注がれます。国語係は、静希ちゃん。なんだか僕まで緊きん張ちようしてしまいます。

「明日の国語は古典の授業です。持って来るものは古典の教科書と、古語辞典と、あとは……」

　はきはきと、けれどちょっぴり緊張気味にお知らせを暗唱する片かた想おもいの女の子。静希ちゃんはしかし、そこで「あれ？」と、人差し指を唇にあてます。彼女の声に集中していた僕はとっさに、

「（資料集……？）」

　小さく声をかけてしまいます。彼女は「あっ」と、僕の方を振り向いて、

「そうでした、国語の資料集をわすれずに」

『はーい』

　唱和するクラスメイトの返事の中、静希ちゃんは着席しながら「ありがとう、桜さくらくん」と微笑ほほえんでくれました。僕は『気にしないで？』と小さく首を振りますが、一方そのコロ心臓は、呼吸もママならぬほどに高鳴りて、毛細血管、各部で破裂、内出血。だって静希ちゃんの微笑に込められた想おもい、それは『あなたって、いつでもキレものなのね。やっぱり私、桜さくらくんのコトが──、あ、うぅん、なんでもない、なんでもないんだから……っ』というメッセージ。そうと決まれば僕だって彼女にだけ届くテレパシー。『静しず希きちゃん、運命って本当にあるんだよ？　ほら、ここにだって素敵な運命デステイニー──』

「……では、次。五時間目、保健体育」

　そして続く、係の連絡。

「はーい！」

〈かたーん〉と響ひびくイスの音。はっと我に返ります。気がつけば僕の左ひだり隣どなりの席、天使の少女ドクロちゃんが立ち上がっています。席替えと同時に行った係決めの時、彼女は大好きな保健体育の係になりました。

「ええっと明日のたいくは、女子はグラウンドで〝ソフトボール〟。男子はレインボーブリッジで〝封鎖〟します。あとは……」

「待って!?　ちょっとまってドクロちゃん！」

　思わず声をあげる僕に、天使の少女は「あっ」とこっちを振り向いて、

「そうでした、粘着テープをわすれずに」

『はーい』

「だ、だめだよみんな、お返事なんかしたら！　この子確実に先生に明日の予定聞いてないよ!?　だって僕知ってるよ？　校庭にレインボーブリッジなんかないもん！　粘着テープだってなにに使うかよく解わからな──あ、……封鎖？　もしかして粘着テープで封鎖を!?　って、なにお前らも俄が然ぜん『わくわくしてきたぞ！』みたいな顔してんだよ！　できねぇよ文房具じゃブリッジの全面封鎖は！」

　クラスの男子達たちは、異様に赤い目で僕に向かって敬礼をしています。だめ、このヒトたちはレインボーブリッジという言葉に我を忘れてるんだわ。山やま崎ざき先生は眉み間けんに深いしわを寄せ、頰ほおの内側を舌でコロコロさせました。

「以上で【各係の連絡】を終わります」

「あぁッ！　まだ本当の男子体育の予定が──」

「それでは次に、『今日のやさしさ大臣』を決めたいと思います。推すい薦せんしたいヒトがいる方は挙手してください」

『はいハイはいハイはィはい俺おれオレおれッ！　はいはいハイオレに──オレに──ッ!!』

　僕の願いは『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』を進行させる南みなみさんと、唐突に開始された『今日のやさしさ大臣』の狂乱に吞のみ込まれ、消えていきます。

　この『今日のやさしさ大臣』とは、本日の学園生活の中で、誰だれかに優しくされた者がこの場で発表し、そのヒトを『今日のやさしさ大臣』として、クラス全体で讃たたえるという大人気のコーナーです。

「では……」

　南みなみさんは、いつのまにか持ち出した指揮棒を片手に、演奏者を見定めるマエストロのようにゆっくりと『俺おれ！　俺ーッ！』と、叫び続ける男子生徒を見回し、やがて、控えめに手を挙げていた人物をピッと指し、

「西にし田だくん、おねがいします」

『ちくしょぉおおオオッ！』と、落胆のため息をついて着席していく男子達たちと入れ違いに、「はい……」と西田が立ち上がります。というか、なんで彼らは誰だれかに優しくされたコトをこんなにも報告したいのでしょうか。もしかしたら幼少のころにポッカリとあいてしまった心の穴を、今、必死に埋めているのかもしれません。

「今日の昼休み、僕がトイレで貧血で倒れてしまった時、あるクラスメイトに介抱してもらいました。それは──桜さくらくんです」

　西田の発言で『おぉっ』と教室にどよめきが走り、視線が僕に集中します。南さんは指揮棒でぺしぺしと手の平を叩たたきながらコチラに首を傾け、

「本当ですか？　桜くん」

「あ、そういえば──」

　思い出します。そういえば給食が終わった後、僕がトイレで手を洗っていると、なぜか西田は、くらくらっとコチラに寄りかかってきたのです。

「──貧血っぽい西田を教室まで連れて来たような……」

「そのまま昼休みの間、ずっと手を握りながら膝ひざ枕まくらをさせてくれた桜くんを、僕は『今日のやさしさ大臣』に推すい薦せんします」

「は、はい？」

「なんという優しさ……（佐さ々さ木き）」「これは決まったな（梅うめ沢ざわ）」「普通は、そこまでできない（田た辺なべさん）」「よ！　お大臣！（木き村むら）」「なあ桜、あのＴシャツって着てるのか？（宮みや本もと）」

「ちょ、ちょっと待って!?　僕そんなコトしてない！　ただ僕は西田をイスに座らせただけで──」

「桜くんて、本当に友達に優しいんだね」

　静しず希きちゃんが、無む垢くな微笑ほほえみを僕に投げかけてくれていますが、そんなの認めるわけにはいかないよ!?

「違うんだ静希ちゃん！　僕は決して西田に膝枕なんて──」

「それでは『今日のやさしさ大臣』は、桜くんで異議はありませんか？」

『異議な──し！』

　降り注ぐ〈ぱちぱちぱち〉という拍手の雨の中、「異議あり！　異議ありー！　というか、なんで西田お前さっきから顔赤らめてもじもじしてんだー！」という声は、もう誰にも届かないのか。

「桜さくらくんはこれで、今月に入ってから二十回目の『今日のやさしさ大臣』なので、『やさしさの殿堂』入りを果たし、今学期の間、『 親ゴツド切・オブ・神しんせつ』としてクラスの入り口に写真が公開されるコトとなりました」

　南みなみさんは「これ、張っといて」と掲示係の田た中なかに、どこから流出したのか、僕の小学校時代の写真を引き延ばしたモノを渡します。額の中では、綺き麗れいに拡大された坊ぼう主ず頭あたまの僕が満面の笑みを浮かべていました。

「それでは次に、山やま崎ざき先生からのお話」

　僕の心を置き去りにして進む『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』。日直の南さんは脇わきに寄り、教室の一番後ろにいた山崎先生が教卓につきます。

「まずはプリントを配る。後ろのヒトに回すんだー」

　山崎先生はわら半紙のプリントを札束のように広げ、列の人数分を一番前の生徒へ配布していきます。

　回ってきたプリントを見れば、『文武両道競技会ルネツサンスへ向けて』とのタイトル。

「あ……、もうそんな時期なんだ」

　思わず口をついて出る言葉。僕は視線を先生に向けます。

「既にみんなは知ってるかと思うが、プリントには一週間後に迫った『ルネッサンス』についての注意事項が書いてある。各自、よく目を通しておくように」

　クラスのみんなの『はーい！』という返事の中、

「ねぇねぇ桜くん、『ルネッサンス』って、なぁに？」

　ミルクをねだる子猫の如ごとく、隣となりから身を乗り出してくる天使の少女。

「そっか。ドクロちゃんは初めてなんだよね」

　いくら学校にすっかり馴な染じんだといえども、彼女はやっぱり転校生。聖ゲルニカ学園の生徒が当たり前だと思っている行事も、彼女にとっては初耳で当然と言えます。そういう時の彼女をフォローするのがクラスメイトの勤め。僕は説明してあげます。

「『ルネッサンス』っていうのは、この街にある四つの中学校、『ミケランジェロ中学』『サルバドール・ダリ中学』『シャガール中学』、それから僕ら『聖ゲルニカ学園』が合同でやる、部活対抗の競技会のコトなんだ」

「へ～」

　こくこく頷うなずくドクロちゃん。けれど僕にはわかります。彼女の可愛かわいらしい脳みそは、今の言葉を理解できていません。

「わかりやすく言うと、すっごく大きな体育祭と文化祭を足して四をかけたみたいなものかな。未来の文化を背負って立つ中学生の才能をもっと育はぐくむためにスポーツだけじゃなく、各学校の吹奏楽部とか囲い碁ご将棋部とか科学部とか、そういう文化部もお互いに競い合ったりするんだ。だから『文武両道競技会ルネツサンス』。正式名称はもっと長いらしいけど、いつのまにかそう呼ばれるようになったんだって」

　そこでやっと天使の少女も「さっすがやさしさ大臣」と、瞳ひとみをきらきらさせて納なつ得とくした表情。ほんとに僕っていいやつです。

「こそこそうるさいぞ桜さくら」

「す、すみません先生！」

　怒られた！

「では先生の方からは以上だ。今日は遅くなったから『クラスの歌』は省略」

『ええええッ!?』

「起立」

　学校生活を締めくくる級歌『二年Ａ組哀歌ブルース』の楽しみを奪われたクラスメイトは不満を示しつつも、南みなみさんの「礼」に合わせて『さようなら』「はいさようなら、また明日（山やま崎ざき先生）」、学校の束そく縛ばくから放たれました。

　それを合図に、とたんにくだけた感じになる教室の空気。先生も一仕事終わらせた表情で、生徒達たちと教室を出て行きます。

「なぁ、桜。お前を『やさしさ大臣』と見込んで頼たのみがあるんだ」

　と、カバンの中身を整理していた僕に声をかけて来たのは、後ろの席の宮みや本もとです。彼はさっきの『ルネッサンスに向けて』のプリントをコチラに差し出しています。

「うるさいな宮本。なんだよ」

「帰りにさ、木きの下したんちに寄ってプリント届けてくれねえか？」

　木下くんというのは、ついこの間までは病気がちで学校をちょくちょく休んでしまうタイプの生徒だったのですが、現在ではとある事情からエゾ鹿しかになり、元気に日々の生活を送っているクラスメイトのコトです。彼は鹿と引き替えに野生の健康を手に入れたものの、限度を超えてハシャギすぎてしまい、先日蹄ひづめを痛め、今は家で療りよう養ようしているのです。

「自分でやれよ。『木下くんの家にプリントを持っていくのは順番に』って言ったのはお前だろ？」

「わりぃ。俺おれさ、今日からちょうど合宿なんだよ。他ほかの部活のヤツラもみんな家には帰らないらしくてさ」

「あぁ……」

　見れば陸上部の静しず希きちゃんも、吹奏楽部の南さんも田た辺なべさんも、それから水泳部の穂ほ坂さかさんまで大きなスポーツバッグを持っています。どうやら彼女たちも今日は帰宅せず、これから『ルネッサンス』に向けて合宿みたいです。

　そう。今さっき配られたプリントは、実は主に『合宿期間における注意事項』なのです。

「しかたないな。わかった、届けるよ」

　親友からプリントを受け取った僕の指先から流れ込んでくる記き憶おく。たしか、去年も、こんな会話を宮みや本もととした気がします。

「サンキュー！　恩に着るぜ大臣！　んじゃ、またな！」

　宮本はあっというまに教室を出て行ってしまいました。

「ねえねえ桜さくらくん？」

　そこへ、親友の彼と入れ違いで目の前にやってくるのは、カバンを抱きしめた天使の少女。

「〝がっしゅく〟って、なぁに……？」

「え、合宿？」と、聞き返す僕に、彼女は「うん。今桜くんと宮本くんがしゃべってた」と、頷うなずきます。「ええっと……」と言葉を選び、僕は天使の少女に教えてあげます。

「合宿っていうのは、部活動の一種かな。みんなで学校に泊まり込んで、いつもはできない練習をしたりするんだ。ほら、一いつ緒しよに生活するとチームワークも養えるでしょ？　野球部とか演劇部とか、そういうの大事みたいだし」

　ドクロちゃんは「そっかー」ふぅんと、頷きます。僕はふと、窓の外に視線を向けます。グラウンドでは既に、他ほかの部活の練習が始まっているようでした。活気のある声援や、シューズが大地を蹴ける音が遠く、聞こえてきます。

「──さ、ドクロちゃん行くよ。木きの下したくんの家にも寄らなきゃ」

　歩き出した僕は、けれど、教室の出口で立ち止まります。

「ドクロちゃん？」

　天使の少女は窓の外に視線をむけたまま、ぼうっと突っ立っているのです。

「っ？　あ、うぅうん、なんでもない、なんでもないよ桜くんっ」

　彼女は〈てててっ〉と、走り寄ってくると僕の手をきゅっと握り、ずんずん引っ張るように歩き始めるのです。

「ほら桜くん！　はやく木下くんの家に行って、パジャマのまま教育テレビを見てるトコロを驚おどろかしちゃおうよっ！」

「だ、だめだよそんなコトしちゃ！　木下くん気を失っちゃうよ!?　それにプリント渡すとき、食べられちゃわないようにコツがいるんだからね!?　まってよドクロちゃん……！」







　──これは、今まで謎なぞのベールに包まれてきた『木工ボンド部』の実態に迫り、その光も影も余すトコ無く描き出す、友情と努力と勝利の物語。
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「──みんな今いま頃ごろ、合宿中なのかな……」

　僕はノートにかけていた消しゴムの手を休めて、小学校へ入学した時に買ってもらった学習机に頰ほお杖づえをつきます。

　あれから、僕と天使の少女は木きの下したくんの家に立ち寄り、食べられないようにクリアファイルに挟んだプリントを彼に渡してミッションコンプリート。我わが家に帰宅しました。

「そういえばみんな、宿題ってどうするんだろう」

　そしてドクロちゃんはと言えば、家に帰ってきてそうそう、なにやらイソイソとどこかに出かけてしまったのです。なのでこうして、僕は宿題にいそしむコトができるのですが──

　さっきまで窓から差し込んでいた残照を探すように外へと視線を移せば、窓に映る自分自身と目が合ってしまいます。六畳間には、僕、ひとり。

「──ん……っ」

　両手を上に伸びをして、僕は頭を切り換えます。天使の少女はいつ家に帰ってくるかわかりません。宿題を終わらせるなら今のう〈すぱーん！〉

「ただいま桜さくらくん!!」

「おかえりなさいませ？　ドクロちゃんっ」

　ヤルセナイ気持ち。僕は天使の少女へ笑顔と共に振り向きました。

「ねえ聞いて？　ボクも〝がっしゅく〟の準備できたのーっ！」

「えっ？」

　上がりきったテンションのまま近づいてきた彼女は「あーっ、もー桜くんなにやってるのー？」と、僕が座っていた回転式のイスを摑つかみ、〈ぐるーん〉と回しました。

「ごはッ!?」

　遠心力に負けてはじき飛ばされ、たたみの上を転がり壁に打ち付けられた背中を押さえながら、僕はスーパーニコニコしっぱなしの天使の少女に尋ねます。

「なん、の、準備が、できたって……？」

　すると彼女は「あはっ」とさらに表情をくずし、

「ほら！　普ふ段だんはできない色んなコトをガッコウで泊まりがけ！　みんなでココロもカラダも一つになる練習をする、あの〝がっしゅく〟だよう！　ねっ、ボクたちも『ルネッサンス』目指していっしょにがんばろう？」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　いきなりそんなコト言われても、そもそも僕たちは部活なんか──はッ!?　ま、まさか……！」

「そのとおり！　我らが『木工ボン──」

　途端、自分の口を押さえるドクロちゃん。

「？　どうしたの……？」

　のぞき込んだ彼女の瞳ひとみの中にあったヒカリは爆光。それは『すごいコト考えちゃった！』的な輝きに満ちていて、

「──なんだと思うっ？」

「は、はい？」

「ねえ桜さくらくん？　これからボクたちが、いったいなんの合宿をするのかヒントを出すから当ててみて!?　正解者は合宿にご招待しちゃいまーす!!」

「待って？　今さっき、『木工ボン』まで言ったよね？」

「ヒントその①いち──っ！」

「ぐうヲぉおオあァアアあッ!!」

　天使の少女は、机の上に駆け上がって跳ちよう躍やく、身をひねってコチラへ躍おどりかかり、僕の首にふとももを絡からめ、〈ずばーん！〉と、たたみに叩たたきつけたのです。

「が、がんばるぞォォ……ッ!?」

「『それは、出したばかりの時には白くてねばねばしていて、乾燥すると半透明でカチカチになるものです』」

　言っておきますが僕はもう金こん輪りん際ざい、木工ボンド関係の集会には出席したくないのです。なので、

「な、なんだろう！　それっていったい、なんだろう!!　う、うぅぅぅううんッ!?」

「いいから思いついたモノを答えてみてよ桜くんっ！　ねえねえねえねえっ！」

　あろうコトか天使の少女は、ファミレスの入り口でおもちゃをおねだりしてくる幼おさな子ごのように、極めて激しく僕へと答えを強要してくるのです。

「え、ええっと、だ、出したばかりの時には白くてねばねばしていて、乾燥すると半透明でカチカチになるモノでしょ!?」

「うん！」

「ご、ごはんつぶ!?」

「ぶぶぶ───!!　でも、ちょっとおしい！　じゃあヒントその②」

「その②もあるの!?　も、もうやめようよ！」

「次のヒントは、匂においをかいでもらいます！」

　少女は、上部に丸い穴の開いた白い箱を持ってきます。そこから漂うのは、なんだか揮発性かつ甘あま酸ずっぱい未来感覚の香りです。これはマゴウコトなき、アレの匂いです。

「どう？　桜くんも大好きなこの匂い、思い出した？　ならば、さあ答えて！」

「ええと……うぅぅんと、そ、そうだ、わかったぞ──ッ!?」

「言ってみてー!!」

「これはお寿す司しだ!!　僕お寿司大好き!!　きっと箱の中には少々ケミカルなお寿司が入ってるんだよ!!」

「ぶっぶ───！　自分の願望ばっかりじゃだめ！　ペナルティ！」

「痛っ！」

「じゃあ、ヒントその③！　今度は手で触ってみて？」

「ええええッ!?　い、いやだよー!!」

　金色のわっかにリボンを絡からめた少女は、香り立つアレがナミナミ入っているだろう白い箱をコチラに突き出します。

「ほらぁ……勇気を出して、中に手を入れて、触ってみて……？　ね？　はやく触ってよ～」

　僕はなんだか、そのセリフに変な好奇心を刺激されてしまい、「う、うぅぅっ」と、おそるおそる箱の中に手を入れました。

〈くちゃぁ……〉

「ぁあー……ッ！　ちょっと冷たくて、ぬるぬるするもので満たされてるー！　こ、これは──!!」

「もうわかったでしょ!?　答えてみてっ！」

「──もずく酢！」

「ブブブブブー！　ペナルティ！」

「死んじゃう！」

「ヒントその④！」

「も、もうやめようよこんなの!!　いつまでこのヒントは続くの!?　まさか僕が解答に辿たどり着くまで終わらなぐぉおッ!?」

　天使の少女は、大外刈りで僕をたたみに寝かしつけ胸に馬乗り、木工ボンドのチューブを顎あごの上に突き付けてきました。

「はい桜さくらくん、お口をあーんして？　ヒントを出すから」

　そして、僕の口に小さくて細い指を突っ込み無理矢理こじ開け、片手で黄色いボトルの先端を口こう腔こうへと向け、今まさにチューブを絞ろうとする少女。

　身の危険を感じた僕は喉のどの奥から、血のような言葉を吐き出します。

「ひぃぃぃぃいひひ、ひらめいたぁ……っ！　答えは『木工ボンド！』　木工ボンドでしょドクロちゃん!!」

「ぴんぽんぴんぽんぴんぽーんっ！　大当たりー！　ではでは正解者は『木工ボンド部合宿』にご招待～！」

「や、やだよーッ！　僕はそんなトコロにいきたくないっ！　あっ！　くぅッ！　なに？　身体からだが痺しびれて来た!?　はっ！　ドクロちゃん？　僕の身体からだにいったいナニを……──」




　　　　★




「ついたよー」

　天使の部長に連れて来られたその部屋に、僕は見覚えがありました。

「え……？」

　灯ともされた明かりが白い壁と濃のう緑りよくリノリウムの床を照らし、室内は奥へと続く細長い作り。僕の背後には頑健な黄色い扉があり、正面、一番奥まったトコロには大きな灰色のシャッターが降りていました。一見すれば倉庫のような印象ですが、ここはまさしく聖ゲルニカ学園の、

「給食配はい膳ぜん室しつ!?」

『給食配膳室』とは、文字通り、四時間目が終わったら給食センターから運ばれてきた給食をみんなが取りに来まくるスペースです。

「ま、まさか、ここが……」

「うん、木工ボンド部の〝がっしゅくじょ〟だよ？」

　つまり僕はあの後、自分の部屋から我らが学まなび舎や、その給食配膳室まで天使の少女の手によって連行されて来たというわけなのです。草くさ壁かべ桜さくら 、不本意ながら今日これで二回目の登校です。

　見れば教室一つ分程の室内には、銀色のステンレス製、備え付けのがっしりとした大きい棚が設しつらえてあり、その上には給食の代わりに大量の木工ボンドが運び込まれていました。

「ドクロちゃん、ドコに行っちゃったのかと思ってたら、ずっとこんなトコロで……」

「もう準備はバッチリなんだから！　桜くんは、なーんにも心配しなくていいんだよっ？」

　彼女は〈ぴらり〉と僕に向け、一枚のわら半紙を広げます。

「なにそれ？　え……っと『合宿許可証』？　すごいねドクロちゃん、こんなモノまで用意したんだ」

『うん！』と頷うなずき、褒ほめて褒めてレーザーを全身から放つドクロちゃんの頭を撫なでてあげながら、僕は許可証を手に取ります。

「でも今頃になって、よく許可手続きが下り──ん？　あれ？　この『許可します』のトコロに押してあるハンコ、まさか……!!　あァアッ!!　やっぱり、やっぱり血判だよコレぇッ!!　しかも今度は拇ぼ印いんじゃなくて山やま崎ざき先生の手形だよ!?　お相撲すもうさんの色紙みたいなヤツ！　ちょ、ちょっとドクロちゃんなんなのこれ!!　山崎先生に今度はナニをしたの!?　二人目のお子さんが生まれるって最近ようやく笑顔を取り戻してきたトコロなのに、こ、こんな……!!」

「だから、顧こ問もんの山崎先生のぶんまで『ルネッサンス』をがんばろう！　おー!!」

「お、おー!!　いや違うちょっと待って！　だからじゃない！　ドクロちゃん、『ルネッサンス』にも参加する気なの!?　というか、木工ボンド部が!?　そもそも他校に『木工ボンド部』は存在しているの？　ねえドクロちゃん！　お願いだから僕の目を見てッ!?」

「おそくなりました」

　その時、突如〈がちゃり〉と開いた背後の扉。そこに大きなバッグを持ってたたずんでいたのは、純白の軍服に身を包み、黒い革ベルトで顔の左半面を覆おおい隠した女性。すなわち、

「ザ、ザクロちゃん……ッ!?」

「おつかれさまーっ！　うぅん、ぜんぜんへいきだよ？　ボクたちも今来たところ！」

「なにぶん、急だったもので」

　部屋の隅にあった車輪付きの配はい膳ぜん台だいにバッグを置き、すらりと背の高い妹天使は姉の返答にしとやかな笑みをこぼします。そんな彼女に思わず尋ねてしまいます。

「も、もしかして、ザクロちゃんも合宿に参加するの？」

「はい。わたくしは普ふ段だんならリトルリーグに所属する身なのですが、今日は特別におねえさまの計らいで『聖ゲルニカ学園☆木工ボンド部合宿』に体験入部させて頂けるコトになったのです。よろしくお願いします、桜さくらさん」

「あ、こ、こちら、こそ……」

　一礼するザクロちゃんの声や仕草はとっても嬉うれしそうで、僕は言葉に詰まります。

「し、失礼するですぅ……」

　そこへ聞こえる、眠たげに甘えるような女の子の声。〈がちゃっ〉と開いた扉からひょこりと現れたのは、

「あのぅ、木工ボンド部合宿の場所って、ここであってるですかぁ？」

　くたびれ色あせ始めた感もある聖ゲルニカ学園指定の制服に、クリーム色の髪の毛。そこをかきわけて生えるくるくる羊角に金色の瞳ひとみ 、黒紫色のクマを宿した一人の少女。

「って、サバトちゃんまで!?」

「ああぁ！　よかったですぅ！　桜くんにドクロちゃん、ザクロちゃんもいたんですぅっ」

　彼女は、ぱぁぁっと瞳を輝かせ室内に飛び込んでくるのです。

「なんでサバトちゃん、こんなトコロに……」

「それがですね聞いてくださいですぅ。突然弓矢が、サバトのおうちの壁を貫いてぇ」

　野宿天使は僕たちの方へと近寄り、一本の矢と、びらびらと横長に展開された一通の手紙を取り出して僕に見せてきました

「これ、矢や文ぶみだね……。あれ？　でもそもそもなんでサバトちゃんにまで合宿のお知らせが回ってるの？」

「だって、サバトも木工ボンド部の一員ですよぅ？」

　少女は金色の瞳で、コチラをきょとんと見上げます。

「……あ、ああ！　あのときね！　カラオケボックスで！　はい、はいはい入部したもんねー木工ボンド部にサバトちゃん。もちろん僕は覚えてるよ？」

「ウ、ウソですぅ！　絶対桜さくらくん今の今まで忘れてたですぅ！　サバトはあのとき、桜くんに誘さそわれたからぁ！　だから──！」

「そういえばサバトちゃんのツノって立派だよねー」

「あっ、ひっ、ひゃぁうっ、なにするんですかぁ！　ツ、ツノを、サバトのツノをさわっちゃいやですぅぅぅ！」

　サバトちゃんは顔を真っ赤にしてカラダをよじり、転げるように配はい膳ぜん台だいの陰に隠れると、ちょっとだけ顔を出し、「うぅぅぅー」と、弱々しく僕を睨にらんできます。

「じゃあ、みんな集まったトコロで、さっそく木工ボンド部の強化合宿をはじめまーす！」

「え、ちょ、ちょっと待ってよドクロちゃん！　いまさら感もあるけど一応僕の話も聞いてもらえない？」

　いつの間にかステンレスの棚の上に立ち上がってみんなを見回していた天使の少女に、僕は抗議めいた声を出してしまいます。

「うん？　なぁに、桜くん」

　このままでは、なし崩しで木工ボンド部合宿が始まってしまいます。自分がなんとかしなくてはイケナイという使命感。僕は言葉をつなげます。

「ほ、ほら僕、急に合宿だなんて言われて連れて来られたから、準備なんて全然してなくて、その、なんというか──」

「まかせてって言ったでしょ？　桜くん！」

「えっ？」

「そんなコトもあろうかと、きちんと桜くんのパジャマも替えの下着もこの通り！」

　天使の少女が背後から得意げに取り出したのは見覚えのある僕のお気に入りの青いバッグです。そして彼女がファスナーを開けて中身を引っ張り出せば、

〈ぬちゃ〉

「あー」

「僕の服がみんな木工ボンド漬けになってる!?」

　彼女はごそごそと、溶いた小麦粉をくぐらせ熱い油に入れる直前の具材みたいになっている僕のパジャマなどと一いつ緒しよに、キャップが取れて中身が噴出している木工ボンドをつまみ出しました。

「も──!!　木工ボンドをバッグの中にいれたなら、きちんとフタは閉めておこうよ!!」

　僕はひったくるように天使の少女からバッグを奪い返し、中身を確かめます。

「あぁ……バッグの中も……！」

　中学入学当時から愛用してきたバッグが白はく濁だくによってぐちゃぐちゃです。まだ合宿が始まってもいないうちからコレです。合宿が始まったら、いったいどうなってしまうか予想もできません。僕は猛然と木工ボンド部部長に振り返ります。

「いい加減にしてよ！　なんでいつも僕に無断でこんなコトするの!?　もう僕家に帰る!!　ドクロちゃんは合宿でもなんでも好きにすればいいでしょッ！」

〈しぃん〉と静かになる、配はい膳ぜん室しつ。

　しまった、と。思った時にはもう手遅れでした。

「ぁ……」

　室内の空気が一変していました。想像以上に冷たく、鋭く、響ひびいてしまった僕の言葉。天使の少女は深くうなだれます。そして、沈ちん黙もく。僕のセリフが残した余よ韻いんは静寂によって増幅されます。

「……ごめんね桜さくらくん」

　ぽつりと喉のどからこぼれた少女のセリフ。

「い、いや、僕も強く言いすぎ──」

「桜くん今日、教室でみんながいなくなった後、すごく寂しそうだったから」

「え？」

「ボクが合宿してあげたらきっと、元気になってくれると思って」

「あ……」

　自分の足下が、底なし沼になったのかと思いました。

「でもボクのやったコトは、逆に桜くんを怒らせちゃっただけみたい」

「そ、それは……」

「ボクっていつもこうだよね。あ……いますぐ、これ片づけるから──」

「ちょ、ちょっとまって！」

　配膳台に向かおうとする天使の少女の肩をがしっと摑つかみます。

　……僕はなんて酷ひどいヤツなのでしょう。おい、草くさ壁かべ桜。よく考えてみろ。今までドクロちゃんが僕のためになにかやってくれたコトがあったか？　いや、ない。コレは彼女の不器用ながらも最大限の好意なんじゃないのか？

「あやうく、僕は大切なモノを失ってしまうトコロだったよ」

「桜くん──」

　不安と焦あせりを溜ためた深ふか緑みどり色いろの大きな瞳ひとみが、僕を見つめます。

「ごめんドクロちゃん。一いつ緒しよにしよう、合宿を。僕が悪かった」

　ココロが震ふるえ、胸がいっぱいになるのを感じました。独りぼっちだとあきらめ、目をふさぎ自分の中に閉じこもっていたあのコロ。そんな僕に、そっと手を差し出してくれたのが、ドクロちゃんだったのです。

「ほんとう……に？」

「うん、もちろんだよ。せっかく集まってくれたみんなに悪いし、それに、実を言えば僕、ドクロちゃんの言うとおり、ちょっと寂しかったんだ……」

　僕は「えへへ」と、鼻を指でこすりました。

　少女はぴょこんと立ち上がり「ありがと」と、目元をぬぐいます。この事件をきっかけに、草くさ壁かべ桜さくらはまた少し、大人になれたのかもしれませんね。

「あ、これ、ドクロちゃんの最新作？」

　改めて、木工ボンド部合宿の舞台となる室内を見回していた僕は、窓辺に一つのオブジェを発見するのです。

「うん！　『ボクを信じて』っていうの！」

　二つの手首が人差し指をくっつけあっているその作品は、まさしく今の僕たちにぴったりなモノでした。

「よぉし、じゃあ僕もこれをお手本にして──」

　神々しいモノに触れようとするかの如ごとく、僕は『ボクを信じて』に手を伸ばし、

「あ」

　誤る目測。

　僕の右手が絶妙なバランスで直立してた『ボクを信じて』に衝しよう突とつすれば、オブジェは床へと落下。〈ごめしゃッ〉と音を立て、木工ボンドで作られた人差し指は骨折したようにアラヌ方向へと、へし折れました。

「桜……くん──？」

　そして、僕の肌が感じ取ったのは空気の揺らめきです。背後に迫る少女から〈ゆらぁッ〉と、濃厚すぎる気配が迫り、

「ド、ドクロちゃん？　わざとじゃ、わざとじゃ、無いんだよ……？　僕は、ただ手にとって、間近でじっくり見ようと！　ち、ちがうよ!!　こんな変なの壊こわしちゃえなんて僕はこれっぽっちも思ってない！　ほら、今からだって直るよ！　僕も信じて!!　ほら、こうすれば、あ、取れちゃった。……ご、ごめん！　ゴメンナサイドクロちゃん！　ああもうどうすればいいのッ!?　よーし話し合おう！　話し合いで僕らは解わかり合えるはゴルェ」
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　皆さんは『木工ボン道』という概がい念ねんをご存じですか？

　それは『木工ボンド部』の活動についてお話しする際、避さけては通れないものなのです。

　──木工ボンドを通して、ヒトは人生を豊かに暮らすコトができる。たやすくは到達できない道を進めば、毎日をまっすぐ生きるコトができる──

　木工ボン道の開祖である少女は、コトあるごとに滔とう々とうと僕らに語って聞かせたものです。

　そして今、木工ボン道を極めんとする集団『木工ボンド部』、その合宿所である給食配はい膳ぜん室しつにて、

「ちょっとまって桜さくらくん。今日着るのはそっちじゃないの」

「そ、そうなの？」

　一代目家元、天使の少女に声を掛けられ、僕は手を止めます。

　家から着てきた普ふ段だん着ぎを脱ぎ捨て、『ボンド　チェンジ　ザ　ワールド』『プリン・アラボンド』『ボンドガール』などのロゴが縦じゆう横おう無む尽じんに刺し繡しゆうしつくされた木工ボンド部公式ユニフォーム、真ピンクジャージに袖そでを通そうとしていた僕に、天使の少女はなにやら差し出してくるのです。

「ルネッサンスに向けて、ユニフォームを競技用モデルに変更してみたの」

　ドクロちゃんの手にあるのは、一見して、ゆったりと大きめな衣類。

「でも、それって──」

　戸惑います。だって彼女が僕にススメてくるユニフォームとは、長袖とエプロンが一体になったデザインで、袖口をすぼめるゴムひも、背中で留めるマジックテープに帽子までセットになった、まさしく、

「給食着、だよね……？」

「ちがうよ？」

「ちがくないでしょ!?　これはどっからどう見たって給食当番が着る給食着だよ!!　決して部活のユニフォームにはなりえません！」

「どうしたのですか？　桜さん、おねえさま。なにか問題でも？」

　そこへ、まるで、ぐずる園児を気遣う先生のように声をかけてきてくれたのは妹天使のザクロちゃん。

「もう聞いてよザクロちゃん！　ドクロちゃんが給食着を──って、ザクロちゃんは既に着ているゥッ!?」

　モデルみたいに背が高い天使がいつもの軍服の代わりに身につけていたものは、たった今問題になっていた給食着。ザクロちゃんはおねえさんの言うことに素直すぎます！　そこが彼女のいいトコロではあるのですが、今はその長所がアダとなり、外見年齢十九歳が装着する給食着は、実年齢九歳のザクロちゃんだけが可能なアンバランスさゆえのかわいらしさによりバッチリなコトになり……って、

「あ、あれ？　でもザクロちゃん、なんでそんなに薄うす着ぎなんですか……？」

　視線を落とせば、彼女の、いつもは軍服に包まれている白い脚が給食着の裾すそからすらりんと伸びているのがまるわかり。

「はい。この競技用ユニフォームの下には、下着しか着けていないので」
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「な、ちょッ!?　だ、だめぇぇええッ！　ストォップ！　くるりと回らなくていいから九歳ちゃん!!　だ、だめだよそんなの！　まちがってる!!　あぁッ！　サバトちゃんも給食着しか着てないの!?　い、いい？　給食着はね、こう、こうやって……着ている服の上に着るモノなのです、オゥケィッ!?」

　僕は手にしていた自分の給食着を、Ｔシャツの上に身につけて見せます。

「じゃあ、準備できたらみんな集まってー？」

「ドクロちゃんは、みんなに正しい給食着の身につけ方、説明しておきなよもうっ！　なんか僕、結局給食着、きちんと着ちゃってるし……！」

　いそいそと、いつもの服を再び身につけた上から給食着を着用したザクロちゃんとサバトちゃん二人と共に、僕は配はい膳ぜん台だいを前にしたドクロちゃんのトコロへと、横一列に集合します。

「ではこれより──」

　そして、三人の前に立った天使の少女、木工ボンド部部長は高らかに宣言するのです。

「──木工ボンド部合宿をはじめます！」

『よろしくおねがいします！』

「じゃあ、最初にボクがお手本を見せるから、よく見ておいてね？　あとでみんなにもやってもらうから」

　いつもは給食を乗せて運ぶ台の前に立った天使の少女は、さっそく、用意された丸い銀のトレイの上に〈ちゅるるるるーん〉と、黄色いチューブから木工ボンドをシボリ出します。

「おお……」

　僕はドクロちゃんのボンドを操る妙技に少しだけ驚おどろきます。チューブのノズルは細かく上下左右に振られ、白はく濁だく液えきは銀色の上に細かく均等なマス目を描くように降り注いでいくのです。やがてトレイの表面には、アップルパイのように白い編み目ができあがります。

「このくらいかな？」

　彼女は〈ぷちゅぷちゅ〉とボンドをかき混ぜ始め、みるみるうちに──

「かんせーいっ！」

　出現したオブジェ。全すべてが白一色な作品が意味するものに気づいた時、僕らは感嘆の息を漏もらしていました。

「うわぁ……」

「すごいですぅ」

「さすがおねえさま」

　銀盆の上にあったものは、木工ボンドが作り上げた白い湖、その表面に生まれた波紋。そして波紋が描く同心円の中心に隆起しているのは、可愛かわいらしい小鳥だったのです。僕は思わず尋ねます。

「ねえ、なんていう作品なの？」

「これは『バード・スプライ飛と』と申します、桜さくらさん」

「『バード・スプライ飛と』？」

　ふわりと微笑ほほえみ、「ここをご覧ください」と、ザクロちゃんがぱらぱらめくってくれた雑誌のような本。手を止めたページには、ドクロちゃんが作ったオブジェによく似た作品がカラー写真で掲載されていました。横のキャプションには確かに『バード・スプライ飛と』とあります。

「ほ、ほんとだ……」

「このオブジェには初歩の技が全部ふくまれているの。〝バード・スプライ飛を制する者は木工ボン道を制す〟って言うくらい、基本的な型かたなんだから」

　ドクロちゃんの言葉に、ザクロちゃんやサバトちゃんはしきりに頷うなずいています。なんだか今の彼女は、さすが部長という感じがします。

「ところで、なんですかこの本……」

　僕はザクロちゃんから渡された雑誌をひっくり返します。

「『月刊　はじめての木工ボン道』の先月号ですよ？」

「え？　あ、ホントだ！　『今日からあなたも木工ボンダー。特集は〝こだわりノズル五百選〟』す、すごい……けど、だれが買うんだこんな雑誌……」

「サバトにもこんなスゴイのができるんですかぁ？　けっこう難しそうですぅ……」

　クリーム色の髪の毛を揺らしてつぶやく天使の言葉に、僕ももう一度、ドクロちゃんが作りだした、小鳥が水面にそっと舞い降りたような、優雅な木工ボンド作品に視線を移しました。

「うぅん、まずはみんな、木工ボンドと自由にたわむれるコトからはじめてみて？　その後に、今ボクがやったみたいな〝規定演技テクニカル〟をだんだん覚えていけばいいから」

「テクニカル!?」

「うん、木工ボン道には、〝規定演技テクニカル〟と〝自由演技フリー〟の二種類があるの」

「そんなものまで……」

　彼女が言うには、先ほど僕が壊こわしてしまった『ボクを信じて』は、自由演技フリー作品だったそうです。

　そして、ドクロちゃんの〝規定演技テクニカル〟にすっかり感心してしまった僕らは、それから彼女の指示で、上から見たら三角形になるように配はい膳ぜん台だいを配置して準備を整えます。

　なんだかこの配膳室に来てから、驚おどろきっぱなしです。

　僕はそれを少し、気恥ずかしく感じてしまいます。だって僕は木工ボンド部に入ってから結構経たっているのに、今日初めて知るようなコトばかり目にしているのです。わき上がってくる『もっと早く知っておけばよかった』という気持ちを、『これからだってまだ間に合う！』という思いで静め、僕は前を向きました。

　三人が囲む中央の空間に一人一人と向かい合えるように立っていた天使の少女は、それぞれににっこり微笑ほほえむと、みんなに向かってコーチのように告げました。

「じゃあ、始めてみて？」

「はい」

「はぁーいですぅ」

「よーし！」

　ここからが本番です。

　給食着の袖そでをまくれば自然と背筋が伸びて、なんだかドキドキ。鼓動が少しずつ速くなっていきます。そんな自分に気づいた瞬しゆん間かん、僕は心のなかで思わず苦笑してしまいました。さっきまで木工ボンドに対して否定的な気持ちが強かったハズなのに、それが今や木工ボン道が見せた、意外なまでに奥の深い世界を前に、最上級のわくわくを感じてしまっているのです。

　僕はさっそく、標準的な黄色いボトルを手に取り、ノズルを下に向け容器を押せば中から白はく濁だく液えきが銀の盆へたらたらと流れ落ちていきます。途端に強くなる独特の香り。

「おぉ……」

　科学物質の芳香に、思わず声を漏もらします。木工ボンドの匂においをかぐわしいと感じたのは、今回が初めてかもしれません。ドクロちゃんがうっとりしてしまう気持ちが、少しだけ解わかったような気がします。

　木工ボンドは、あくまで流体力学に従い、銀の大地に広がり続けます。しかし、その様子は持って生まれた特徴たる粘性ゆえに、ゆったりとしたもの。まるでそれは、あくせく毎日を生きる僕達たち、スピード社会への無言の問いかけのようです。けれど、僕がボンドから感じたのはそれだけではありません。僕らへメッセージを伝えると同時に、木工ボンド自身も、立ち向かっているのです。小さなカラダをこれ以上広げられまいと、周囲を支配する重力へと。

　そんな純白なボンドの姿に、僕はなんだかココロを打たれてしまい、心の温度を急上昇させてしまいます。

　もはや僕の中に『ボンドに触れるコトへの抵抗感』などありませんでした。それどころか、そこには『早く触れたい』と胸を高鳴らせる自分がいるのです。

　僕はいつのまにか、目の前の化学物質に、愛情にも似た感情を抱くようになっていたのです。白く気品に満ちた〝彼女〟の──僕は目の前の木工ボンドを彼女と呼ぶことにします──意志をくみ取るように、穢けがれ無き滑なめらかな表面へと指を伸ばしました。

　ひやりと冷たく、まるで僕を拒絶するようだった指先の感触も、こちらに友愛の念があるとわかるやイナや、温かく絡からみつくものに変わっていきます。

　僕は両手で白濁液をやさしく、時に激しく混ぜ、かき回し、形作っていきました。後から思えば、その時の僕の中にあったのは、確かな〝意志〟と〝無心〟の両方だった気がします。

　やがて、できあがったのは、七本の螺ら旋せんが寄り添い、天へと垂直に立ち上がった塔のようなオブジェでした。気が付けば僕はいつの間にか、彼女ボンドを重力の束そく縛ばくから脱出させる多重ＤＮＡのような形へと作りかえていたのです。

「桜さくら、くん……？」

　そして、忘我の状態だった僕の意識をそっと呼び戻したのは、

「あ、ドクロ、ちゃん……」

　目の前にしゃがんでいた天使の少女のくりくりヴォイス。

「これ、どうやったの？」

　小さく震ふるえた声で、そう尋ねてくる彼女。しかし、天使の少女は僕を見てはおらず、目の前にある半分固まりかけた銀盆上の木工ボンドを凝ぎよう視ししています。

「ええと、僕も、あんまりよく覚えてなくて、なんだか木工ボンドが、そういう形になりたそうだったから……、僕は手助けをするつもりで──って」

　よく見れば、天使の少女はふるふると震ふるえ、大きな瞳ひとみをうっすらと涙ぐませているのです。

「ちょ、ちょっとドクロちゃん、どうしたの？」

「『オーバー・ザ・レイン棒ぼう……』」

　耳慣れない単語をぽつりとつぶやいたのは、ザクロちゃんでした。

「えっ？」

「おねえさま以外に、この技を成功させる方が、いらしたなんて……」

　彼女は、姉であるドクロちゃんと同じく、僕の作ったオブジェを前に、張りつめた表情でそう声に出すのです。

「わぁ、桜さくらくんすごいですぅ！」

　そこへサバトちゃんまでやってきて、素直な驚おどろきで、僕と自分が作ったオブジェを見比べています。

「桜さんがなされた技は、その名を『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』と言います」

　ザクロちゃんは呼吸を整え、僕に向き直ります。

「桜さんは、おねえさまが現代の『木工ボン道』、その家元に君臨していらっしゃるのはご存じですね？」

　僕はコクリと頷うなずきます。

「ではなぜ、家元になることができたのか、その理由は？」

「いえ、知りませんが……」

「おねえさまは、もはや再現不可能と言われた伝説の技、『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』の技術を復活させたコトにより、家元を襲しゆう名めいすることができたのです」

「え、えぇえっ!?　じゃ、じゃあ、僕はいきなり、そんな技を──」

「ちがうの、これ、『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』なんかじゃない」

　僕の驚きよう愕がくをさえぎるように、たんたんとした声を漏もらしたのはドクロちゃん。

「そ、そうだよねドクロちゃんっ！　僕がいきなりそんな難しい技なんかできるわけないよっ！　だって僕、まだまだ初心者なんだし──」

　けれど天使の少女は、僕のセリフが聞こえていないかのゴトク、低く言葉を紡つむぎます。

「『木工ボン道』には、一般に最高難度とされる『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』から、さらに発展させた、一子相伝の技が存在するの……」

「それは本当ですか!?　おねえさま。この上、さらに高みの技が？」

　ザクロちゃんの震えた声が、ドクロちゃんを頷かせます。

「いまだ口伝でのみで存在し、誰だれもなしえなかった究極の技。それが──」

　そして茫ぼう洋ようとした瞳のまま、天使の少女は僕へと視線を向け、

「──『ロスト・ニルヴァー那な』」

　強い感情のこもった声を漏もらすのです。天使の少女は、僕の作った作品の一番上の部分を指さします。

「ここを見て？　表面が波立っているでしょ？」

「あ、うん。そういえば……」

「この隆起は『ロスト・ニルヴァー那な』の前兆。本来なら、ここから大きくバラの花が咲くように広がっていくの」

　彼女は詰めていた息を、深く熱く吐きだし、それからゆっくり柔らかく胸をふくらませます。

「ボクでさえ鍛たん錬れんに鍛錬を重ねて到達した『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』を、誰だれにも教えられずに桜さくらくんは完成させて……。さらに『ロスト・ニルヴァー那な』にも……」

　白はく濁だくした木工ボンドから、再び視線をこちらへと移すドクロちゃん。

「昔、聞いたことがある。いつの日か木工ボンドの声を聞き、全すべての『接着界』を治める者が現れるって」

「え……？」

　彼女は僕の両手を包むようにそっと握り、潤うるんだ瞳で僕をまっすぐ見つめ、言葉を紡つむぎます。

「その者の名は『白濁の声を聞くもの』。生まれながらにして木工ボン道を歩むサダメを背負った存在──」

「ぼ、僕が……!?　『白濁の声を聞くもの』!?」

「ボクは、とんでもない野や獣じゆうを呼び覚ましてしまったのかもしれない……」

　少女の僕の手を包む温度が微かすかに上がりました。さっきまでの部長としての厳格な雰ふん囲い気きとはうってかわり、彼女は今や恋する乙おと女めのような瞳ひとみでコチラを見つめています。

「ちょ、ちょっとドクロちゃん？　それはどういう……」

　そしてゆっくりと、天使の少女は慈いつくしむように僕へと寄り添って来ます。

「はいこれ、レモンの蜂はち蜜みつ漬け」

「ええっ!?」
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「ふぅ……──」

　水道の蛇口から口を離し、きゅっきゅっと水を止めながら息を整えました。

　ここは『合宿所（＝給食配はい膳ぜん室しつ）』と同じ校舎の一階にある、昇降口にほど近い六つの蛇口が並ぶ水飲み場です。

　先ほどトイレに行ったついでに「今日、宮みや本もとの家に泊まることになったから……！」と、自宅に連絡を入れ、僕はなんとか今回の無断外泊に対する両親へのアリバイ作りに成功しています。

　さあ、これでもう後戻りはできなくなりました。

　廊下の時計を見れば、現在時刻は夜の八時ちょっと過ぎ。普ふ段だんなら、家でお風ふ呂ろに入ったり、テレビを見たりと、まったり過ごしている時間帯です。

　でも現実の僕といえば、木工ボンド部合宿に参加していて、今こうして、蛍光灯で漂白されたように照らされた水飲み場に居るのです。こんなコト、今日の朝には予想だにしていませんでした。

　校舎の中はしんと静かです。けれど時折、こんな時間なのに窓の外からサッカーの練習をしている生徒の声が聞こえたり、体育館の方から竹刀しないをかち合わせる音が届いてきます。

　そう、この夜の学校にいるのは僕だけじゃありません。今や聖ゲルニカ学園全体が、『文武両道競技会ルネツサンス』に向けて動き始めているのです。そして僕もその中の、一人。

「よし、がんばるぞ！」

　僕だってやる気だけなら、みんなに負けないつもりです。

　流しの水に浸けてある銀のお盆を見れば、いい具合に木工ボンドは水を吸って半はん生なまになっています。ここまでくれば、練習中に固まってしまったボンドも洗い流すコトができます。そして、僕がたわしで白はく濁だくを擦こすり落とそうとした時でした。




「そこにいるの、桜さくらくん……？」




　後方より僕の名を呼ぶ、銀の鈴が鳴るような女の子の声。

「し……」

　ただそれだけのコトなのに、とめどないビートを心臓は刻み始めます。

「静しず希きちゃん!?」

　だって、そこにいたのは体育着姿、幼なじみの女の子なのです。僕はとっさに木工ボンドが付着している銀のお盆を背後に隠します。

「びっくりした。まさか桜さくらくんがいるなんて……」

　なで下ろした胸に手をあてたまま彼女は僕へと近より、好奇心の微笑ほほえみで見つめてきます。

「え、あ、どうしたの？　静しず希きちゃんこそ、こんなトコロで」

　誰だれもいない夜の校舎で、片かた想おもいの相手である幼なじみの女の子と、偶然にも二人っきりになれるなんて。アア、合宿ってなんて素敵なんだろう。僕は木工ボンドに心の中でお礼を言います。

「うん、今さっき、ちょうど練習が終わったの。それで、鞄かばんの中みたら、教室にハミガキセット忘れちゃったみたいで取りにいこうかなって。そしたら聞き覚えのある声がしたから」

　彼女はスグそこにある階段で、二年Ａ組の教室がある二階へと上がろうとしていたのでしょう。

「桜くんはどうして……」

　ここにいるの？　と、静希ちゃんは恥ずかしそうに僕をうかがいます。

「あ、うん、僕も今、合宿してて──」

　って、ちょっとまてまて草くさ壁かべ桜。僕が木工ボンド部の活動の真っ最中だと静希ちゃんに知られて、果たしてそんな未来にハッピーエンドが待っていると本気で思っているのかい？

「え？　合宿って」

　案の定！　静希ちゃんはコクビをかしげています!!

「うぅううううンッ!?　え、あ、というか、やっ……野球部がねっ！　野球部が、人出が足りないって宮みや本もとが言うもんだからさ！　助すけっ人となんだよ僕！　あいつ今、トイレ行ってるんだけど、お、遅いなーッ！」

「そうなんだ。桜くんって、本当に友達思いなんだね」

「ま、まー、それほどでも……」

　なんとか切り抜けるコトに成功した!?　ついた安あん堵どのため息で発した僕のセリフが、

「っ!!」

　しかし、そこで固まります。

「？　どうしたの桜くん」

　なぜなら、なにげなく視界に入れた静希ちゃんの背後の暗がり。そこから『じ……っ』とこっちを見ている、長い黒髪を持つ人影を見つけたから。

「う、うわぁあああ──ッ!?」

「こんばんは、静希ちゃん」

　柱の陰から姿を現したのは、

「あ、南みなみさん」

　同じくクラスメイトの女の子。静希ちゃんは突然現れた南さんへと嬉うれしそうに声を弾はずませ、隣となりにやってきた彼女がすっと差し出した手に手をあわせ、自然に握り合うのです。

　それは、普ふ段だんならば親愛の情によって引き起こされる、女の子二人のなにげない仕草のハズでした。なのになぜ、今、南みなみさんはなにやら勝ち誇ったようにも見えるまっすぐな瞳ひとみで、こちらを向いているのか。

「南さんは、どうしたの？」

　静しず希きちゃんは、仲のよいクラスメイトに、僕と同じ質問を投げかけます。南さんはこくりと頷うなずき、

「わたしもハミガキセットを取りに」

「じゃあ私と一いつ緒しよだね」

「僕達たちの会話、聞こえてたんだ……」

　南さんはそこでうつむき、なぜか今しゃべった僕の口元をじっと見つめながら、悩んだ末に打ち明ける秘密のように静希ちゃんへと耳打ちします。

「先週の授業中、歯磨き粉を全部、誰だれかに食べられちゃったから……」

「そんな、コトが……？」

　静希ちゃんは不思議そうに首をかしげつつ、南さんの視線をたどり、僕の口元を見るのです。

「ち、ちがうんだ静希ちゃん！　僕、南さんの歯磨き粉なんて一口も食べてないよ!?」

　間違った情報を平然と述べるクラスメイトに惑わされそうになる静希ちゃん。僕は必死に弁解するのです。

「ねえ、わたしも一つ、質問していい？」

「な、なに？」

　そのサナカ、突然、南さんの質問です。

「桜さくらくん、どうして──」

「うん……」

　彼女の視線は、僕の首から下に移り、

「給食着を着てるの？」

「ッ!?」

　ひぃええ───！　そういやそうだったんだ─────!!　え、えええッ!?　ど、どうやったら現在僕が陥おちいっている状況を切り抜けられるんですか!?

「こ、コ、これはねッ!?」

　僕は自分が帽子まで着用している白い給食着を引っ張ったり叩たたいたりしながらしどろもどろです。っていうか、なんで静希ちゃんは今まで僕のこの格好を指摘してくれなかったのでしょう。なんだかよく解わかりませんが、あなどれないコトは確かです。

「え、ええと！　この給食着は、た、炊き出し！　炊き出ししてたんだよ!?　せっせと！　ほら！　僕、五目ご飯、すっごく得意だからさ！　野球部の夜食なのさ！」

「ふぅん……得意なんだ、五目ご飯が」

　南みなみさんの言葉に、僕はジクジたる思い。

「じゃ、じゃあ僕もう忙しいから行くね！　お互いやり方は違うけど、『ルネッサンス』に向けてがんばる気持ちは一いつ緒しよだよ!?」

　僕はもう、これ以上ぐだぐだになってしまうならと、逃げの一手。彼女たちに背を向けて逃亡開始です。

「あ、うん、またね桜さくらくん！」

　背後に聞こえる静しず希きちゃんの僕への声援。

『今度はきちんとした格好で逢あおうね……』僕はそんなセリフをぐっと吞のみ込み、一路、給食着をひるがえし、給食配はい膳ぜん室しつへと向かいました。




　　　　★




「ただいまー！」

　再び僕を包む化学物質の匂におい。

　室内では、ザクロちゃんとサバトちゃんが『規定演技テクニカル』である『バード・スプライ飛と』の練習をしていました。いつもは給食が乗せられているステンレスの台の上には、いくつもの波紋と、小鳥のような造形が刻まれた乾燥中の木工ボンドが並んでいます。

「お帰りなさい、桜さん」

「おかえりなさいですぅ」

　帰って来た僕へと、同じ部員である二人の天使は作製中の作品から視線を上げてくれます。

「もう、桜くんたら、おそーい。トイレにも寄ってくるって言ってたけど、ホントはなにしてきたのやらっ」

　そして、カラダをくっつけるようにして僕に寄り添ってくる天使の少女。

「い、いや、コレといって変わったコトはしてなかったけど……」

　彼女は僕のコトを『白はく濁だくの声を聞くもの』と呼び、部活終了時にマネージャーが憧あこがれの先輩にさしだすようにレモンをくれたあの時から、なんだかちょっと様子がおかしいのです。

　しかも今回は、いつもの理解不可能な理屈で僕を混乱させるおかしさとは少し違っていて、

「あっ！　桜くん後ろのシャツがでてる。まったくだらしがないんだからっ。ほら……」

「え、あっ、あ、ありがとう、ドクロちゃん」

　僕の後ろへ回り込んで、シャツをズボンの中にささっとしまってくれたりするのです。そう、今の天使の少女はまるで、だらしのない幼なじみの男の子に気をつかい、屋根を越えて部屋までやってくる、隣となりの家に住む女の子みたいに。

　しかも、なぜか彼女の瞳ひとみには僕への尊敬のマナザシとでもいうのか、キラキラとした小さな星の輝きが宿っているのです。他ほかの二人には〝きりりっ〟、部長として接しているだけに、その差がなんだかくすぐったくてたまりません。

「あ、上手になってきたね、サバトちゃん」

　僕はそこから逃げ出すように、視線をアンモナイトみたいなくるくる角を持った天使に泳がせ、彼女の作品を眺めます。

「そ、そうですかぁ？　でも、サバトなんかまだまだですよぅ」

「うぅん、そんなことない。なんだか、サバトちゃんの日々の苦労が伝わってくるような──」

　ふと、あるモノに目が留とまります。サバトちゃんの配はい膳ぜん台だいの上には、彼女がトレイからボンドを溢あふれさせてしまうのを防ぐためか新聞紙が広げられていて、そこへ、飛び散った乳白色のボンドが固まりかけています。

　そこへ唐突に〝歯磨きチューブから出てくるピンク〟、〝鮮やかな色合い〟が僕の脳裏にフラッシュバック──

「あ……」

　そして、ひらめくのです。

「ああああッ！」

　突然の大きな声に、三人の天使は一斉に僕に視線を向けました。

「す、すごいコト思いついたかも！　ちょっとまってて？」

　僕は急いで自分の教室から取ってきた青色絵の具を銀のトレイの上に〈ちゅーっ〉と広げます。そこへすかさず等量の木工ボンドを絞り出し、

「でね、こうして、絵の具と木工ボンドを混ぜるの！　そうすれば──」

　二つの液体をぐるぐる、僕は指でかき回します。すると銀盆の上に現れる青と白のマーブル模様。とても芸術的なコントラストを描いて、絡からみ合っていくのです。

「ねっ？　どう？　ドクロちゃん、綺き麗れいだとおもわない？　木工ボンドって白一色で、なんか寂しいなって感じてたんだ。固まればとってもいい感じになると思うよ!?」

　僕はこのアイデアを、新聞のインクが木工ボンドに溶け出した様子、ハミガキチューブから出てくる鮮やかな色、その二つにインスパイアされて、ひらめいたのです。これこそ白はく濁だくの声を聞くというコトなのでしょう……！

「桜さくらくん、もう──」

　ココロなしか、震ふるえているドクロちゃんの声。

「ああっ！　そうだ、さっきの『オーバー・ザ・レイン棒ぼう』も本当に七色にすれば……!!」

「──もう、やめてぇぇぇえッ!!」

「えっ？」

　刹せつ那な、僕は痛みや困難、その他全すべての苦悩から解放されました。なぜなら突如、さっきまで優しかった天使の少女が、まるで地獄絵巻に出てくる獄卒が装備しているような棘とげだらけ鋼鉄のバットで僕を〈ぺじょぉっ！〉と薙なぎ払い、判別不能の肉にく微み塵じんにしてしまったからです。肉アメーバみたいに身体からだが給食配はい膳ぜん室しつ内に飛び散りました。そして天使の少女は唇を震ふるわせるのです。

「はっ、いけないっ！　さ、桜さくらくんが、間違って全部こぼしちゃった給食のビーフシチューみたいに……！」

　彼女は慌ててくるりんターン。エスカリボルグをバトンのように空中へと放り投げ、凄すさまじい勢いで回転しながら落下してくる円盤状の鋼鉄バットのキャッチに成功、構えます。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとどうでしょう。僕はまるで、三秒ルールで拾われたおかずのように、素早く空中に浮かびあがり、ぶるぶるぶるぶる──っと足下から徐々に再構築されて立体化、元通りの僕になったのです。

「ドクロちゃん!?　なに!?　僕なにか悪いコトしたの!?」

〈からんっ！　からんからんからん……〉

　それは──

「……ドクロ、ちゃん？」

　──天使の手からエスカリボルグがこぼれ落ちて床をはね回った音でした。見れば、彼女はひどく辛つらそうな顔をしているのです。そして、視線の先には、青と白が混じった木工ボンドがあり……

「桜くんがやったのはね、『ミキシング』っていうの……」

「『ミキシング』??」

　彼女はこくりと頷うなずき、

「『木工ボン道』は、木工ボンドの〝白さ〟、〝純白〟にこそ価値を置くモノ。木工ボンドにナニかを混ぜる『ミキシング』は、もはや邪道の域。正しい木工ボン道を歩む者は決して踏み入れてはいけない場所、重大な禁じ手なの……」

「は、はい？」

「ずっと恐れていたコトが……」

　戸惑いまくる僕と、青絵の具を混ぜられて、沈ちん黙もくしたような木工ボンドを前に、天使の少女は床に膝ひざをつき、声を震わせます。

「桜くんが、桜くんが有り余る才能ゆえに、木工ボン道の『暗黒面ダーク・サイド』に引かれちゃうなんて……!!」

「木工ボン道の『暗黒面ダーク・サイド』!?」

「ねえ桜くん？　ボクの質問に、正直に答えて？　そうすれば桜くんが本当に『暗黒面ダーク・サイド』に墜おちちゃったかがわかるの。ボク、桜さくらくんが道を踏み外したなんて、信じたくない！」

「わ、わかったよドクロちゃん。僕だってそんなワケわかんないのに引かれたくない。どんな質問にも答えるよ！」

「ありがとう、じゃあよく聞いてね？　いくよ？」

　天使の少女はゆっくりと、嚙かんで含めるように、僕へと質問します。

「『あなたは今、森でお腹なかをすかせて、めそめそ泣いています』」

「う、うん……」

「『すると突然、空から白くてぬるぬるしたモノが降りてきて、自分を食べさせようとしました。あなたはそれを、どうやって食べますか？』」

「食べないよ!!　なんで食べるのが前提なの!?　僕はむしろ飢死を選択する！　なんかこの質問すごく気持ち悪いよ!!」

「ダ、『暗黒面ダーク・サイド！』」

「ちょっとまて!!　なんだこの心理テスト！　こんなモノで僕のなにがわかるっていうんだ！　だめだよこんなの！」

「だったら今の桜くんに、木工ボンドの声が聞こえる？」

「そ、そういえば……」

　僕は〈はっ〉として、慌てて自分が先ほどつくった作品『なりかけロスト・ニルヴァー那な』に手を伸ばします。触れた木工ボンドはひやりとしていて、

「あ……」

　僕はその瞬しゆん間かん、初めてコトの重大さに気が付きました。今までそこにあった温ぬくもりは既に失われ──いや、僕にはもう、彼女ボンドのコトが、なにも感じられなくなっているのです！

「ごめんね桜くん。ボクがしっかりしてなかったばっかりに、桜くんをこんな──」

「ち、違うよドクロちゃん、悪いのは僕だよ！　ああ、なんて馬ば鹿かなコトをしてしまったんだ。ねえ、どうやったら、どうしたら僕は木工ボン道の『暗黒面ダーク・サイド』から抜け出せるの!?」

「ボクにも、わからないの……」

「そ、そんなっ」

　絶望が僕の身体からだを黒く染めあげます。このままでは、本当に僕は『暗黒面ダーク・サイド』に支配され……！

「ありました！」

　とっさに顔を上げ、声の主であるザクロちゃんを見れば、彼女は『月刊　はじめての木工ボン道』を開いたまま僕たちに駆け寄ってきます。

「見つけました、桜さん、おねえさま！」

「え、いったいなにを……」

「もちろん、桜さんが『暗黒面ダーク・サイド』から脱出する方法です」

「えぇええッ!?　その雑誌に載ってるの!?　『暗黒面ダーク・サイド』からの抜け出す方法が!?」

「ここです〝Ｑ＆Ａコーナー〟の、Ｑ：『木工ボン道の暗黒面ダーク・サイドに堕おちてしまった場合』──八十二ページ」

「も、もう助かるならなんでもいいや！　え、ええと……」

　雑誌を受け取り、ページをめくり、読み上げます。

「Ａ：『悔い改め、木工ボンドと一体となるべし』──す、すごく曖あい昧まいな表現だねこれ……。どういうことなんだろう、ここにある『木工ボンドと一体となる』って……」

　三人の天使が、僕を見ました。

「え？」




　　　　★




「うそでしょ!?」

　そして僕はあの後すぐさま天使達たちの手によって身体からだを拘束され、大量の木工ボンドをもって、扉の外れた掃除用ロッカー内部に塗り固められ、夜の学校の廊下に放置されてしまったのです。

「絶対解釈がちがうよ！　木工ボンドと一体になりすぎてる！　文章そのまま鵜う吞のみにしたらだめだよーッ！」

　今や外部に露ろ出しゆつしているのは顔の前半分、手足の先端のみ。このままでは僕は珍しい罪を犯したモノに与えられる珍しい刑罰執行中状態で、朝を迎えなくてはなりません。

「こんなことしなくても僕きちんと反省するから！　お願いッ！　もう絶対木工ボンドに他ほかのモノを混ぜたりしない！　誓います！　だからお願い、誰だれか助けて……!!　ドクロちゃん！　ザクロちゃん！　サバトちゃーん!!」

　なぜか廊下の電気も消えています。今、時刻はどのくらいなのでしょうか。わかっているのは、今は夜の真っただ中だというコト。窓から差し込むわずかな光が、その他大部分の闇やみを、さらに深い黒へと強調しています。あの、林間学校の夜に味わった恐怖が、イヤがオウにも体内に甦よみがえります。

「ひぃ……ッ！」

　そこへ奇妙なほどの学校の静けさとブキミさが加わり、身動きできない今の状態とアイマッてパニクリます。合宿中のみんなは、もう寝てしまったのでしょうか。ひとっ子ひとり生徒の姿は無く、気配も感じられません。僕はもう錯さく乱らんです。しかもここは『ゲルニカ☆七不思議』の一つ、『校内をパントマイムで練り歩くガイコツ』のウワサでもちきりな理科室正面なのです。このままでは僕の目の前で《おや、こんなトコロにエスカレーターがあるぞ？（すい→→、すい←←）》です。

「だれか……、だれか早く来て!!　こ、怖いよぅッ!!　ねえ、ねえってばぁ!!」

　強く吹く風。外にある木々がざわざわと揺れ、ひゅおーんひゅおーんと鳴るスキマ風は魍もう魎りようのウメキのゴトク延々と聴ちよう覚かくを嘖さいなみ、恐怖で感覚が麻ま痺ひ、時間の感覚が無くなり始めます。ボンドの中で逃げだそうと暴れた筋肉はピクリとも動けずぐったりと疲れていますし、助けを求め続けた僕の声はがらがらになっていますから、だいぶ時間が経たっていると思うのですが──

「うぅ、うっ、ぐす……」

　やがて泣きべそです。もういいです。僕はお化けに食べられちゃえばいいんです。そうなってから後悔したって遅いのです。ドクロちゃんのばかばか！　化けて出てやるんだから！　化けて出てやるんだから！

　僕はワナにかかって身動きできない野生動物みたいな心理状態のまま目を閉じました。行き場を失った水分が目の端から流れ、頰ほおを伝います。けれど、目を閉じたら閉じたで、今度は《目を開けたら『こんなトコロに壁が！』をするガイコツ》がいるかもという恐怖妄想が僕を支配し、本当に目の前で無音の営みが実行されている気分にさらされるのです。

「うぅゥゥ……ッ！」

　そして「やっぱりこんな木工ボンド部合宿になんか参加しなければ!!」と、悔恨の念が僕の胸を覆おおった瞬しゆん間かんでした。




『なぜ君は泣いているの？』




　流れ聞こえた、小さなささやき。

「（ッ!?）」

　反射的に開いてしまったまぶた、瞳ひとみが捉とらえたその映像。




『だって、君が合宿に参加しなければ、わたし達たちが出会うこともなかった』




　目の前に、白くて長い髪、鈍にび色いろの鎌かまを持った女の子。

「し、しにがみ。ッ!?」

『いいえ、わたしは木工ボンドの精せい霊れい、モコ』

　よく見れば、少女の長い髪は純白ですが、来ている服は黄色いですし、赫あかいのは靴ではなく帽子です。手に持った鎌は、よく見ればただの大きなヘラで、足下の白猫はぬいぐるみでした。彼女はまさしく〝木工ボンドの精霊〟です。決して僕を迎えに来た、死を司つかさどるカミサマではありません。
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『泣かないで。わたしはもう一度、君と仲よくなりたい』

　モコと名乗った白い髪の少女は僕の頰ほおに手を伸ばし、涙をぬぐいます。指の温ぬくもりは、僕が初めて木工ボンドに感じたものと、確かに同じで──

「で、でもどうすれば、僕は『暗黒面ダーク・サイド』から抜け出せるの？」

　わらにもすがる思いで尋ねます。

　すると少女の指先から白い光が吹き出せば、半透明に乾いて固くなっていた木工ボンドは、みるみる、やわらかフレッシュな白はく濁だく液えきに戻っていきます。僕は慌てて封じ込められていた木工ボンドたっぷりの掃除ロッカーから〈ぬちゃっ！〉と抜けだします。

　嗚ああ呼あッ！　木工ボンドの精せい霊れいさん……!!

『わたしと、踊りましょう？』

「えっ？」

　僕は、短パン一丁に冷たく体中にまとわりつく白い木工ボンドという格好で、精霊のモコの表情をうかがいます。

『ふれあえば、きっとわかりあえるはず』

　すると、彼女はくるりと僕に背を向け、

『さあ、一いつ緒しよに』

　たっと、駆け出すのです。

「ちょ、ちょっと……!!」

『つかまえてごらん？』

　僕と〝モコ〟と名乗る女の子との距離はどんどん開いていきます。

「ま、まてまてー！」

　覚悟を決めて、僕は彼女を追いかけるために走り出しました。

　廊下に彼女の奏かなでるぺたぺたという足音と、僕のべたべたという粘着音が響ひびきます。早く『暗黒面ダーク・サイド』から抜け出さないと、また天使達たちに木工ボンドで塗り固められてしまいかねません。あと、精せい霊れいとのふれあいというのも大変気になります。

「まってってばー！」

　見た目、少女の脚は決して速いようには見えません。なのに二人の距離は、まるで夢の中みたいに、縮まらないのです。

『────、──』

　僕の声が届いたのか、白い髪の少女はくるりとこっちを向いて立ち止まり、唇を動かします。僕は必死に距離を縮め、彼女へ追いつこうと手を伸ばしました。

「あっ！」

　けれど僕が追いつく寸前、少女は微笑ほほえみ、黄色いワンピースの裾すそをひるがえして、勢いよく階段を上っていってしまうのです。

「くっそー！」

　慌てて僕も階段を駆け上がり、軽やかな少女の足音を頼たよりにたどり着いたのは二階、廊下と渡り廊下が交差する十字路でした。

「あ、あれ？」

　そこに、白い髪の少女の姿はありませんでした。僕は彼女を見失ってしまったのです。

「どこに──」

　急いでぐるりと四つ辻つじを見回し、視界によぎったのは、すっと角を曲がっていった白い影。

「──あそこだ!!」

　後を追いかけ、飛び出すように右折した廊下にいた人影は、ふたつ。

「えっ？」

　確かに女性のシルエット。しかし、ライトを手にしてこっちへ〈びくり！〉振り向いたのは、木工ボンドの精霊なんかではありません。

「し、静しず希きちゃんと、南みなみ 、さん……!?」

　そこにいたのはクラスメイトの女の子。そして彼女達の後ろにあった姿見には、木工ボンドにまみれた妖怪みたいな僕が映っていて──

『きゃぁぁぁ──っ!!』

　女の子二人の悲鳴が校舎に響ひびきました。しかたありません。静希ちゃんと南さんが夜の校舎で出会ったのは木工ボンド人間です。

「う、うわぁあああ!!」

　僕は来た道を急いで駆け戻ります。

「み、見られた！　こんな姿の僕を……ッ!!」

　矢のように階段を下り、慌てて手すりを摑つかんだその時でした。

「ぇわぁッ!?」

　ずるんっと、僕の手が、足が、木工ボンドで滑り、身体からだが階段から飛び出して放物線を描き、突き当たりの壁に激突、べたりと廊下に着地です。

「くぅぅ────……ッ」

　虚こ空くうに伸ばす腕。必死に起きあがろうとする僕の手を、白い髪の精せい霊れいがそっと手に取り、不思議そうにコチラをのぞき込んできたトコロまで、確かに覚えているのですが────
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　朝の気配に身体がむずむず。目覚めは、脳みそからゆっくりとぬるま湯を抜いていくような感触で僕の意識を撫なでていきます。寝返り打った身体を包む布団ふとんの暖かさ。

「っんんぅ──……」

　まぶたの裏に残る気だるさが、再び僕を眠りの中へ引きずり込もうとしています。けれど、もう朝。起きる時間です。うつぶせの体勢で布団から腕を伸ばし、僕はたたみの上にある目覚まし時計をたぐり寄せようとして、固い床に手のひらを〈ぺたぺた〉滑らせます。

「ぅぅう……？」

　自分の部屋→家から学校→木工ボンド部合宿→あっという間にヨミガエル記き憶おく。再構築される昨夜のデキゴト。

「ッ!?」

　同時に思いっきり掛け布団をはね除のけていました。

　そして起き抜け一発目の風景。

「あ、起きた（田た辺なべさん）」「おはよう、桜さくら（佐さ々さ木き）」「今日もいい天気だなっ！（穂ほ坂さかさん）」「おまえ、朝飯はどうすんだ？（宮みや本もと）」

　絶句します。なぜなら僕が布団ふとんにくるまって寝ていた場所、

「え……？」

　そこは、マゴうコトなき二年Ａ組の教室。僕はいつもの教室の真ん中に敷かれた布団の上、周りをクラスメイトに包囲されていたのです。

「ちょっ！　なに？　なんで!?」

　時計を探せば時刻は八時二十分。続々と見慣れた男女が教室に入ってくる今は、『朝のＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』が始まるまさに十分前で、

「どうして、こんな……!!」

　僕は周囲の状況に大混乱です。頭を抱えて必死に記き憶おくをたどります。確かあの後、僕は──まてよ、あの後って、なんの後だ？

「あァッ!!　そうだ、僕は〝モコ〟を追いかけて、それから……！」

「ぅうん……、もう、朝──」

　突然もぞもぞ、布団の中。

「ッ!?　う、うわぁああッ!!」

　僕の傍かたわら、布団の膨らみから漏もれ出す声は、天使の声でッ！

「──ザンスかぁ？」

「ザンスさんッ!?」

　ザンスです！

「ちょっとあんた！　なんでこんなトコロにいるんですか!?」

　布団の中から出現したのは、魔ま女じよの如ごとく尖とがったわし鼻、細くて黒いサングラス、裂けた唇、そしてエルフのように長い耳にピアスをありったけ貫通させた不審者でした。しかも、掛け布団から露ろ出しゆつしているへそ下までの上半身には一切衣服を身に着けてはおらず、干ひ涸からびたミイラの如く浮き出るあばら骨が印象的な変態です。

　そんな狂気じみた男性と、中学二年生の男子が同じ布団に入っている今の構図。僕を取り囲んでいたクラスメイトたちが、蜘く蛛もの子を散らすが如く一斉に包囲網を広げたのは、むしろ自然の摂理といえる。

「ま、まって！　ちがうんだみんな！　こんな奇人は知らないッ！　僕は被害者です!!」

　慌てて立ち上がれば、

「いたたた！　なにするザンスか桜くん！　ミィのモヒカンを引っ張ったら痛いザンス！」

「変なコト言わないでください！　そんなモヒカン誰だれも引っ張って……って、あれ？　ああ！ちがう！　なんか僕の胸にくっついてるぅぅッ！」

　そしてよく見れば、僕も上半身が裸ん坊です！　よりによって、むき出しの胸にザンスの真ピンクモヒカンの先端が、べったりと付着しているのです。もう、いいわけなんかできない。

「しかもこれ、木工ボンドだよ!?　木工ボンドでがっちり付着しちゃってるよぅッ!!」

「な、なんザンスってぇぇッ!?」

「キサマ！　僕の布団ふとんでナニをした！　返答しだいではただでは済まさん！」

「よくぞ聞いてくれたザンス桜さくらくん！　聞いて欲しいザンス！　ミィはザンスね？　昨日の夜、ユゥたち木工ボンド部の合宿にお夜食を届けようと校内をうろうろしていたんザンス。そしたらなんと、階段の下で桜くんがぶっ倒れているじゃないザンスか！　だからミィは慌ててユゥをここまで運び、それからやさしく寝かしつけたんザンスよ!!」

「待ってください！　じゃあなんでザンスさんは僕と添い寝してたんですか!?」

「いや、その後ミィも眠くなっちゃったんザンス」

「ふざけるなぁぁッ！」

「ぎゃぁぁッ！　突然教室を走り回らないでザンスぅぅ！」

「おまえなんか！　おまえさえいなければぁぁ……ッ!!」

「抜けちゃう抜けちゃうぅぅぅザンスぅッ!!　ミィのご自慢のモヒカンがぁぁ！」

　義務教育のまっただ中、ザンスが僕の胸から生えたケンタウロスの下半身のように振り回されてた、その瞬しゆん間かん、

「桜、くん……？」

　僕の耳へと、凜りんと響ひびいた声。ハッと振り返れば、教室の後ろの入り口。そこにコチラに視線を止めたまま、鞄かばんをぽとりと落として立ちつくす静しず希きちゃんの姿が。

「あぁあッ！　静希ちゃん！　こ、これは──！」

「だめザンスぅ桜くん！　そんなに激しく動いたらッ！　ひぃい！　そーっと、そーっとザンスぅぅッ!!」

　教室を見渡せば『もう、理解ができないとか、そういうんじゃない』と、教室から避ひ難なんを始めているクラスメイトたち。

「ち、ちがうんだみんな！　聞いて、今起こっている事態は決して僕の意志じゃなく──！」

「あ、桜くんこんなトコロにいたの？　おはよー！　『暗黒面ダーク・サイド』からは抜けられた？」

「ド、ドクロちゃんっ!!」

　静希ちゃんとは反対側、教室の前から教室に入ってきたのは木工ボンド部の部長です！

「そ、そりゃもうばっちり!!　『暗黒面ダーク・サイド』はもう過去のコトだよ！」

「よかったぁ！」

「それよりドクロちゃん！　僕がなんでこんな風になっちゃったのか、キミからみんなに説明してあげて!?　もう僕ではどうにもならないんだ！」

「うんっ！　じゃあ説明してあげるね？　桜くんは昨日の夜──」

　立ち止まるクラスメイトへと向けたドクロちゃんの言葉がとぎれます。彼女は、今気が付いたのでしょう。コチラを振り向いた視線の先、そこは僕の胸に、ザンスの真ピンクモヒカンが木工ボンドによって結合されていて、

「──桜さくらくん、まだ『暗黒面ダーク・サイド』から抜けてない……」

「あぁあッ！　ちがう！　これはちがう！　別にザンスのモヒカンと木工ボンドを混ぜたわけじゃないよ!?　それに昨日の夜は、〝木工ボンドの妖精　モコ〟だって現れて……って、え？『じゃあもう一回逢あってこい』だって？　ちがう！　本当だってば！　本当に妖精さんは僕の前に姿を現したんだってば!!　ザンスさんも、逆に恍こう惚こつな顔してないでなんか言ってくださいよ!!」

「いいザンス。ミィはもうこのヘアスタイルで、生きていくザンス。桜くんはミィのモヒカンの一部ザンスよ」

「なに言ってんだキサマ!!　ま、待ってドクロちゃん！　僕はヒトとしての『暗黒面ダーク・サイド』にも突入してしまいそうになってるよ!?　あぁッ、なにその大量の木工ボンド！　どこから持ってきたの！　また木工ボンドで封印!?　イヤ！　もうイヤ！　それだけはやめて！　朝からそんなのはだめだって……ヴァ───……ッ!!」
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　晴れてよかった！

　天気予報は「ときどき雨が降るでしょう」なんて言ってたけど、そんなの噓うそ。誰だれかがこの日のためにイケニエになったんじゃないかと心配になるくらい、ずどんと抜けた快晴なのです。

　昇ったばかりの太陽は、学校へと急ぐ僕をそっと応援してくれるかのように、東の空から背中を暖めてくれます。

　時刻は六時二十分。家を出てスグに走り出したのは、手足が羽みたいに軽かったから。

　通学ルートを駆け抜けながら、僕はついつい周囲をきょろきょろしてしまいます。だっていつもの朝ならば、この道はワインレッドの制服が行き交うだけのハズなのに、今日はほら、ちらほら違う色の制服が目につくのです。ディープブルーのブレザー、モスグリーンのセーラー服、それにグレーの詰め襟えり制服の生徒も見つけるコトができます。

　進む方向はみんな一いつ緒しよ。僕は見え始めてきた『聖ゲルニカ学園』へと、さらに足を速めます。

「はえーな桜さくらっ！」

「うわぁッ!?」

　突然、僕の背中にぶつかってきたのは親友のクラスメイト。

「あ、あったりまえだろ宮みや本もと！　木工ボンド部は、絶対に野球部なんかに負けたりはしない！」

「おぉッ！　よく言った桜！」

　二人はスピードを緩ゆるめず、今日のために美術部員が持てる技術のすべてを集結させて学園の入り口に作り上げた巨大な〝凱がい旋せん門もん〟風『ゲルニカ平和門』をくぐります。アーチの部分にはでかでかと『市内四校合同　文武両道競技会ルネツサンス　本日より開催!!』。

「じゃあ、楽しみにしてるぜ？　また後でな!!」

　宮本は僕の背中を〈ばしーん〉と叩たたくと、さらに速度を上げてグラウンドの方へと走って行ってしまいます。彼の後ろ姿から視線を外し、僕は目の前に迫った昇降口に突入。靴を脱ぎ捨て下げ駄た箱ばこにつっこみ、うわばき装着までにかかった時間は五・三二秒。自己ベストタイムの更新です！

　廊下には今まで見たことの無い角度で窓から差し込む朝の光。僕はいつもなら二年Ａ組がある二階に行くトコロを、今日はそのまま一階、一年Ｃ組へと向け、教室の扉を〈がらり〉と開けるのです。

「あーっ！　やっぱりみんなもう来てる！」

　すると、室内を見渡し、声を漏もらす僕へと、

「おっはよう桜さくらくんっ！」

　頭の上にわっかをきらりん、元気いっぱいな天使の少女、ドクロちゃん。そして、

「サバト、こんなにいっぱいは持てな──桜、くん？　はぅっ！　お、おはようですぅ～！」

　すり切れた制服、くるくる羊ツノで金色の瞳ひとみの下にムラサキのクマをつくった寝不足天使と、

「おはようございます、桜さん」

　純白の軍服を隙すき無なく着こなしたスラリと背の高い妹天使のザクロちゃんがコチラを振り向くのです。

　文武両道競技会ルネツサンス実行委員会から木工ボンド部に与えられた教室はココ、一年Ｃ組。この場所を拠点とし、木工ボンド部は『木工ボン道』を、来場者の皆さんに発信していくつもりです。

　なのに、

「もー、なんでドクロちゃんは僕を起こしてくれなかったのさっ！　しかも家に置いて行っちゃうなんて！」

　教室の後ろのロッカーを利用した陳列棚へ歴代の木工ボンド作品を並べていたドクロちゃんに、僕は抗議です。

　そうなのです。朝、目を覚ますと家にいたのはお母さんとお父さんだけ。ドクロちゃんもザクロちゃんも既に学校に行ってしまった後だったのです。僕は激しくしょんぼりしました。ここまで来て仲間はずれなんてイヤです。昨日だって僕はみんなと夜遅くまでこの教室に残っていたし、家に帰った後も終わらなかった作業をずっと続けていたのです。寝た時刻なんて、自分ですら「ねえ、こんな時間まで起きてていいの!?」と、ドキドキしちゃうくらいだったのに……！

「ひどいよもー！」

「だって桜くん、ほんとにぐっすり眠ってたから起こしちゃわるいと思って……。昨日の夜も遅かったし、最近ずっとがんばり通しだったでしょ？」

「え……？」

　最近の天使の少女は時たま、こんな温かな言葉を僕にかけてくれます。さすが木工ボンド部の部長です。思わず〈きゅんっ〉てしてしまいますが、でもでも、僕にとって、このへとへとが、なんだか嬉うれしくって仕方がないコトなのです。

「う、うぅん、僕だったら大だい丈じよう夫ぶだよ！　水くさいコト言わないでよドクロちゃん。みんなと一いつ緒しよに手伝わせて？」

　胸をはって、こぶしでぽんと叩たたく僕を見て、ドクロちゃんとザクロちゃんが「くすくす」微笑ほほえみます。サバトちゃんは両手いっぱいの木工ボンドチューブを抱えてあたふたしているので、こっちを見てません。

「もう桜くんたら、しかたないなぁ。じゃ、こっちの棚に〝規定演技テクニカル〟を並べて？」

「まかせてドクロちゃん！」

　僕は部長天使と一いつ緒しよに、彼女の背からするとちょっとだけ高い棚へ白はく濁だくのオブジェを並べて行きます。みんなの作った『バード・スプライ飛と』を手にしながら、僕はふるふるっと、今ここに居る自分を実感し、震ふるえます。ついこの間まで感じていた、独りぼっちの寂しさなんて、もうドコにもないのです。僕は今までに味わったコトのない充実感に満たされていました。

　この文武両道競技会ルネツサンスという行事は、本来ならば一つの学校だけで行われる体育祭や文化祭を、市内全すべての中学校が合同で行うという大規模な催もよおしです。毎年、ホスト校と呼ばれる学校に集まるのは、四つの中学校の生徒と、その先生方など関係者。さらには近きん隣りんの家族連れや若いカップル、おじいちゃんおばあちゃんなど老ろう若にやく男なん女によが詰めかけて、街は期間中、文武両道競技会ルネツサンス一色に染まります。もちろん、今回のホスト校はここ、聖ゲルニカ学園です。

　かくいう僕も、小さい頃ころから両親や友達と一緒に文武両道競技会ルネツサンスには毎年のように通っていた常連です。

　今でも鮮明に思い出せます。

　校内に入り乱れる制服の四色。『聖ゲルニカ学園ワインレツド』と『ミケランデイプジェロ中学ブルー』のブレザー、『サルバドールモスグ・ダリ中学リーン』と『シャガール中学グレー』の学ランとセーラー服。僕は楽しそうに働くお兄さんお姉さんを見上げ、そのカッコイイ姿に幼心をドキドキさせながら育ったのです。

　そして時は流れて僕も中学二年生。

　今年、ついに自分も、あの時憧あこがれた『お兄さん』になることができました。この喜び、部活動の愉たのしさを教えてくれたドクロちゃんと、僕をここまで育ててくれた両親に捧げます！

「ふぅー……よしっ」

　ゆっくりと慎重に、形を崩さないように、ザクロちゃんが昨日の夜に作り上げたばかりの〝規定演技テクニカル〟作品『ホール・ミー・鯛たい』を、陳列台に配置します。

「並べるのも上う手まいね桜さくらくん。さすが『白濁の声を聞くもの』なんだからっ！」

「そ、そうかな？　やっぱりそう思う!?」

　ドクロちゃんの言葉に嬉うれしくなって、僕は今置いたオブジェを様々な角度から眺めてみました。鯛の口がお客さんの方を向く、絶好のポジションに設置できたと言うべきでしょう。これならみんなに木工ボンドの素晴しさを伝えるコトができます。よおし、闘とう志しがめらめらと湧わいてきました！

　だって、周りの部活動の文武両道競技会ルネツサンスに対する意気込みも、なんだか尋常ではないのです。

　たとえばお隣となり 、一年Ｂ組では、〝郷土研究部〟が四校合同で、この街の五十年前の姿を教室いっぱいの巨大ジオラマで再現しようとしてますし、去年の来場者数一位を獲得した〝水泳部〟と〝囲い碁ご将棋部〟の合同企画、『水上騎き馬ばはさみ将棋』では、今年も三人の男子が作る騎馬の上は男人禁制、女の子しか乗ることができないのです。

　一方〝木工ボンド部〟は、聖ゲルニカ学園にしか存在しないことが判明しています。

　しかし、これは裏を返せばまたとないアピールのチャンスの場。ここが頑張りドコロと怪気炎をあげ、企画に知恵を絞りました。

　そして検討を続けた結果、あえて我わが部は正当派。

　来場して頂いたお客様には、まずは実物、展示作品を見てもらうことで興味をもっていただき、オブジェ制作の実演でぐっと心を摑つかんだトコロで、実際に木工ボンドに触れて、体験してもらう展示会方式を採用しました。

　名付けて『ドリーミング・木工ボンド・ランド（略して〝Ｄ・木・Ｌ〟）』、木工ボンド部プレゼンツなこの企画は、きっとあなたを楽しい世界に導きます。

　クラスのみんなも、この活動に興味しんしんのご様子。その証拠に、二年Ａ組で目覚めてしまったあの合宿の一件で『もうだめだ！　変なヒトって思われちゃう！』と観念、「もう自分の部屋から一歩も出ないんだから！」と涙をこらえる僕を、クラスのみんなは受け入れてくれたのです。それは木工ボンド部が埼玉全土に認められたコトと同義。自分に自信が出てきました。

　今こそ僕とボンドは大きく羽ばたく瞬と間きなのです。ですから、この〝Ｄドリーミング・木木工ボンド ・Ｌランド〟、準備を怠るわけにはいきません。

　サバトちゃんは、体験スペースの一つである『木工ボンダー対戦用ステージ』をあわあわと設置していますし、ザクロちゃんは、『木工ボンドの過去・現在・そして未来へ』と題打ったドクロちゃんの研究論文を、模造紙にマジックで一生懸けん命めいに書き写しています。

　ま、負けないもん！　部長に一番褒ほめてもらうのは僕なんだから！　気力を奮ふるい立たせ、僕は「よいしょ、よいしょ」と、オブジェを並べる作業ペースをアップさせるのです。

「桜さくらくん、もうオブジェを三個も並べてる！　ウルトラすごーい!!」

　歓声をあげてくれたのは、こちらの様子を察した木工ボンド部の長、ドクロちゃんです！　その声に気をよくした僕は、

「よーし　次は必殺『二回転すぐさま置き』だ!!」

　そして、目測を誤りました。

「あっ」

　片手で持っていたサバトちゃんの〝自由演技フリー〟作品、『サバトのすきなひと』が、ドクロちゃんの『ボクを信じて・夏』とぶつかり、将棋倒しでザクロちゃんの『ホール・ミー・鯛たい』を巻き込み、教室の床に落下しました。

〈ぼしょッ〉〈ずぐッ〉〈べたんッ〉

「あッ!!　ぁあ……」

　見るも無む惨ざんに潰つぶれて歪ゆがみ、もはや原型をとどめていない三者三様の木工ボンドオブジェ。

　僕は慌てます。知っているのです。どの作品も、彼女たちが苦労してこの日のために作り上げたモノだというコトを。

「桜さくら 、くん？」

「さ……桜くん」

「──、……桜さん」

　見れば、ゆらぁぁっっと、三人の天使の背後から、鬼神のオーラが、

「ご、ごめんッ！　すぐに！　すぐに元に戻すから!!　ちょ、ちょっと待っ──!!」

〈ずぱんッ！　ずぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱッ！〉

〈ばしゅるるるるるるっ！〉

〈──ごずルッ〉




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　　　　★




「すいません桜さん。一時の気の迷いとはいえ、わたくし、なんということを……」

「サバトもごめんなさいですぅ！　木工ボンドならまた作ればいいですけど、桜くんは世界に一人だけなんですぅっ！」

　胸にすがり、泣きついてくるザクロちゃんとサバトちゃんの頭を僕はよしよしと撫なでてあげるのです。

「大だい丈じよう夫ぶだよ二人とも。ほら、僕はこうして生きてるでしょ？　それより、こっちこそごめん。これからは絶対に気を付けるからね……？」

「……桜くん」

「ドクロちゃんも、もう気にしなくていいよ？　キミは笑顔が一番似合うんだから」

「ああ、うん。それよりさ、ねえ、あれ見て？」

「え……？」

　僕は『キミは！　キミってヒトは!!』と内心憤いきどおりながらも、天使の少女が指さす方、教室の後ろの入り口を見上げます。

「な、なにあれは」

　そこには、金色をしたバスケットボールのようなものが吊つり下げられているのです。

「ちょうど百人目に来てくれたヒトにね、あの〝くす玉〟を割ってもらおうかなって」

　部長天使は、深緑色の瞳ひとみに策士の輝きを宿し『どう？　ボクのアイディア』と、こちらを見つめてきます。

「あ、う、うん。なかなかいいと思うよ？　あれでしょ？　ニュースでよく見かける、入場者百万人目の親子がくす玉を割って、その後ぬいぐるみ達たちと園内をネリ歩くやつみたいな……」

「さっすが桜くんは察しがはやいんだっ。おトイレから出てくるのもそれくらいはやければいいのに。じゃあ、ちょっとうまくいくかテストしてみよう？　桜さくらくん、ひっぱってみて！」

　ドクロちゃんは、キラキラ金色に輝くくす玉の下まで僕を連れてきます。

「ええと、こう……？」

　僕は金色の玉の底辺を見上げながら、おそるおそる細いロープを引っ張りました。すると〈ぱかり〉と、蛍光灯の電気を付けるくらいの力で真っぷたつ。中から色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが〈どべぇるぁぁぁ～～～～〉混じった大量の木工ボンドが、かなりの重量感で顔面に降り注ぎました。

「ぐぃゃぎゃああああ──………!!」

　あっという間に視界がつぶれ呼吸は困難、頭の先からつま先まで白はく濁だくでどろどろしました。

「なぁッ！　ばッ！　がはッ！　ごほッ！　ちょっ、これぇ……ッ!!」

　あまりの事態に前後不覚に陥おちいった僕は、慌てて手で顔のボンドを拭ぬぐい、目の前でクラッカーを構えていた少女へと激しい抗議をかましま──

〈ぱびゅッ！〉〈ぱびゅっ！〉

「んばふぁっ!?　クラッカーから、ごほッ！　木工ボンドが飛び出て、口にぃ……ッ！」

「百人目、おめでとうございます」

「ちょっとドクロちゃん!?　なにを……!!」

「こういうふうに、お客さんをお迎えするよてい」

「だ、だめだよ!!　こんなゲリラ戦法みたいな歓迎の仕方はNG！　っていうか紙吹雪と木工ボンド混ざってない!?　これって『ミキシング』でしょ？　『暗黒面ダーク・サイド』じゃん!!」

「『ミッシング』？」

「ちがう『ミッシング』じゃない！　『ミキシング』！　それは違う意味で暗黒面！　なんでドクロちゃんが間違えるの!?　合宿中の厳しかったキミはいったいドコへ!?　ああ、もうそこら中が木工ボンドでべたべただよ！　掃除がめちゃくちゃ大変じゃん！　コレ試すんだったら下にビニールシートぐらい敷いといてよね！」

「それじゃあ中身が親バレしちゃうもん！」

「親バレはしないよ!?　くす玉の中身が木工ボンドだなんて、お釈しや迦か様でも大穴狙ねらい！　っていうか、ちがうよ！　僕はそもそもくす玉の中には木工ボンドは入れちゃだめって言ってるんでしょっ!?」

　と、木工ボンディスカッションをしていたその時、

「桜さくら……くん？」

　ふいに背後から名を呼ぶ声がして、

「もう、なあに？　今──」

　勢いよく、木工ボンドまみれで振り向く僕。

「きゃっ！」

　結果、びっくりさせちゃったのは教室の入り口に立っていた一人の少女、

「静しず希きちゃん!?」

「桜さくらくん、へ、平気……？」

　ワインレッドの制服に、長い髪はいつもの二つ縛しばり。彼女の涼やかな瞳ひとみに、僕は一いつ瞬しゆんで吸い込まれそうになってしまいます。

「う、うん、ちょっと、色々あって──」

　僕はあわてて木工ボンドで髪型を整え準備OK、幼なじみの女の子に笑みを返します。

「あ……」

　けれど、僕が片かた想おもい中の女の子は、ふいに表情をくもらせます。

「どうしたの？」

「うぅん、気の、せいだと思うんだけど……」

　ま、まさか、静希ちゃんはさっきまでザクロちゃんとサバトちゃんに抱きつかれていた残留思念を感じ取ってしまったのでしょうか。

「いいから、言ってみて？」

　幼なじみの少女は、ためらいがちに言葉を紡つむぎます。

「この前のコトなんだけど、合宿中に、夜の校舎で、今の桜くんによく似た──」

「ちょあまアアアッ！　そ、そうだ静希ちゃん！　木工ボンド部にようこそ！　どうしたの？なにか用なのかな？　接着剤系の物資が足りなくなったの？」

　あのコトは、僕と木工ボンドの妖精、二人だけの秘密。

「あ、う、うんっ。ええっと……」

　彼女は探し物をするように視線を走らせ、一年Ｃ組の内部に目を留め、

「わぁ、本格的なんだ」

　僕の脇わきを抜け、飛び散った木工ボンドを〈ぴょん〉と飛び越えるようにして、中に入ってきます。その様子に、僕はちょっとだけびっくりします。なんだか今日の静希ちゃんはいつもより積極的な気がするのです。

「うん、あ、この展示はね──」

　だから、そんな片想いの女の子の様子にちょっと嬉うれしくなってしまいます。天使の少女が割れたくす玉をせっせと修復しているのをちらっと確認し、僕は静希ちゃんにボンド知識をお披ひ露ろ目めなのです。

「──というふうに、木工ボンドにも苦難の時代があったわけなんだけど……って、あれ、静希ちゃん？」

　どこかうわの空な彼女を、僕はちょっとだけのぞき込みます。

「え、あ、なあに？　桜くん。苦難の時代が、来たんでしょ？　お話、続けて？」

「ね、そういえば、静希ちゃんもなにか、僕に話があったんじゃ……」

「あ……」

　彼女は、さっと顔を赤らめ、うつむきます。

「桜さくらくん、あのね──」




「みーつけたっ」




「えっ」

　僕は慌てて女の子の声がした方、教室の前の扉に視線を向けます。そこにいたのは、同じクラスの女の子である一いち条じようさんと穂ほ坂さかさん。僕と静希ちゃんは、さっと一歩ずつ、お互い距離をとります。それを目もく撃げきした、ジャージ姿の穂坂さんは「にひひー」と笑みを浮かべ、

「どこに行ったのかと思ったら、朝からもう」

「い、今行くからまって？　じゃあ桜くん、ま、また今度ねっ！」

　静希ちゃんは友人のセリフをさえぎるようにして穂坂さんの元に駆け寄ると、その腕を引っ張り、「わあ、なになに？」と戸惑う二人を連れて教室を後にしてしまうのです。

　その時、彼女の制服から、ぽろっと紺色の手帳が床に落ちるのが見えて、

「あ、ちょっとまって静希ちゃん！　これ、落ちたよ？」

　拾い上げた僕は、「ご、ごめんなさい」と駆け寄る静希ちゃんに手渡します。

「ありがとう、桜くん」

「どういたしまして」

　ちらりと見えた手元の薄うすい手帳。紺色地に金色の英字表記があって、それはまさしく、

「……パス、ポート？」

　僕は、なんで彼女がそんなモノを持っているんだろうと、頭を搔かきながら、三人の女の子を見送りました。

　でも、今から思えば、それが事件の始まりで──




　──これは、片かた想おもいの女の子との突然すぎる別れと、その悲しみに対する草くさ壁かべ桜の決意を描いた、終着を臨む物語。







[image: ]

　見れば、教室内から溢あふれたお客さんは、木工ボンドによって〝溶解したパルテノン宮殿〟の如ごとく装飾された廊下に行列を作り、ずらぁ～っと先が霞かすむほど続いているのです。

「うわぁ……」

　トイレから帰って来た僕はその光景に圧倒され、思わず立ちすくんでしまいました。

　現在時刻は十時四十分。

「さぁ、よってらっしゃい見てらっしゃいですよぅ～！　木工ボンド部プレゼンツ〝Ｄドリーミング・（木工ボンド）・Ｌランド〟は、こちら、一年Ｃ組の教室でやってるんですようぅ～っ！」

　大きな看板を持って入り口でお客さんを案内しているのは、くるりんツノに『Ｉ♥ボンド』というハチマキを巻いた天使の少女、

「すごい行列だねサバトちゃん！」

「は、はいですぅ～！」

　照れた様子でコチラを見上げる彼女の受け持ちが廊下での呼び込みならば、僕の役割は教室内での展示品解説。

　木工ボンド製のオブジェを前に、矢継ぎ早に質問してくる各校の生徒や子供や大人のヒトに説明し続け、ようやくさっき、トイレ休憩をもらったトコロです。

　朝の開会式が終わってからずっと働きづめだった僕。それではここで、その開会式の模様をダイジェストでどうぞ。




★ダイジェスト版　『文武両道競技会ルネツサンス☆開会式』スタート★

【一、開会の辞／オープニングセレモニー】

　四校合同吹奏楽部＆合唱部の演奏が終了した直後、体育館中央、円形ステージ上で篝かがり火びが燃え上がるのと同時に、柔道部員が投げ飛ばしたバスケット部員がダンクシュートを決めたボールを背中で受け止めた新体操部員にタックルをかましたレスリング部員を発射台とした器械体操部員が平行棒からマットへ着地する瞬しゆん間かん、剣道部員が真剣白刃取り。

『ルネッサンス！』『ルネッサ──ンス!!』（※これは『文武両道競技会ルネツサンス』期間中、「ブラボー！」「ゴージャス！」または「こんにちは」「いただきます」「まいどありがとうございます」などの代わりとして使われる感嘆詞）

【二、教育委員長挨あい拶さつ】

　街の教育委員長である中沢さんによる、『文武両道競技会ルネツサンス』の創始者、戦後初の埼玉県知事『国枝・Ｒルター・与よ兵へ衛え』の幼少の頃ころの苦労話を交えた〝ホーミー〟による挨あい拶さつ。

【三、革命宣言】

　本式のクライマックス。聖ゲルニカ学園は二年Ａ組出席番号三十番の水みな上かみ静しず希きちゃんによる、文武両道競技会ルネツサンスへの宣誓。

『我々、〝ミケランジェロ中学〟〝サルバドール・ダリ中学〟〝シャガール中学〟そして〝聖ゲルニカ学園〟の生徒一同は、『文武両道競技会ルネツサンス』が行われる二日間を通し、交流を深め、己の力をぶつけ合い、切せつ磋さ琢たく磨まするコトによってお互いを高め、自己の革命を成し遂げ、よりよい未来を担になう旗手となることを誓います』

　マイクを通して凜りんと響ひびき渡る静希ちゃんの声。直後にわき上がる拍手喝かつ采さいドラムロール。バレー部にトスされた卓球部員が空中でスマッシュした科学部員を剣道部員が真剣白刃取り。

『ルネッサンス！』『ルネッサ──ンス!!』

【四、日程説明】

　教頭先生からの、「本日一日目は、各校、コミュニケーションを深める『交流の部』。二日目は文武両道競技会ルネツサンスの天王山、各学校の部活対抗『決戦の部』である」との、ビデオレターによる日程説明。

【五、閉会の辞／エンディング】

　剣道部員に真剣白刃取りされた科学部員が、突如として凶暴化。剣道部員が身に着けていた防具一式を奪い、中に籠ろう城じよう 。なにか温かいスープのようなモノを要求するも、受け入れられず、十五秒で降伏。泣き崩れた。

『ルネッサンス！』『ルネッサ──ンス!!』




　こうしてついに、スローガンは『己レボリを革ユーシ命せヨン・マよ！イセルフ』、我わが校を舞台とした文武両道競技会ルネツサンスの幕は上がったのです。

★ダイジェスト版　『文武両道競技会ルネツサンス☆開会式』おわり★




「こんなにお客さんが来てくれるなんて、本当にうれしいんですぅ～っ」

　サバトちゃんは眠たげな金色の瞳ひとみの下に浮き上がるムラサキ色のクマをこしこしして、改めて、廊下に並ぶ大勢のお客さん、深紅ワインレツド、宙青デイープブルー、灰海ライドグレー、夏草モスグリーン、個性豊かな四色の制服や家族の姿を見回し、その幸せを嚙かみしめるのです。

「うん、サバトちゃんは常日頃、努力が実るという体験に乏しいもんねっ。きっとこの想おもい出は、今後キミが生きていく人生において心強い支えになるよ！」

「はぁぅ、サバト、がんばるですよぉ～！　いらっしゃいですぅぅ！　とっても愉快で楽しい〝Ｄドリーミング・木木工ボンド・Ｌランド〟は、こちらなんですようぅ～っ」




「相変わらずスジがいいな、サバト嬢じよう」




「……ッ!?」

　それは聞き覚えのあるバリトンヴォイス。振り向いた先にいたのは、赤く陽ひに焼けた、細身ながら筋肉質の身体からだを藍あい色いろの着流しで包んだ、右みぎ頰ほおに一直線のキズ跡を持つ壮年男性。

「お、おやっさん!?」

「親方ぁ～っ!!」

　僕とサバトちゃんは目を見開きます。この背の高い角刈りの人物、通称おやっさんは、普ふ段だんはお祭りのたこ焼きやさんとして全国を巡っているサスラいの男性で、サバトちゃんはアルバイトとして一時期、その屋台で働いていたコトがあるのです。

「い、生きてたんですね……？　よかった!!」

「バカ野郎、俺おれがあれくらいでくたばるわけねえだろ」

　僕とおやっさんは、にぃっと男同士の笑みを交わし合い、

「親方ぁ！　お久しぶりなんですぅぅ！」

「サバト嬢、元気そうでなによりだ」

　彼女はおやっさんの筋張った職人の手で、クリーム色の髪をわしわしと撫なでられています。

　その時、

「ああ、もう桜さくらくーん！」

　一年Ｃ組の教室から廊下へ飛び出して来たのはドクロちゃん。彼女は僕へと飛びつき、

「ねえね、さっきね、ついに百人目のお客さんがくす玉を割ったの！　なんとそれは山やま崎ざき先生で、びっくりして頭から──」

　しかし、こっちを振り向くおやっさんに気がつくと、

「……さ、桜、くん？　このヒト、は……」

　どうしたコトでしょう。天使の少女は唇を震ふるわせ、怯おびえたように後退していくのです。

「あれ、覚えてないのドクロちゃん。ほら、お花見の時にお会いしたでしょ？　おやっさんだよ？」

「坊ぼう主ずとは、仲良くやってるのか？」

　おやっさんの問いに、天使の少女は青ざめたままコクコクと頷うなずき、

「ま、まいにち……！」

　答えます。

「ド、ドクロちゃん!?　ちょ、ちょっとなによくわかんない返答を──！」

「だって、そうでも言わないと、こ、殺され──」

「ないから!!　平気だよドクロちゃん、おやっさんはちょっと見た目はおっかないかもしれないけど、とっても人情に厚いヒトなんだからね!?　あ、ちょっと、ドクロちゃん……！」

　終始視線を泳がせていた彼女はしかし、「ボ、ボク、ようじを思い出したの……」と、フェイドアウトするように扉を〈からから〉と閉め、消えていきました。

「おやっさんが『文武両道競技会ルネツサンス』に来てたなんて、ぜんぜん知りませんでしたよ！」

「俺おれァ、毎年来てる。なにしろ俺もゲルニカの卒業生だからな」

「えええッ!?　ほ、本当に!?」

「俺にも坊ぼう主ずくれえの歳としがあったんだぞ？　さぁて、ここがおめぇさん達たちの祭りの舞台か。晴れ姿、拝ましてもらおうか」

「はい、ご案内します！」

　ヒトに歴史ありです。そして僕が、おやっさんを〝Ｄドリーミング・木木工ボンド・Ｌランド〟に招待しようとした時でした。

「おやっさん！」

「どうしたサブ」

　ぜいぜいと荒い息で廊下を走って来たガタイのいいボウズ頭の青年、サブさんがおやっさんに小さく耳打つのです。

「なんだと？　そうか、わかった……。すまないな、坊主、サバト嬢じよう 。俺ァちょっとヤボ用ができた。中に入りたかったんだがなぁ。……おいサブ。あれを」

　サブさんが差し出したのは、細長い紫色の風ふ呂ろ敷しき包み。おやっさんはそれをさっと懐ふところにしまい込み、

「じゃ、達者でな」

「はい！」「はいですぅ！」という僕達の言葉を背に受けて、着流しの裾すそをまくり上げ、サブさんの後について走って行ってしまいました。ヒトの波がどんどん割れていきます。

「よぉし、サバトも親方にまけないくらいがんばるですようぅ！」

　おやっさんまで来ていたなんて、ホントにびっくりです。僕も「じゃ、持ち場に戻るね！」と、サバトちゃんと一時の別れ、木工ボンドのケミカルな香りが鼻をくすぐる教室へと戻ります。

　入ってすぐに現れるのは壁いっぱいに貼はられた研究レポート。ザクロちゃんの手により模造紙にびっしりと書き込まれた細かい文字と図形は、教室の四分の一ほどあるこのレポート空間を、かなり特殊な雰ふん囲い気きでつつんでいました。

　それを熱心に読みふけるおじいちゃん達の後ろを抜け、僕は自分が受け持っている木工ボンドオブジェの展示スペースで足を止めました。そしてふと、向かい側にあるコーナーに視線を向けると、そこから、天使の少女と聞き覚えのある女の子の声がしてきます。

「ねえ、ちえりちゃん？　どう？　こういうのは初めて？」

「は、はい……」

　ドクロちゃんの前にいたメガネをかけた女子生徒は、小お野のちえりちゃんでした。

　見れば、内気な少女であるちえりちゃんは、今や天使の少女のべとべとの手のひらに両手を包まれ、直立した木工ボンド塊を耳まで真っ赤にしながら一いつ緒しよににゅるにゅるといじらされているのです。

「え、ええええッ!?　ちょっとドクロちゃんなにしてるの!?」

「なにって、木工ボンドの手ほどきをしてるんだよ？」

　そうです。展示スペースの反対側、ここは　木工ボンド部の体験コーナー【触ってみよう、みんな最初は初めてなのだから。ほら、恐こわくないでしょ……？（木工ボンドが）】なのです。

　けれどこんな教育、いけません。

　僕は急いで「ほら、ちえりちゃんのコトはもういいから、むこうのおばあちゃんにも教えてあげて？」と、天使の少女を遠ざけ、鼓動をトクトクと速めてしまっているちえりちゃんの手を濡ぬれタオルで拭ぬぐってあげながら、出口で待ち受けていたザクロちゃんのトコロまで連れて行き、カードにあった木工ボンドマークのトコロに〈ぽんっ〉とスタンプを押してもらい、一緒に廊下まで行って、姿が見えなくなるまでお見送りです。

「ふぅー……。ごめん、宮みや本もと……っ」

　ちなみに今、ちえりちゃんが手にしていたカードは文武両道競技会ルネツサンスにおける重要アイテム。裏面には様々なマークが並んでいて、『木工ボンド部』なら木工ボンド、『野球部』なら野球ボールが描かれており、それぞれの部が設けた体験スペースである、〝Ｒルネツサンス・フィールド〟をクリアーすれば、そこにスタンプが押してもらえるのです（なので、木工ボンド部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟は、先ほどの【触ってみよう、みんな最初は初めてなのだから。ほら、恐くないでしょ……？（木工ボンドが）】というコトになります）。この中から、生徒は自分の回りたい〝Ｒルネツサンス・フィールド〟を選び、五個以上のスタンプを集めるコトにより、文武両道競技会ルネツサンスの目標である『己レボリを改ユーシ革せヨン・マよ！イセルフ』を完かん遂すいさせるのです。

　余談ですが、二十五個ある全すべてのフィールドをコンプリートした者には、閉会式にて『自己改ルネツサン革王ス・マスター』の称号とメダルが送られます。しかしながら毎年、志こころざし半なかばで保健室に担かつぎ込まれる者が相次ぐ自己改ルネツサン革王ス・マスターへの道。それがいかに厳しいかが、これでお解わかりですか？

「ん？　なんだろう……」

　その時、僕の耳に届いた〈かしゃーかしゃー〉という教室内部からの音。そこにちょうど、小さな男の子に手を振って見送っていたザクロちゃんが、僕に教えてくれます。

「そういえば、『月刊　はじめての木工ボン道』の編集者さんが本日、木工ボンド部を取材に来ると言っていましたよ」

「本当に!?　わあ、すごいや！」

　もしかして、もう取材に？　と教室を覗のぞくと、

「いいザンスいいザンス！　着たままもう一枚!!」

〝Ｒルネツサンス・フィールド〟にて、「きゃっきゃ」と木工ボンドと戯たわむれる幼女、苺いちご之の宮みやみるくちゃん（五さい）をシャッターに納めているモヒカン天使が騒さわいでいました。

　──それからの僕の記き憶おくは、傷だらけのザンスが「もうしないザンスもうしないザンス！」と膝ひざをついて謝っているシーンに飛びます。

　木工ボンドに導かれし者達たちが奏かなでる饗きよう宴えん。時刻は午前十一時。こういうデキゴトが、午後五時まで続くのですか。

「桜さくらくんって、ほんとうにそのジャージが似合うよねっ！」

　そしてドクロちゃんが僕にそう声をかけてきたのは、ちょうど一いつ斗と缶かんにザンスを詰め終えた時でした。彼女も休憩に入ったのでしょう。大盛況の教室内を見回し、僕と各校の生徒を見比べているのです。

「そう思うんだったらドクロちゃんもせめて一回くらいこの真ピンクジャージを着てみなよ！その時初めて見えてくる真実もあるから！」

　職員室に『学園内を 真真桃ピンク色いろのジャージを来ている男子がウロウロしているんです！』という通報があったら、それはきっと、僕のコト。

「もーっ、桜くんてば、一回自分が身につけたモノを、すぐにボクに着させてモヤモヤした衝しよう動どうを解消したがるんだからっ！　なんでそんなに鬱うつ屈くつしてるの？　ねー、ちえりちゃん」

「は、はい……」

「鬱屈なんてしてないよ!?　なにそのややこしいストレス解消法!!　ってちょっと待って!?　なんでちえりちゃんまだここにいるの!?　さっきお見送りしたばっかりなのに！」

　朝一番でドクロちゃんのくす玉により、制服を白はく濁だくまみれのべたべたにされてしまった僕は開会式もこのジャージ。桃一点ですごく恥ずかしかったっていうか、今も現在進行形で羞しゆう恥ち心しんが削られているのです。それなのに、

「ねえ桜くん、木工ボンド部の展示もだいせいきょうだし、そろそろボクたちもスタンプ集めの旅にでようよー！」

　この天使はなんでこんなこと言うの？　なんでこんなこと言うの？

「桜くんは、どこからまわる？」

　心曇くもらせる僕をよそに、天使の少女は首からひもでつり下げられたハガキ大のカードを手にしてコチラを見上げます。

「ええと、じゃあ──」

　ドコに行くかと問われるならば、もちろん静しず希きちゃんがいるトコロ。ゆえに、

「──陸上部に……」

「ぶー！　正解は〝すいそうがくぶ〟でした！　ボク、南みなみさんと約束したの!!　ほらはやくぅぅ～っ！」

「希望を聞いたんじゃないのかよ！　というか、ちょっと待って？　ドクロちゃんがいなくなっちゃったら、木工ボンド部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟に講師がいなくなっちゃわない？　そうなると──」

「まかせてください。先生はわたくしが引き継ぎます」

　ひょいっとドクロちゃんに並ぶのは純白の軍服、ザクロちゃんです。

「で、でも、それだと人出が足りなくなっちゃわないかな？」

「ご心配いりません。手伝ってくれる方が、ほら」

　僕とドクロちゃんは、ザクロちゃんが指し示す方に振り向きます。

　すると、そこには、

「そこ！　きちんと並べや！　二列縦隊！（リーゼント）」

「割り込みしてんじゃねえぞ！（あごひげ）」

「あぁあッ!!」

　あの〝リーゼント〟と〝ソリの入った坊ぼう主ず頭あたま〟と〝あごひげ〟と〝サングラス〟と〝前歯が無い〟学ラン姿の高校生達たちは、ミケランジェロ高校の不良五人組です！　なんと彼らは、僕らの催もよおし物を手伝ってくれているのです。

「でも、どうして……」

「先ほどこの教室にいらしたので、ご挨あい拶さつをしたら……」

「あ、姐あねさん！　なにやってんすかッ！　奥で休んでてくださいよ！　ここは俺おれたちに任せて！」

　リーゼントが慌てふためいてザクロちゃんへと駆け寄ります。

「いえ、みなさんが働いていらっしゃるのに、わたくしだけ休んでいるわけにはいきません」

「さすが姐さん！（前歯）」「一生ついていきやす！（サングラス）」

「それから、ちょっと言葉遣いが乱暴な気がします。小さなお子様も並んでくださるのですから、もうすこし柔らかい言葉づかいでおねがいできませんか？」

『す、すいませんでしたー！（五人全員でぺこり）』

　そして、

「そこ！　きちんと並んでください！　二列縦隊でおねがいします！（リーゼント）」

「割り込みしてんじゃないですよ！（あごひげ）」

「この〝規定演技テクニカル〟作品『バード・スプライ飛と』はですね──（ソリ坊ぼう主ずがメモを見ながら）」

　あるものは教室で、そしてあるものは廊下で、気合い凄すさまじくきびきびと働き始めるのです。

「本当に、助かります」

　彼らの姿に微笑ほほえむザクロちゃん。不良五人組は一斉に、

『光栄ッス!!』

「……じゃ、じゃあ行ってくるね？」

　こうして僕達たちは、数々の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟を回る旅へと出発したのでした。
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　というわけで、混雑する階段を一階から三階まで昇り切り、辿たどり着いたのは校舎の角部屋、音楽室なのです。目指すは吹奏楽部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟。僕とドクロちゃんが列に並んだと同時、ぞろぞろと防音扉の中へとヒトの波は吞のみ込まれていきます。

「ラッキー！　ちょうど入れ替えの時だったみたいだね！　さっすがドクロちゃん！」

「うぅん、桜さくらくんのおかげなんだからっ！」

　僕と天使の少女は微笑ほほえみ合い、とりあえずムヤミにお互いを褒ほめ讃たたえ合いました。さい先バッチリ。どんなモノが待ち受けていたって、僕らは絶対、乗り越えちゃいますよ？

　進める歩、ついに音楽室、すなわち吹奏楽部のテリトリーに足を踏み入れます。

「うわぁー……っ」

　天使は、瞳ひとみを輝かせました。

「ねえ桜くん、がっき！　がっきがいっぱいある！」

　奥に行くほどに段差が上がっていく作りなこの教室には、金色がまぶしい管楽器の数々がズラリと専用スタンドに乗せられ、光り輝いていたのです。その数およそ二十余り。そして楽器の側そばに立っているのは担当者なのでしょう。女子生徒達たちが、教室に足を踏み入れた僕らを笑顔で迎えてくれているのです。

『ようこそ、吹奏楽部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟【ああ素晴らしき吹奏楽の世界】へ』

　一人の女子生徒の声に、僕も天使の少女も振り返ります。黒板の前にいたのは、腰までの黒髪を持つ、

「南みなみさーん！」

　手を振るドクロちゃん。呼ばれた彼女は表情をぴくりとも変えず、ふっとコチラに首を傾け、

「さっそくですが、そこの方」

「えっ？」

　僕をじっと見つめたかと思うと、すかさず指名してきたのです。教室に一いつ緒しよに入って来たお客さん達も、コチラに視線を集中してきます。

「……ぼ、僕、ですか？」

「あなたは今までに、どんな楽器を演奏したコトがありますか？」

「ええと、縦笛とか、ピアニカなら一応、吹いたことがあります」

　南さんは『なるほど』という風に頷うなずき、視線を来場者に移すと、

「このように、しばしば男性は、異性の縦笛やピアニカを吹き鳴らすものですが」

「待ってー！　違う！　僕は自分のを吹きました！」

「このように、現代において〝音楽〟は我々の身近な存在になっています。しかし、音楽を奏かなでる楽器は、まだまだ生活の中には馴な染じみが薄うすいものです」

「こっちを向いて僕の目を見て南みなみさん！　それと『このように』の使用方法がさっきからまちがってる！　論旨が繫つながってない！」

　けれど、南さんはまとめに入ります。

「そこで今から皆さんには、ここにある吹奏楽器の中から好きなものを選んでいただき、簡単な練習をした後、全員で一曲演奏してもらいたいと思います。それでは、希望の楽器へとお進みください」

「ボクねボクね、あれがいー！」

　さっそく天使の少女は、悲しい気持ちになっていた僕を置いてけぼりにして、トランペットを持つ女の子、田た辺なべさんのトコロへと駆け寄っていきました。彼女はクラスメイトの天使に気がつき、

「よろしく、ドクロちゃん」

「うん、こちらこそー」

　さっそくレッスンを開始するのです。ドクロちゃんめ、なかなかやり手です。

「よ、よーし。僕も負けないぞ？　ねえ田辺さん、僕も──」

「桜さくらくん」

　トランペットを持つ二人に歩み寄ろうとする僕を、背後から呼びかけてきたのは、

「あ、南さん、……どうしたの？」

　一本の管楽器を持った、さっきまで司会をしていたクラスメイトなのです。

「わたしが桜くん係」

「えっ？　そう、なの？　……あ、サックスっていうんだっけ？　それ」

　南さんが手にしている金色した縦長の楽器を指さし、僕は言いました。

「〝アルトサックス〟。ほら、座って。教えるから」

　教室の隅のイスへとさっさと移動してしまう南さん。僕は後を追いかけながら、

「さっき、好きな楽器を選べるって聞いたのに……」

「桜くんはサックス、きらいなの？」

「い、いや、べつにきらいっていうわけじゃないんだけど──」

　ぎこちなく、彼女と向かい合うようにイスに腰掛け、答えます。

「じゃあ、今からお手本を見せるから」

　南さんはネックストラップを本体の金具に取り付けると、腰の右側に本体下部を少しだけ傾けるようにして構えます。そして、吹き口をくわえ、背筋を伸ばすと、

〈ぷおーっ　ぷおーっ〉

　彼女はサックスの両りよう脇わきについた丸いボタンを慣れた手つきで操作し、滑なめらかに音を奏かなでるのです。

「はい、桜さくらくんの番」

　彼女はネックストラップを首から外し、サックスを僕へ差し出してきました。

「え、でも僕、吹けるかな……」

「ここまで来て、今さら怖おじ気けづかないで」

　南みなみさんが「ほら」と、サックスを僕の膝ひざに乗せてきました。それを受け取り、

「わ、わかった。がんばってみる」

　ストラップを装着。僕はいざ、本体を構えます。

　が、

「あ」

「……どうしたの？」

「これ、南さんのだけど、いい……の？」

「……──……」

　彼女は無言で、サックスの吹き口にあった黒いモノを〈きゅきゅっ〉と取り外し、ポケットから取り出した、新品らしきモノと取り替えました。

「これで、……いいんでしょ？」

「え、なに？　なんで怒り気味なの!?」

[image: ]

　けれど、いざレッスン開始となると、南さんは僕の予想に反し、親切丁てい寧ねいに吹き方を教えてくれました。僕は初めて、吹奏楽器にはマウスピースというものがあって（さっき、南みなみさんが無言で付け替えたモノです）、そこで作った振動を、本体に響ひびかせるコトによって音が出るのだと知りました。

　見れば、ドクロちゃんも田た辺なべさんと楽しそうにトランペットをいじっています。僕は安心してサックスの練習に打ち込みました。呼吸のコツをつかみ、なんとか音が出たのは、僕に素質と才能があったのも大きな理由だとは思うのですが、半分くらいは南さんのおかげです。なんだか、クラスメイトの意外な一面を見た思いです。

　アルトサックスは、上う手まく鳴らすコトができれば、なんだか大人の音がします。

〈ぷお──ん〉

　そしてようやく僕の操るサックスからドレミの音階が響いた時、それは起こりました。まるで一いつ瞬しゆん 、自分自身が楽器になって、音に貫かれた感覚が全身に走ったのです。

〈ぷお──ん〉

　これぞ、この体験こそ文武両道競技会ルネツサンスの醍だい醐ご味み、まさに自分の革命です。なので、

「ルネッサンース!!」

　叫びます。

「……な、なに？　どうしたの？」

　一瞬びくっと肩を震ふるわせた南さんが、怪け訝げんそうに僕をのぞき込んで来ます。

「えっ？　い、いや、だってこれ、感動とかしたら──」

「急に変なコト、叫ばないで」

　僕も、『ルネッサーンス！』って、言ってみたかった、だけなのに……

『では、そろそろよいですか？』

　今度は田辺さんが、前に出ています。

「はーい！」

　最前列では、早くもドクロちゃんがやるきまんまんです。参加者のみんなも、つられるように集合していきます。

「それでは、これより『メリーさんの羊』をみんなで演奏します。ゆっくりやるので、あせらず、楽しくやりましょう」

　黒板には大きく楽がく譜ふが書いてありました。見回せば、みんな、自信と不安がない交ぜになった瞳ひとみ 。でも、僕だって負けません。メリーさんの羊くらいだったら、南さんのおかげで今の僕でもなんとかできそうなのです。

　田辺さんは指揮棒を片手に、出来たての吹奏楽団を見渡します。

　そして、田辺さんが指揮棒を振り上げ、息を吸い込んだ瞬間です。

「あ、桜さくらくんは、こっち」

　突如、僕はさっと南さんにサックスを奪われ、代わりに、

「え、これシンバル……!?」

　大きな円盤を二つ、渡されたのです。

「合図するから」

「ちょ、ちょっと!?」

「きっと大だい丈じよう夫ぶ」

「い、いや、でも……！」

　演奏が、始まりました。




　めーりさんのー　ひ・つ・じー　ひーつーじー　ひ・つ・じー♪




　それは各楽器が奏かなでる、たどたどしくも確かな『メリーさんの羊』です。参加者達たちも、自分が紡つむぎ出す音と、全員の演奏によって完成されていく楽曲に表情をほころばせています。

　だけれども、僕の番はいつまでたっても来ず、




　めーりさんの　ひ・つ・じー♪

　かーわーいーいなー♪




「はい、たたいて（南みなみさん）」

「〈ばしゃーん！〉（僕）」

『わ──！』〈ぱちぱちぱちぱちぱち〉『ルネッサーンス！』

「まってこれ！　最後だけ？　最後だけ僕のシンバル!?　っていうか、今まで僕がサックスを一生懸けん命めいに練習した意味、ぜんぜんないじゃん！」

「はいコレ、スタンプ」

　僕が首から下げていたカードをくいっと引っ張り、南さんは〈ぽん〉とスタンプしました。

「み、南さん!?」

「たのしかったねー、メリーさんの出陣！」

「違うドクロちゃん！　出陣じゃないよ！　ひつじ！　どんなモノノフなんだよメリーさんは！　しかもその歌、クリスマス会でも吹いてたでしょ!?　すっかり忘れてた！」

　しかし、トランペットが吹けて、にっこにこのドクロちゃんは僕の手を取ってうっとり中。

　田た辺なべさんはそんな天使の少女から楽器を受け取り、スタンドに戻しつつ、

「そう言えば桜さくらくん」

「え？」

「静しず希きちゃんのコトだけど、びっくりしたよねー」

　くよくよしていた僕に同意を求めてくるのです。

「え？　なに田た辺なべさん、静しず希きちゃんのコトって……？」

「あれ、聞いてないの？」

「なにも、聞いていないけど……」

「桜さくらくん」

「南みなみさん！」

「それはね──」

　長い黒髪を揺らして、彼女は視線を逸そらす田辺さんに助け船を出すように僕へと歩み寄り、

「う、うん」

「──わたしの口からは、言えない」

「ええええッ!?　南さん、自分から僕に近づいてきたのに!?」

「ほぉら、次に行くよ桜くん！　どんどん〝るねっさんす・ふぃーるど〟にチャレンジなんだからっ！」

「あ、ちょ、ちょっとまってドクロちゃん！　このままじゃ僕の尊厳が傷つけられたままです！　そ、そうだ！　もう一回！　もう一回【ああ素晴らしき吹奏楽の世界】にチャレンジしようよ！　あっあっだめだめ違う違う!!　エスカリボルグはひゅんひゅん音がするけど楽器じゃないじゃん！　僕はもうそれはいい!!　棘とげ棘とげバットにはチャレンジしたくな────」
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　現状報告。

　天使の少女がもたらすエスカリボルグの被害を避さけるために逃げ隠れしていたら、いつのまにやらすっかり彼女とはぐれてしまいました。

「どこ行っちゃったのドクロちゃーん！」

　僕は賑にぎわう校舎をとぼとぼと巡り歩きます。困りました。あのアホ天使はこの世に混こん沌とんと破は壊かいをまき散らす存在なのです。放って置いたら必ずやなんらかの事件を引き起こし、それを全すべて僕に押しつけてくるハズ。そうなってからでは遅すぎます。一刻も早く彼女を見つけなくてはなりません。

「こうなったら、いつもドクロちゃんがやってたみたいに、僕も匂においで彼女の居場所を見つけ……いや、だめだ。確かにあの天使はいつもとってもいい匂いだけど、僕にはそれを楽しむココロの余裕があるだけで、追跡するには──」

『お困りのようだね、桜くん』

　えッ？　あぁッ！　その鳥打ち帽にくわえたパイプ、英国紳士のたたずまいは、探偵妖精、

「おうムル!?　僕を助けに来てくれたんだね？」

『いいや、キミを助けるのは、いつでもキミ自身だ』

　おうムル？　それってどういうコト？

『キミは、想像力という現代人が失ってしまった力をまだまだ持て余している。ヒントは既に出ているコトに気がつかないかい？　手がかりは、彼女が所属しているクラスの係──』

　ドクロちゃんの係？　……ええと、確かあの子は〝保健体育〟で……あ、ああああッ！　というコトは、そ、そうか！

「なんてコトだ！　体育大好きドクロちゃんは、きっと既にジャージに着替えてグラウンドへ、特に、陸上部へと向かっているにちがいない！　静しず希きちゃんがあぶない！　ありがとう、おうムル！」

　そして僕は『推理力の加護がありますように』と親指を立てる探偵妖精おうムルに別れを告げ、グラウンドの百メートルラインに陣を構えた〝Ｒルネツサンス・フィールド〟に向けて走り出しました。

　だって静希ちゃんは陸上部に所属しているのです。今朝、彼女がもじもじしていたのは、きっとなにかを思い悩んでいたからでしょう。僕はおうムルに教わったのです。推理するココロを。

　だから推理、始めっ→もじもじ悩む幼なじみの静希ちゃん→そんな静希ちゃんに僕ももじもじ→けれど二人はまだ、十四歳→されど十四歳→大人と子供に揺れ動く心とカラダ→僕は常に彼女から熱い眼まな差ざしを感じる気がする→そうかわかったぞ!?　彼女が相談したいコトは、きっと、恋のお悩みだというコトが……!!

「きゃっほーい！」

　そうしてやってきたのは百メートル走のラインに陣を構えた〝Ｒルネツサンス・フィールド〟。その名も【大だい文ぶん豪ごう、ヤブサメ二人三脚】。これはなんと、文系筆頭である部活動、〝知〟の『文芸部』と体育会系の花形、〝活〟の『陸上部』、そして〝礼〟の『弓道部』、三部合同、夢のコラボレーション企画です。

　さっそく列に並びながら、忙しく準備中な陸上部員の中に、大好きな幼なじみの女の子の姿を求めました。たとえどんな人混みの中であっても、僕は静希ちゃんを捜し出せる自信があるのです。けれどルール説明や、箱の中からクジを引いている間中、ずっとずっときょろきょろしていたのに、想おもい人の影を見つけるコトができません。どこにも静希ちゃんの姿が見あたらないのです。

　ひょっとして彼女は、今の僕と同じように、どこか他ほかの〝Ｒルネツサンス・フィールド〟を巡っている最中で──

「あ、あの……っ！」

　──それは、明らかに僕へと向けられた声。

　顔を上げれば、そこにいたのは、モスグリーンの制服の上に、薄うす手での白いパーカーを身につけた背の低い女の子でした。彼女はコチラに向かって、ぴらりとマジックで数字の６が書かれた紙を見せています。

「え……？　な、なに？」

「もう残ってるの、私と、（ためらいがちに僕を指さして）、だけですよ？」

　はっと気がつきます。僕の持っている用紙の数字も６。周りの生徒達たちも、既にもう一人のヒトとペアを作って準備を進めています。というコトは、

「二人三脚の、パートナー？」

「はい」

　ほっとしたように少女は微笑ほほえみます。そして、足首同士を縛しばる柔らかい布製のマジックテープのバンドを片手に、僕の隣となりにやってくるのです。

「順番、次ですよ？　早く脚、縛っちゃいましょう」

「あ、ご、ごめん！　ええっと……」

　６番コースまで僕を促し、それから足下にしゃがみ込む初対面の女の子へと、慌てて目線をあわせます。

「サルバドール・ダリ中の一年、弓ゆみ島しま千ち佳かです。よろしく、おねがいします」

　僕の左足に自分の右足をくっつけた弓島さんは、あっという間にくるりんぺたりと、バンドを巻いて固定します。上からパーカーを着ているから一見してそうは見えないけど、近づいてみると彼女は、小柄で華きや奢しやな印象です。

「ええっと、聖ゲルニカの二年、草くさ壁かべ桜さくらっていいます。こ、こちらこそ、よろしく……」

「よろしくです。で、脚、これぐらいできつくないですか？　草壁先輩」

「……ッ!?」

「はい？　どうしました？」

　息を吞のむ僕を、少女はモノ問いたげな視線でのぞき込んできます。今、僕がなぜ衝しよう撃げきを受けたのかというと、心の中のチェックシートにある項目の一つ、『いつか誰だれかに「先輩っ！」って呼ばれたい』の□四角へと、不意打ちのようにチェックが入って[image: ]になったため、動揺してしまったのです。でも、それを説明するのは、あまりにも難しい。

「う、うぅんなんでもない！　えっと、だいじょうぶ、ちょうどいい感じだよ？」




『ぜっってえ負けねええッ!!』




「う、うわぁああッ!?」

　それは、立ち上がった僕と弓島さんのすぐ隣となり、５番コースから上がった雄お叫たけびでした。

「さ、佐さ々さ木きと木き村むらッ!?　なんでおまえらが一いつ緒しよに二人三脚してんだよ！」

　そこにいたのはクラスメートの佐々木と木村です。彼ら二人は仲良くがっちり肩を組み、鬱うつ血けつするほど足首を縛しばりあっていました。

「その質問、そっくりお前に返してやる！　くそお！　なんでおまえだけ女の子となんだ！　しかも、なんか可愛かわいい!!」

　佐さ々さ木きの指摘に、

「ダリ中一年の弓ゆみ島しまっていいます！」

　僕のパートナーである少女はぺこり。

「ゲルニカ二年の佐々木です！」

「木き村むらです！」

「二人揃そろって、【ササキムラ】です！」

「やめろ桜さくら！　俺おれたちに変なコンビ名つけるな!!（佐々木）」




『イチについて』




「えッ？」

『よーい、〈ぱーん〉』と、空に響ひびいたピストルの音を、その時、僕達たち四人は他ひ人とゴトのように聞いていました。けれどそれは、この〝Ｒルネツサンス・フィールド〟、【大だい文ぶん豪ごう、ヤブサメ二人三脚】の始まりを告げる合図で、

「……し、しまった！」

　既に他ほかのコース、１、２、３、４コースの二人三脚ペアは十五メートルほど先にある第一関門に向けてスタートしているのです！

「行くぞ木村……！」

「まかせろ佐々木！」

　ふと隣となりを見れば、二人の男子はその場にしゃがみ込んでいて──

『ハァッ!!』

　ほとばしる気合い。それは見事なクラウチングスタートでした。なんと一人でダッシュするのと変わらぬスピードで５番コース、佐々木と木村はぎゅんぎゅんと他のペアを抜いていくのです。さすが、ふとん屋と保健委員のエース同士！

「先輩、私達も急がないと！」

「え？　わッ！」

　僕の腰に、がっと少女の手が回されます。

「いいですか、縛ってある方の脚から出しますよ？　せーの……っ！」

　不思議なことに、なんの戸惑いもなく僕の脚は弓島さんと同調、スムーズに滑り出します。小柄な彼女の歩幅は、あの天使の少女のリズムによく似ていて、それに慣れている僕にはお手のもの。世の中なにが幸いするかわかりません！

　そして僕達たち二人は息を合わせて【大だい文ぶん豪ごうゾーン】、コースを三分の一進んだトコロに、でんと置かれた机の前に辿たどり着きました。到着順位は六位、つまり現時点では最下位。ここで挽ばん回かいしなくてはいけません。

　弓ゆみ島しまさんは机上のプリントを読み上げます。

「【大文豪ゾーン】では〝短歌〟の制作、テーマは『友情』と『涙』の二本を作った時点でクリアーだそうです！　先輩、短歌って、確か五、七、五、七、七の──」

「できた！」

「え、早はやっ──」




【テーマ：友情】



夕焼けの　河原に二人　横たわり　なかなかやるな　そっとつぶやく


草壁　桜





【テーマ：涙】



泣いてない　ゴミが入った　だけと言う　耳まで赤い　キミは噓つき


草壁　桜





「先輩は、これを、一いつ瞬しゆんで……!?」

　筆ペンのキャップをきゅっと閉め、審判である文芸部員に短冊を渡す僕。七三わけの文芸部員は、僕の短歌に目を通すと、黒縁フレームのメガネをさっと外し、内容を深く嚙かみしめるように遠くを見つめ、

「合格です……！」

「いくよ！」

「は、はい先輩！」

　再び僕に回される弓島さんの腕。

　先ほどのゾーンを過ぎ、現時点での順位は三位。前方を見れば一位はなんと佐さ々さ木きと木き村むらでササキムラです。そういえば木村の趣しゆ味みは盆栽と短歌です。思わぬライバルが出現しました！　僕と弓島さんの脚は軽やかに加速します。コレが文武両道競技会ルネツサンスの一日目『交流の部』の魔ま力りよくなのでしょうか……！

　たどりつく【ヤブサメゾーン】。途中でペアを一つ追い抜き、ついに僕らは二位に浮上。ここで佐々木＆木村を出し抜けば一位も夢ではありません。

　けれど、

「これって……（弓島さん）」

【ヤブサメゾーン】に設置されていたのは弓道の弓と矢。および、その前方、およそ二十メートル先に浮かぶ赤い風船なのです。

「ええっと、この矢を三本射うって、向こうの風船を割れたらクリアーだって。もし、一本も当たらなかったら、矢を拾って再挑戦……！　どうしよう、こんなの──」

「先輩、脚、開きます！」

「えっ──!?」

〈ぎゅしぃ〉

　それは、彼女の手にした、その小柄な背丈ほどもある弓がしなる音。伸ばされた背筋、大地に根を下ろすように開かれた両脚。モスグリーンのセーラー服に白いパーカーを羽は織おった少女の周りだけ、空間が切り取られたみたいに張りつめていました。弓ゆみ島しまさんの瞳ひとみは、まっすぐに赤い風船を見つめ、




　りゅん──ッ




　響ひびく弓ゆん弦づる。放たれた矢は美しい放物線を描き、〈ぱん〉と、赤い風船を貫いて、その向こうの板に突き刺さるのです。

「行きましょう、先輩！」

　彼女に、ぱぁっとあかるい表情が戻り、僕に再び腕を回してきます。見ればササキムラの二人は飛んでいってしまった矢を取りに二人三脚、悪戦苦く闘とう中です。ゴールを目指す僕らの前には、もう誰だれもいませんでした。

　そして最後まで二人は走りをシンクロしあい、ゴールテープを共に切り落としたのです。

「やったあぁああ!!」

　かがんで脚のマジックテープを外した瞬しゆん間かん、サルバドール・ダリ中の少女は、喜び飛び上がるようにして、僕へと抱きついて──!!

「ちょ、ちょっと弓島さん!?」

　慌てて僕から離れた少女は、しかしなおもコチラを見上げてきます。

「草くさ壁かべ先輩、短歌おみごとでした。あんなに早く作れるなんて」

「う、うぅん、まぐれだよまぐれ！　心のままさ！　それより弓島さんも、最後のすごかったね！」

　彼女は片目をぱちっと、

「実は私、弓道部、なんです」

「なるほど、それで……」

「あれ？　ここで『ああ、弓島なだけにね！』って言われると思ってたのに！」

「えっ？　あ、ご、ごめん!?」

　一位の証あかしであるオレンジ色のスタンプをカードに押してもらった僕と弓島さんは、グラウンドの隅で、カードを見せ合いっこしました。

「それから草くさ壁かべ先輩？　私、先輩からすれば、いっこ下の後輩なんですから、できれば弓ゆみ島しまって、呼んでください。『さん』付けは、ちょっとくすぐったいです」

「あ、う、うん。がんばってみる」

　パーカーの少女は僕の反応を見て、はにかんだように笑い、

「あ、そうだ先輩。これから時間、ありますか？」

「え？　どうして？」

「草壁先輩って聖ゲルニカの生徒ですよね。だから、よければ、校内とかを色々案内して欲しいかなって──」




　ずどぉぉぉお──ム!!




　その瞬しゆん間かん、僕の下半身は遠方より飛来した一本の鉄塊によって紅くれないに飛び散りました。

　そして土煙、晴れれば、

「ドクロ……ちゃん？」

「ボク、桜さくらくんがいなくなって心配したんだからっ！　もう、どこに行ってたのおばかさん！」

　僕は、瞳ひとみをうるうるさせた天使に抱きかかえられていたのでした。少女の手には、彼女の背丈ほどもある弓が。

「まさか、ドクロちゃんはそれでエスカリボルグを射出したの……？」

「桜くん聞いて。ボクね、ようやく気がついたの。三十分いじょう桜くんにさわれない時間が続けば、ボクはもう、さびしくてさびしくて、ちからがでないよぅ」

「言っているコトの意味がよくわからない上に、力が出なくてこの威力!?　いや、そんなコトより早く僕を元に戻すのが先だよドクロちゃん！」

「う、うん!!　ごめんね？　ほんとうにごめんね桜くん！」

　天使の少女が、小さなクレーターを作って地面に刺さっていた鋼鉄バット『エスカリボルグ』に手のひらを突き出すと、バットは〈ごりっ〉と宙に浮かび、




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　トゲの先端各所から虹にじ色いろにきらめくシャボン玉を超大量に飛ばして周囲の視界を奪いました。

「う、うわぁああ……!!」

　シャボン玉というよりは、もはや、泡ぶくの洪水と言って差し支えない魔ま法ほう的デキゴトが消え去ると、理由はどうあれ、僕は元通り。

「キミは忘れるかもしれない。けれど、僕はずっとこのコトを覚えているぞ……！」

「せ、先輩？　この方は……」

　パーカーの少女は恐る恐る、ドクロちゃんと僕を見比べています。

「ええっと──」

「あっ！　はじめまして！　ボク、桜さくらくんの家でお世話になってる、天使の〈はぷっ！〉」

　僕は金色のわっかをぷかぷかさせる少女の背後から、たまごボーロを五粒、彼女の口に押し込み、

「ご、ごめん弓ゆみ島しまさん！　僕、ちょっと急用を思い出したんだ！　本当にごめん！」

　もぐもぐするドクロちゃんの背中をずんずん押して、サルバドール・ダリ中の一年生に別れを告げました。

「弓島です！　弓島千ち佳か！　またどこかで逢あいましょうね！　草くさ壁かべ先輩！」




　　　　★




「んんん──っ！　るねっさーんす！」

　ドクロちゃんはキャベツにチーズにやまいも、玉子、豚肉、おもち＆ベビースター、合計十四種類もの具材が混入され、表面にはマヨネーズとソースと鰹かつお節ぶしがたっぷりかかった、熱々の特製お好み焼きを割り箸ばしでほおばり、ご満悦です。

　時計の針はとっくに十二時を回り、時刻はそろそろ一時に届きそうになっている現在。

　僕とドクロちゃんは、陸上部での一件の後、ザクロちゃんとサバトちゃんとも合流を果たし、家庭科部とバレーボール部がガッチリ手を組んだ〝Ｒルネツサンス・フィールド〟【アタック!!　鉄板の料理人】にチャレンジして、ミゴト、お昼ご飯をゲット。

　各人、戦利品であるホカホカの焼きそばやたこ焼き、お好み焼きを手にし、体育館前に作られた休憩スペースのベンチに座っていました。

「いいなぁ、ドクロちゃん……」

　僕は天使の少女の豪勢なお好み焼きと、自分が手にしているお好み焼きを見比べます。

　名前は同じ食べ物ですが、僕のに入っているのはキャベツと豚肉という、いたって標準的なラインナップ。この格差は、【アタック!!　鉄板の料理人】のルールが生み出したものでした。

　その〝Ｒルネツサンス・フィールド〟では、アタックされたバレーボールをレシーブする一いつ瞬しゆんで、表面に書かれた具材の名前を読み上げるコトが要求され、成功すればミゴト、食材をゲットできるシステムを導入。

　そこでドクロちゃんは恐るべき動体視力を発揮し、結果、全すべてのトッピングを手に入れたのです。

「桜くんは、まだいい方ですぅっ！」

　見れば、サバトちゃんがもそもそと食べているのは焼きそばなのですが、彼女が手に入れた食材はしらたきのみ。こうなると、彼女はまるでただ単に炒めた麵めんを食べている少女にしか見えません。焼きそばなのに、調味料であるソースをゲットできなかったのが、痛恨です。

「ねえねえ桜さくらくん、ボク、なんか飲みたいー」

　お好み焼きを半分までたいらげた天使の少女が、無む垢くな瞳ひとみで僕を見上げます。

「そりゃ、それだけコッテリしてれば、喉のども渇くよね……」

「悔しいですぅ！　サバトはぜんぜん喉がかわかないんですぅ！」

「あ、すみません、気がつかなくて。今、なにかお持ちしますね」

　ザクロちゃんはタコのぶつ切りに紅ショウガ、刻みネギにあげだまという、ソツの無い食材で作り上げたたこ焼きを口に運んでいた手を置き、立ち上がりました（ちなみに、後からザクロちゃんに聞いたのですが、この昼食の間、我らが木工ボンド部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟は不良五人組が切り盛りしていたらしいのです。彼らは後に、『木工ボン道』によって不良稼業から完全に足を洗うことになるのですが、それはまた、別のお話）。

「あ、ザクロちゃん待って？　僕が行ってくるよ。場所わかってるからスグ戻ってこれるし」

　僕は「では、一いつ緒しよに」と申し出る健けな気げな妹天使をベンチに座らせ、「僕一人でも大だい丈じよう夫ぶだって。じゃ、行ってくるからね」と、ドクロちゃんの口元のソースをナプキンでふき取り、急ぎ足で学園内にある日本庭園の片隅にひっそりと存在する茶道部の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟【隠れ茶房・メガフレア】へと向かいます。あそこなら、天使達たちも大満足な飲み物が手に入るハズなのです。

「ええっと……」

　ここから日本庭園に行くにはちょっとしたコツがあります。正規のルートではぐるりと校舎を迂う回かいしなくてはいけないのですが、こうして、渡り廊下を横断し、水飲み場の脇わきを抜け、防風林とブロック塀に挟まれた体育館の裏へと回れば、かなりのショートカットが──




　──そして唐突に、僕の中の〝静しず希きちゃんレーダー〟が反応を見せたのです。




「え……？」

　今、かすかに静希ちゃんの声が。

　思わず僕は、体育館側面の壁に張り付いてしまいます。たしかにこの角の先、裏口のあるコンクリートの階段付近に人の気配。そこから、僕の想おもい人の声が聞こえて来たのです。

　耳を、澄すまします。




『ねえどうしたの？　せっかくのお祭りなのに元気ないじゃん！』

『そういえば最近、ふっと口数少なくなっちゃうときあるけど……。なにか悩みがあったら相談にのるよ？』




　どうやら、そこにいるのは一人だけではないようです。今聞こえた声は、どちらも静しず希きちゃんのモノではありませんが、けれど、聞き覚えがあります。元気のいい、ちょっとボーイッシュな方が穂ほ坂さかさんで、憂うれいのあるような方が一いち条じようさんなのです。




『うぅん、べつに、なんでもないよ？　ちょっと、寝不足なのかも。ほら、昨日の夜は緊きん張ちようしちゃって……』




　そして、その凜りんとした声は静希ちゃん。僕の身体からだは、かっと熱くなります。こんなトコロに彼女はいたのです。僕は改めて偶然を装うべく、呼吸を整えて角を曲がろうと──




『はぁー……、悲しいぃ。信用されてないよー』

　──して、再び、立ち止まります。出で逢あいにはタイミングが重要です。今、きっと穂坂さんは拗すねたように静希ちゃんを見つめているのでしょう。

『そ、そんなコトないよ？　ただ……』

『無理にとは言わないけど、でも、力にはなりたいな』




　そういえば今朝、確かに静希ちゃんの様子はいつもと違っていました。やはり悩みがあったのです。

　その答えを聞きたくて、僕はその場で、息をひそめてしまいます。




『うん……』




　一条さんの言葉を前にした静希ちゃんのためらいが、手に取るようにここまで伝わってきます。

『……本当は、もっと早くに言おうと思ってたんだけど。……でも、ずっと言い出せ無くって』




　彼女は、ゆっくりと紡つむぐのです。

『もう私、みんなと逢あえなくなる』




『──私、来月、留学するコトになったの』







[image: ]

　──僕が生まれて初めて好きになった女の子が、水みな上かみ静しず希きちゃんだった。




　いつからそうだったのかは、もう憶おぼえていないけど、はっきりと意識しだしたのは、そう、小学校の六年生の時。

　テストの時間、消しゴムを無くしちゃった僕に、静希ちゃんは自分の持っていたきみどり色の消しゴムを半分に切って、くれたんだ。

　びっくりした。

　僕は、キミがその小さな消しゴムを大切にしていたコトを知ってたし、当時、女の子の間で密ひそかに流は行やってた『だれにも触られずに消しゴムを全部使い切ったら両思いになれる』っていうおまじないも、聞いたコトがあったから。そして『好きな人だけは、触っていい』っていうルールも。

　だからもうテストどころじゃなかった。その時間中、自分の身体からだがどうにかなっちゃうんじゃないかっていうくらい、ずっとドキドキしながら、消しゴムを握ってた。

　それから僕は、気がつけばいつもキミを見ちゃってて、どんどん大好きになっちゃって──




　──あれから、どこをどうやって通って、自分がここにいるのか、思い出せません。

　校舎の外側に取り付けられている非常階段。登り切った行き止まり。南なん京きん錠じようで封鎖された鉄の扉に背中を預け、僕は座り込んでいました。厚いコンクリートの壁と雨よけが作り出す影に閉じこもるようにうずくまり、身体は寒いくらいなのに全身ににじむ汗。

　僕は、手足を抱きすくめます。




『──私、来月』




　静希ちゃんの声が、心の中でこだまし続けます。




『──留学するコトになったの』




　彼女が朝、僕に言おうとしたこと。

　拾い上げたパスポート。

　南みなみさんと田た辺なべさんが尋ねてきたこと。

　抱きしめた肩に指が食い込みます。

　……静しず希きちゃんに貸したＣＤ。好きなアーティストが、同じだったのは、偶然じゃなくて、実は僕、こっそり聴きいてたんだ。「それ、僕持ってるよ」って、言いたくて。

　静希ちゃんに貸したくて。

　あれ、戻って来ちゃうんだ……。




　これからもずっと、一いつ緒しよにいられると思ったのに。




　なのに、

　こんなに、急に。

　どこかに行っちゃうなんて。




「そんなの、いやだよ──」

　勇気を。僕に、勇気を。

「……静希ちゃん」

　──今年、ついに一緒のクラスになれて本当に嬉うれしくて、あの時のクラス割りのプリントは今でも引き出しの中にしまってあるんだ。

「僕は……」

　──バレンタインにもらったチョコレートケーキ。家に帰ってから、食欲旺おう盛せいなみんなから守るの大変だった。

「キミに」

　──ずっと側そばにいてくれたから、続けてこられたんだ。僕の日課、一人交換日記。もう、それも書けなくなって……

「どこにも、どこにも行って欲しくない！」

　歯を食いしばって、涙を拭ぬぐいます。冷たい壁に手をついて立ち上がります。

　──そう。大好きな人に、この気持ちを伝える力を、僕はもう静希ちゃんからもらってる！




「やっと見つけたぞ桜さくらッ！」

〈ざっ〉と靴を鳴らし、階段を駆け上がって来たのは、

「お前なにしてんだ！　捜したんだぞ？」

「み、宮みや本もと……？」

　突然現れた親友の姿に驚おどろき、慌てて目頭をごしごしします。

「どうしてこんなトコロに──」

「水みな上かみがずっと捜してたんだ。お前、早く体育館に行け！」

「え？」

「ほんと俺おれもびっくりしたよ。知ってたか？　あの水上が──って、おい！　桜さくら 、話はまだ──……!!」

　僕は転げ落ちるように非常階段を下り、ヒトにぶつかりながら中庭を横断、土足で校舎を突き抜け、渡り廊下のすのこを蹴けり、体育館の前に駆け上がります。

　途中、ふいに脳裏をよぎる記き憶おく、約束。

　それは夏の林間学校の最後に、二人で交わしたもの。




『でも、またこういうコトがあったら、たすけてくれる？』




　しかし、体育館の正面口には『現在ここからは入れません』の張り紙。

「……！」

　僕は心に誓ったのです。ぜったいに静しず希きちゃんを守るんだと。これからも、ずっとずっと彼女の側そばにいるんだと。それなのに、離ればなれになったら、僕、あの時の約束が守れない！

　無我夢中で、僕はさっき静希ちゃんを見かけた裏口のドアにとりつき、ノブを回して滑り込みます。

　その空間はステージ脇わきの倉庫。小さな窓には黒いカーテンが下ろされ、いつも以上に薄うす暗ぐらくなっていました。

　周囲には『文武両道競技会ルネツサンス』で各部が使う様々な道具で溢あふれかえっていて──

　人の気配。

　そこにはステージへ続く階段を上る、髪の毛は二つ縛しばり、ワインレッドの制服を着た女の子の後ろ姿。

　水上、静希ちゃん。




（──本当は、もっと早くに言おうと思ってたんだけど。でも、ずっと言い出せ無くって──）




　まるで、彼女の、あの時の声が聞こえてくるよう。




（もう私、みんなと逢あえなくなる）




「待って静希ちゃん!!」




　階段からステージに上がった僕の声は、しかし、届かず、そして彼女は既に舞ぶ台たい袖そでにはいなくて、




（私、来月、留学するコトになったの──）




　僕は、もう一度大きな声で、叫んでいました。




「行かないで！」




　突然現れた僕に、彼女はスカートを揺らし、振り返ります。

「さ……桜さくら 、くん……!?」

「行っちゃだめだよ静しず希きちゃん」

「ど、どうして──」




「だって僕は、静希ちゃんの、静希ちゃんのコトが──」




　そして、ステージの上にいた人達たちも僕を見て、彼女同様、動きを止めています。

「──え……？」

　視線に、気がつきます。

「……な」

　ゆっくりと、僕はステージの上から、舞台前方を、見下ろします。暗幕を締め切った体育館。そこには満員の観客が、ライトに照らされたステージの上にいる、僕を見てざわつきます。

「これ、は……」

　頭が、まっ白になります。

　つまり、これは、いわゆる──全身から血の気が引き、背中に汗が吹き出します──お芝居、中……ッ!?

　僕は助けを求めるように、静希ちゃんに視線を戻します。

　目と目が合った、彼女は、

『これは──』

　ぱっと表情を変え、

『これはこれは、ついに姿を現していただけたのですね？　オズの魔法使い様』

「──ッ!?」

　今度は静希ちゃんの凜りんとした言葉に、視線が集中する番でした。舞台上の視線と、客席からの圧倒的な注目を一身に浴びてもなお、彼女は堂々とセリフを紡つむぎます。

『どうしたの？　オズの魔法使いさん？』

「あっ、え……？」

「（返事を、して？）」

　届く、彼女のセリフ。

　そういえば必死になりすぎて気がつきませんでしたが、たしか裏口の扉に『関係者以外立ち入り禁止』と書いてあった気が……するのです！

『う、うん！　僕、オズの魔ま法ほう使い！』

　僕はガクガクと頷うなずきました。客席がどよめきます。今のはたしかにまずかった！

『──あなたの〝学園〟に閉じこめられた時から、声しか聞いたコトなかったけど……』

　舞台上の静しず希きちゃんは、今までの出来事を思い返すように観客席へと視線を転じ、それから、ピンクジャージの僕を見つめ、

『でも、最後に逢あえてよかった』

　その言葉に、僕のココロは微かすかにうずきます。

『悲しい顔を、しないで？』

　彼女は、こちらの感情をすくい取るかのようにこちらへ歩み寄り、それから舞台に上がっている他ほかの役者達たちを見回します。

『みんなも聞いて。──本当は、もっと早くに言おうと思ってたんだけど。でも、ずっと言い出せ無くって──』

　ためらいと決意が、静希ちゃんの喉のどを震ふるわせ、

『もう私、みんなと逢えなくなる』

　うつむく彼女のセリフに、ステージの上の生徒達たちは、はっと息を吞のみます。そして、




『私、来月、留学するコトになったの──』




　余よ韻いんは、体育館に静寂をもたらしました。

　それから、彼女は僕へと向き直り、寂しそうに微笑ほほえむのです。

『この〝学園世界〟から元の世界に戻るには留学するしか方法がなくて、再びあなたに逢えるコトが無かったとしても──』

『……なかったと、しても？』

『──いつでも、私たちは一いつ緒しよだよ？』

　静希ちゃんの、僕をまっすぐに見る瞳ひとみ 。




『二人の心は、距離を超えるから』




　スピーカーからミュージックin。

　彼女は、自分の髪の毛をしばっていたリボンをほどき、僕の髪を立てた形で、結び、そのままくるりと背中を向けます。

「え……？」

　そして周囲の、色とりどりの制服を着た生徒達たちに手を振ったり、握手をしたりして、最後にステージの端で、ゆっくりお辞じ儀ぎ。ステージから舞ぶ台たい袖そでへと、去ってゆくのです。

　幕が下がり始めると同時、観客からは拍手が上がります。僕は静しず希きちゃんを見送る形でその場に棒立ちになっていました。

　厚い布が観客とステージを隔ていく間が永遠に感じられます。けれど、ついには閉めきられ、

「もー！　焦あせったよ静希ちゃん！　桜さくらくんが出てくるなら、最初にヒトコト言っといてよぉぉっ！」

　そう呻うめいて、ステージ上で〈ぐでー〉と、ひっくり返ったのは、

「ほ、穂ほ坂さかさん!?」

　静希ちゃんと一いつ緒しよにいた、クラスメイトで、

「でも、上手くいったから怒らないであげる」

　舞台脇わきから近づいてきたのは、

「一いち条じようさん、も……」

　その他にも、たくさんの生徒が舞台上に現れます。みんなは「終わったぁー！」とお互いを讃たたえ合い、僕はワケがわからずに、なおも立ちつくしていました。

　そこへ、

「桜くん」

　駆け寄ってくる、幼なじみの女の子がひとり。

「びっくりしたぁ。桜くん、急に舞台に出てくるんだもん……」

　囁ささやきながら、静希ちゃんは僕を舞台袖に引っ張って行くのです。

「文武両道競技会ルネツサンス実行委員会の〝Ｒルネツサンス・フィールド〟【オズ学園の魔ま法ほう使い】を舞台でやることが決まったのは、もうずっと前からのコトだったんだけど……うまく、できる自信なくて、恥ずかし、かったの、とても。……でも、やっぱり、ここまで来たんだし、せっかくだから桜くんにも見てもらいたくて、捜したんだけど、見つからなくて……」

「そ、そうだったんだ……」

「お芝居の主役をやること、桜くんに言わなきゃって、ずっと、思っていたのに……ごめんなさい」

「ううん、そんなコトないよ！　こっちこそごめん！　──そ、それで……あ、あの、静希ちゃんが留学しちゃうっていうのは、ええと、僕、聞いちゃったんだ、体育館の裏で──」

「あ、セリフの練習してたの、外に聞こえちゃってたんだ……」

　かぁっと、彼女は顔を赤らめます。

「あのね、劇中で、私、オズの魔ま法ほう使いに別の世界に閉じこめられちゃうの。でね、元の世界に帰る手段が〝留学〟っていう方法で……」

「じゃあ、静しず希きちゃんが、朝、落としたパスポートは──」

「あぁ、あれは、小道具なの。ほら」

　制服から取り出し、ぱらぱらとめくって見せるパスポートの中身は、まっ白で──

「──ということは……留学って、静希ちゃんがどっかいっちゃうって、全部、僕の勘違い……？」

　安あん堵どと共に、全身の力が抜けて、僕はステージの上でへたんと膝ひざをついてしまいます。

　彼女は慌てて腰をかがめ、

「心配させてごめんね。でも本当に、留学しなきゃいけなくなったら私、一番に桜さくらくんに言うよ？」

「……静希ちゃん？　それって──」

『緞どん帳ちよう、あがります！』

　舞ぶ台たい袖そでで、誰だれかが低く叫びます。

「あ、ほ、ほら！　桜くんもカーテンコールに出よ？　じゃないと、怪しまれちゃう」

　静希ちゃんは僕の手を取って、立ち上がらせてくれます。

　少しだけ小さくなっていた観客席からの拍手が、再び大きくなり始めます。

　僕は半ば放心状態で、静希ちゃんの隣となりに並びます。

　水銀灯が点つけられて明るくなった体育館では、お客さん達たちがスタンディングで舞台の役者さんたちに喝かつ采さいを浴びせていました。

　満員御礼、割れんばかり拍手。その観客席の中には、よくよく見ればさっき僕を呼びに来た宮みや本もとの姿も、佐さ々さ木きも、木き村むらも、クラスメイトのみんなが集まっていました。その後ろにいるのは担任の山やま崎ざき先生ですし、おやっさんが頷うなずきながら手を叩たたく横には、南みなみさんと田た辺なべさんが静希ちゃんに手を振っています。もちろん他校の生徒もたくさんいて、

「あ……っ」

　僕に向かって、にこにこと大きく拍手してくれているのは、モスグリーンの制服に白いパーカー、サルバドール・ダリ中一年の、弓ゆみ島しまさんなのです。

「私ね、最初はすごく恐こわかったの。お芝居の主役なんて絶対できない、私には無理だって」

　隣にいた幼なじみの女の子は、僕にだけ届かせるみたいに囁ささやきます。

「え、そうなの？　静希ちゃん、すっごくかっこよかったよ？」

　答えた僕に、「ありがとう」と微笑ほほえみ、

「けど考えたの。もしもきちんと、この役をやり通せたら、私、自分を変えられるかもしれない。今まで自分には無かった勇気を持てるんじゃないかって。……もう、桜くんが出てきたトコロからのアドリブ、大変だったんだから」

「静しず希きちゃん……」

「これが、本当の、自分自身の革命でしょ？」

　──己レボリを革ユーシ命せヨン・マよ！イセルフ

　僕の身体からだの中で、あの、非常階段での想おもいが再び立ち上って──

「ねえ静希ちゃん、僕、今言うよ」

　幼なじみの女の子が、ぴくんと、肩を震ふるわせます。

[image: ]

「ずっと前から、僕は静希ちゃんに言うって決めてたんだ」

「さ、桜さくら 、くん……？」

　ステージの真ん中。痛いほど身体を打つ心臓、

「僕、静希ちゃんのコトが──」

　彼女の瞳ひとみに映る、緊きん張ちようしきった顔の僕は、

「桜くんっ!!」

　その時、突然呼ばれた名前にびっくりして、ステージの下へと視線を走らせます。そこに、役者さんに花束やプレゼントを渡す後輩や先生、父兄に混じって、

「ドクロちゃん!?　なんだ、ドクロちゃんもお芝居を見に来て──」

　頭の上に金のわっかを浮かべた天使の少女。けれど、なぜか彼女の瞳の温度は、周囲の人々と違っていて。

「──ドクロ、ちゃん……？」

「ねえ、桜さくらくん」

　そして、彼女はなんのためらいもなく、ステージに登り、

「……飲み物は、まだなの？」

　僕を見上げるようにして、言いました。

「あ」

　……僕は〈こほん〉と咳せき払ばらい、心配そうにコチラをみる静しず希きちゃんに「心配ないよ？」とウインク。天使の少女に穏おだやかな笑みを向けました。

「ご、ゴメンなさいドクロちゃん!!　今すぐ！　今すぐ飲み物をお持ちしま──え？　水道の水をいっぱい飲んだからもういい？　そ、そうなんだ。じゃあもう僕は……って、なんでエスカリボルグを逆手に持ちかえて姿勢を低く僕ににじり寄っている、の？　ボクを、ほっぽって〝るねっさんす・ふぃーるど〟に参加してるのが、許せない……？　ち、ちがう！　これは──!!　はっ！　だめだ、それを否定したら静希ちゃんの努力が……!!　くぅっ！　甘んじよう！　今日のトコロはドクロちゃん、僕は耐えてみせる!!　なぜなら、それが僕の『己レボリを革ユーシ命せヨン・マよ！イセルフ』なのだから！　さあこい！　文武両道競技会ルネツサンス始まったばかりさ!!　明日はいよいよ天王山である『決戦の部』！　そう！　つまり僕達たちの戦いは、まだ、始まったばかりなのだからぁァァァ──……ッ!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪





撲殺天使ドクロちゃん　完！









　　　　　あとがき




　おひさしぶりです。おかゆまさきです。ららら、こんにちは！

　本作、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑤』は、小説誌「電でん撃げきｈｐ」の30号と32号に掲載された二本の短編、そして書き下ろしの二編を加えた計四本の小説をまとめたものとなっています。

　さて、⑤巻ということは、言うまでもなく文庫本が五冊なワケでして、本屋さんの棚、もしくは読者の皆さんの本棚に差し込まれた時に、『撲殺天使ドクロちゃん』というピンク色の背表紙が全部で五つ並ぶというコトです。

　ちょっと今、実際に並べてみます。図で示すとこうなります。




　撲殺天使ドクロちゃん⑤

　撲殺天使ドクロちゃん④

　撲殺天使ドクロちゃん③

　撲殺天使ドクロちゃん②

　撲殺天使ドクロちゃん

　（[image: ]ピンク地に黒ゴシックで）（担当さんへ注：ホントにピンクにしなくていいです）




　するとどうでしょう。僕はこの並んだ背表紙から、限りないなにかを感じてしまうのです。幅はたったの約五・五センチくらいしかないけれど、そこから心ににじみ出てくる、あたたかなもの……。僕の心はピンク桃色に震ふるえます。読者の皆さんが今まで『ドクロちゃん』へ注いでくれた愛情が、本作をここまで育ててくださったのです。

　頂くファンレターも、近ちか頃ごろでは男の子と女の子、その比率が一いつ緒しよくらいになって来ています。『ドクロちゃん』を、男女の性別に関係なく読んで頂けているこの現状。僕はとってもドキドキしちゃいます。「学校で回し読みしています！」というお手紙も、相変わらず多く頂いていまして、巷ちまたには勇者の方がたくさんいらっしゃるのだなぁと、読むたびに感じる次第です。

　で、そういう声を聞いてから、ニュースや新聞で「若いヒトが本を読まなくなった」という話題を耳にすると、「もしや『ドクロちゃん』は本としてカウントされてないのでは……!?」と、不安が心をヨギリます。

　なので、現在、学生だったり若者だったりする皆さん。今度もし、そういうアンケートに答える機会がありましたら、『ドクロちゃん』も小説ですので、ぜひ「読んでます！　これ読んでます！　ほらコレを！」って、大人のヒトに答えてください。僕からのお願いです。ええと、読書はヒトの心を豊かにさせるのですから、よろしくおねがいします。

　そのかわり、僕もできるだけ、あなたの心や身体からだが豊かになったり、楽しくなったりするような小説を書き続けられるよう、これからも精進していくショゾンです（そうそう、おかゆのその模様は、インターネット上で確認できるコトをご存じですか？　ヤフーやグーグルなどの検索エンジンでキーワード【今週のおかゆ】で検索していただければ、日記にたどり着けるようになっています。ぜひ、そちらも観みてください。おかゆが『ドクロちゃん』をせっせと書いている日常がつづられています。あ、携帯からも見られますよ？）。




　というわけで、よおし！　そろそろ心に感謝のエネルギーがたまってきたぞ!?（ごごごご！）いくぞ！　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　スペシャルサンクスです!!

　担当編集の三み木きさん、和わ田ださん。今回も最後まで支えてくださりありがとうございました。増える一方のお仕事、お疲れさまです。その負担を今後、僕は質の高い原稿を提出するコトで軽減できるようになるコトを切に願ってやみません。いえ、ほんとにがんばります。うそじゃありません。しめきりだってまもれるもん。

　電でん撃げき文庫編集部の皆様、並びにメディアワークスの出版部や宣伝部、営業部、そして関かかわってくださった全すべてのスタッフの皆さんにも改めて感謝の意を。どうぞ今後とも、『ドクロちゃん』の存在を快く認めてくださりますよう、お願い致します。

　イラストレーターのとりしもさん！　この小説のキャラクターがイキイキしているのは、ひとえにとりしもさんのおかげです。だって僕はいつでも（以下、作者急病のため削除）

　著者近影のイラストを描いてくださっている暁あかつき真ま奈なさん。今回もお忙しい中、ありがとうございました。今年こそ、今年こそ直接会ってお礼を言わせてください！

　そして電脳の世界の仲間達たち、地元の友人一同にもお礼を。なかなか遊べなかったり、実験台になってもらったりしてゴメンナサイ。これからもずっと友達でいてね？

　それからそれから、同電撃文庫『しにがみのバラッド。』で活かつ躍やく中ちゆうのハセガワケイスケさんとイラストレーターの七なな草くささんにも、担当さんに「きちんとお礼をしておいてください！」と言われたので、ええと、なんかよくわかんないけど、ありがとうございますハセガワさん！　七草さん！　またなにかが僕の知らない間に進行している!!

　そして最後に、この本を手にとってくださっている読者のみなさんに、もう一度、最上の感謝の意を。

　④巻が出てからこれまでに、『ドクロちゃん』はコミックになり、ドラマＣＤになり、そしてついには、アニメ化することが決定いたしました。

　①巻から、「ここまで来れたのは読者のみなさんのおかげです！」と、言い続けて来た僕なのですが、ついに、このような場所にまで、みなさんに後押しされ、やって来るコトができました。

　テレビ放送日は（タイムリー過ぎてすいません）、なんとこの文庫本の発売日、三月十日（木）の二日後、二〇〇五年三月十二日（土）の深夜、テレビ神奈川で、三月十三日（日）の深夜、スカイパーフェクＴＶ！で放映されます。さらにはこのアニメ、ＤＶＤ化も決定していまして、三月末には、一巻が発売の予定です（詳しくは電でん撃げき各誌をご覧になってくださいませ）。

　今この場で、皆さんに感謝の心を表す手段が、言葉だけなのが本当にもどかしいです。

　これからも、僕は行けるところまで行ってみたいと思います。そして皆さんの期待に応こたえ続けられるように、がんばります。

　今後とも温かく見守って頂けたら、嬉うれしいです。

　それでは、再びお目にかかれる季節が来たら、ご挨あい拶さつにうかがいたいと思います。





二〇〇五年一月某日　おかゆまさき
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おかゆまさき

アニメ化に際し、撲殺天使ドクロちゃん公式サイトではネットラジオも放送しております。アドレスはhttp://www.bin-kan.comとなっていますが、なんで自前にヒトコト、僕に相談してくれなかったのですか？　番組では皆様からのメールをじゃんじゃん募集しています（びくびくぅ）。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。

物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「おかゆまさき先生」係

「とりしも先生」係










撲ぼく殺さつ天てん使しドクロちゃん⑤








おかゆまさき
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